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     第一部　カサンドラ


    


     第一話／最初からがんばる


    



    「じゃきーん☆」


    　わたしは包丁をかっこよく構えて、俎まな板いたのうえに置かれたにんじんに振りおろす。


    　ぐさあ。


    「お、お、お兄ちゃぁん……」


    　包丁は目標をおおきく逸それて自分の指先を抉えぐった。


    　血がたくさんでる。


    「うわ!?　久しぶりにささみさんがお兄ちゃんに甘えた声をあげたと思ったら大惨事じゃないですか!?　同じ重さの黄金以上の価値をもつささみさんの血液が垂れ流されている!?　神よなぜ我らを見捨てたもうたかエリ・エリ・レマ・サバクタニーっ!?」


    　器用にじゃがいもの皮を剥むきながらおおげさに仰のけ反ぞっているのは、エプロンで顔面を覆おおって隠しているわたしのお兄ちゃんである。


    　ちなみに、わたしたちがふたり並んでいるのは邪や神がみ三姉妹が暮らしているごく平凡なアパートの台所だ。


    　先日の『九く頭ず竜りゆう島』の事件において、ちょっとした事情があってわたしの暮らしていた一軒家は大破した（空中から投げだされ、地面に叩たたきつけられて半壊）。


    　その修復が終わるまで、ここんちでお世話になることになったのだ。


    「『せめて迷惑をかけてるぶん、家事ぐらいなら手伝うよ。任せて、自分はやればできる子だとわたしは信じてるから』と不安になることを言うから任せてみたら──」


    　お兄ちゃんと逆サイドにはこのおうちの家事担当、かがみもいる。


    　彼女はガスコンロでお肉を炒めていたけど、呆あきれたように溜ため息いきをついて。


    「殊しゆ勝しような態度だったから信じて任せたのに、思いの外ほかに役立たずなのです」


    　ふにゃあ、と欠伸あくびをする彼女は桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服＋エプロン。


    　黒髪は結ゆいあげていて、そんなお嫁さんみたいな格好したらわたし我慢できなくなるよ。


    　なんて言ってる余裕はなく、わたしは突然の流血にパニックになる。


    「ひ、ひい。どうしよ、わたし死ぬのかな」


    「あなたは死にませんよ。わたしが守りますから。などと、言ってる場合でもないですね──まったく、手間ばかりかかるひとなんですから」


    　面倒くさそうにしながら、かがみが前置きもなく。


    　わたしの手をとると、血の玉が浮いた指先にくちびるを添えた。


    　ちゅう、と吸われる。


    「消毒です」


    　淡々とつぶやいて、顎あごで背後──居間のほうを促うながすと。


    「念のため、絆ばん創そう膏こうでも貼はっておきなさい。救急箱は洗面所の……」


    「か、か、かがみいっ☆」


    　わたしは抱きついてかがみの指先にちゅう。


    「わたっ、わたしもかがみが大好きぃっ♪」


    「ぎゃーっ!?　急に何ですかあなたは!?」


    「ぐっ、かがみさん──油断しているうちに勝手にささみさんの好感度を稼かせいで！　僕のささみさんなのに……！」


    　嫉しつ妬とに焦こがれるお兄ちゃんの横で、かがみが水道水で指先を洗いながら（酷ひどい）。


    「とにかく、端的に言って邪魔ですから。たまの遊び相手でもしていてください」


    「はぁい……」


    　おとなしく従って、スリッパぱたぱた鳴らしながら扉を開いた。


    　背後では、お兄ちゃんがわたしを心配そうに見つつも、包丁をさっと構えて。


    「これまでは『ささみさんにお友達ができました♪』という点のみを優先して見逃してきましたが、もはや看過はできません……。勝負です、カカロ──あ、いや、かがみさん！　勝ったほうが俎まな板いたのうえとかに飛び散ったささみさんの血とかをペロペロする権利をいただける感じでどうでしょうかハァハァ！」


    「そんな権利はいらんのですよ。あとその対抗心の意味がわからんのです。わたしは鎖さ々さ美みさんにとって、攻略対象ではない親友キャラなのですよ」


    　言いながら、わたしの置いた包丁を握りしめ、お兄ちゃんと肩を並べて。


    「でもまぁ、勝負事は嫌いではないのですよ──負けませんからね、先生」


    「ようし、まずはじゃがいもの皮むき競争です！」


    「精密機械そのもののわたしに、愚ぐ図ずな先生が勝てますか？」


    　澄まし顔のまま、わずかに俯うつむいて、かがみが小声でつぶやいた。


    「いつも家事はひとりでやっていたから、ちょっと楽しいのです」
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    「えーっと……」


    　わたしは楽しそうなお兄ちゃんたちの会話にいいなぁ、と思いつつ、血がとまらぬ指先をウフフ間接キッス☆と思いながら口でくわえて、洗面所へと向かう。


    　このアパートで生活し始はじめてから二週間ほどが経過しようとしている。


    　そんなに広くないから、内部構造はだいたいわかっている。


    　洗面所は玄関のすぐそば──廊下のいちばん奥である。


    「うん？」


    　右側に並んだいくつかの扉のひとつから、変な声が聞こえて、わたしは覗のぞきこむ。


    「とあーっ！　やーっ！　おりゃーっ！」


    　三姉妹の私室のひとつだ──ここは三女たまの部屋かな？


    　何かと戦っているふうの奇声が気になって見ると、なかではたまが床にうつ伏せに寝そべって、両手両足をじたばたと動かしている、謎なぞな光景があった。


    　相変わらず小学生に見えないこの世に舞い降りた女神みたいな肢し体たいを、惜しげもなく晒さらして、長い金髪を波打たせてもがもが。


    「ふみーっ、みーっ、みーんっ」


    　変な声をあげているたまを見すごせずに、わたしは無言でたまの背中を踏んだ。


    「ぷきゅう!?」


    　悲鳴をあげるこの巨大なお子様に、わたしは問いかけてみる。


    「何してるのたま」


    「あ、ママりんだ」


    　顔をあげて、たまはお日様みたいに「ぱぁっ」と笑った。


    「あのね、えっとねー、何だっけ、えへへ──あん、ママりんお背中踏まないで、たま練習中なんだから。えっとね、小学校でね、あ、美お味いしそうな匂におい。晩ご飯なぁに？　カレーかな？　たま、カレーだいすきぃっ♪」


    　集中力がないのか、ひとつ話すごとに内容があっちこっちに飛ぶたまである。


    　しかし足の裏の感覚が妙なのであらためて見ると、たまは奇き天て烈れつな格好をしていた。


    「たま、何それ」


    「ん？」


    　足を離してやるとたまは起きあがって、誇らしげに両手を広げた。


    「水着ーっ♪」


    　スク水なのだ。


    　いや、小学生だから当然なんだけど──この子は見た目おとなだからすごく違和感あるっていうかそういうサービスのお店みたいです。


    　特注だろうけど、胸元などはちきれそうだし、すらりと伸びた太ふと股ももなどが目に眩まぶしすぎる。


    「えへへ……たま、泳げないから。学校で『小学四年生にもなって！』って希のぞ美みちゃんに怒られちったんだ。特訓なの。思いこんだら試練の道が男のド根性なの」


    「後半は意味がわからんけど。ていうか、あんた『九く頭ず竜りゆう島』で泳いでなかった？　かなり深いところまで潜ってたような」


    　わたしも彼女と感覚を共感してたからわかるけど、この子は「わーいわーい☆」とか言いながら異様な節足動物やぬるぬるした軟体動物しかいないような深みまで潜ってた。


    「あれはね、たま、神様のちからでずるしてたから」


    　そういえば、たまは手足を動かさずに、ウルトラマンみたいに水中を飛んでたなぁ。


    「周りの海水に宿った『神々』が何もしなくても運んでくれたの。でも、それじゃいけないの──たま、がんばらなくちゃ。成長して、ひとりで何でもできるようにならなくちゃ。そう思ったの、だから、特訓なの」


    　たまの語る内容は舌足らずで、意味がとりにくかったけれど。


    　あのとき、打ちのめされた彼女は──いろいろと思うところがあったのだろう。


    　自ら次世代の『最高神』として育つために、努力をしているらしい。


    　純粋に、偉いと思った。


    　無理さえしなければ、わたしも応援してあげたい。


    　自然とそう思えるのが、この無邪気な女の子の、いわゆる徳なのだろうなあ。


    　などと思いつつ、「ママりん血ぃでてるよ？」「あ、そうだ救急箱を取りにきたんだ」「ママりん、かあいそ。待ってて、たまが持ってきたげるね？」などと会話していた。


    　戻ってきたたまに手当をしてもらいながら。


    　いろんなひとに迷惑をかけていることを自覚して、とほほ、と溜ため息いきをつく。


    「情けない……。むかしはこの程度の怪け我がなんて気にしてられないほど、毎日ずたぼろになるまで修行してたのにな。ていうか、『最高神のちから』がなくなって、世界に甘やかされなくなったせいか、すんごい生きづらくなった感じ。これまでが怠なまけすぎだったんだろうけど──」


    「ママりん、駄だ目めなら成長すればいいんだお。一緒にがんばろ、ね」


    　ふたり向きあい、この子の前向きな雰囲気にときほぐされて、にっこり笑いあった。


    　と、和なごんでる場合じゃないな。たまの遊び相手を頼まれたんだった。


    「料理できるまでまだ時間かかるから、何かして遊ぶ？」


    「わーい☆　遊んでくれるの？　じゃあね、たまゴジラやるからママりんはビオランテ……」


    「何騒いでんだコラ」


    　声に気づいて見ると、扉を開いたまま、不機嫌そうな長女つるぎが顔をだしていた。


    　相変わらず、ちっちゃい。


    　素足にスパッツ。


    　ヘソだし胸元がらあきのシャツ。


    「うるせーんだよ。ひとが調べものしてるっつうのに。嫌いやがらせかコラ、ストレス発散に近所の公園とかを全裸で走りまわってくるぞコラ」


    「調べもの？」


    　この見た目小学生、実年齢は三十代のちびっこ先生に、まったく似合わない単語だ。


    　見ると、つるぎは付ふ箋せんだらけの本を何冊か小こ脇わきに抱かかえている。


    「本なんて読んでるの、珍しいね？　何それ、ゲームの攻略本とか？」


    「あたしが本読んでたらいけねーのかよ、とりあえずな──何が起こるかわかんねーし、ギリシアの連中のことを調べてんだよ、外国の連中のことはあんま詳しくねーし」


    　つるぎがその場に腰をおろし、持っていた本を床に並べる。


    　イリアス、オデュッセイア、神統記、トロイアの女……。


    「ギリシア神話には聖書や記紀神話古事記・日本書紀のような統一された底本、聖典はなくて、最初は口伝えだった。世界各国の土着の神話を吸収し、詩や劇の題材として繰りかえし生産され洗練され、やがて『何となくそんなようなもの』的なあいまいな神話としてまとまったわけだ」


    　つるぎが持っているのは、そんなギリシア神話を形づくった無数のちいさな神話たちのなかでの、わりと有名どころのようだけど。


    　ぜんぶ目を通すにはいくら時間があっても足りない、膨大なギリシア神話。


    　それはつまり、それだけ多彩で全世界に普及し奥行きがある、ということ。


    「『神々』は棲すみわけを行って外国には関わらないってのが暗黙の了解なのに、ギリシアの連中はその掟おきてを破った。下手すりゃ、うちの国はギリシアのいちぶとして取りこまれちまうぞ」


    　イリアスやオデュッセイアに、古事記や日本書紀、風土記、先代旧事本紀が並べられる。


    　そんな未来もありえるのだ。


    「ギリシア神話はもともと土着のちいさな神話たちを取りこみ、邪魔なものは踏みつぶして、規模を拡大してきたこの世界で最大規模の多神教神話だ。とりあえず基本どころを読んでみたけど、草食系の日本神話あたしらからしたら信じられないぐらい野蛮だぞこいつら。戦争ばっかりしてるぞ。しかも面白半分に」


    　つるぎは唸うなって、腕を組んだ。


    「たまが次代の『最高神』として育ちきるまでは、あたしが無理してでもこの国を、神話を守護しなくちゃならねーしな。外国の連中に好き勝手になんてさせるかよ。じいちゃんやおやっさんに怒られちまうよ。だから勉強してるし対策も立ててる──時間がいくらあっても足りねー、ちょいと早いけど出雲いずもに他の連中を呼びつけて会議でもすっかな？」


    「どしたの、つるぎ。そんな一生懸命になっちゃって、またバグったの？」


    「てめー、あたしが真ま面じ目めだと何かおかしいか、あぁん？　あー、やる気なくなっちゃったー。鎖さ々さ美みの不用意な発言のせいで何だかどうでもよくなっちゃいましたー。はーい、そうですよ基本つるぎちゃんは下品なセクハラするだけのろくでなしでゲスよ～」


    　仰向けに倒れてたまの太ふと股ももに抱きつき、頬ほおずりをするつるぎだった。


    　拗すねちゃった。


    「ま、あと一週間あるんだし」


    　わたしは何もかもひとりで抱えこんでるみたいな、このちいさな元・太陽神を元気づけたくて──つとめて、ゆるい態度で告げた。


    「どうにかなるって。何がおきるかわからないけど、きっと、だいじょう……」


    　そんな悠長なことを言っていたわたしは、たぶん油断のしすぎだったのだ。


    　そのときすでに世界のいわゆる運命みたいなものはものすごい勢いで回転を始めていて、『神々』も人々もそのおおきなうねりに抵抗するどころか、気づきもしないで──今日と同じ明日がずっとつづくものだって、愚かにも信じていた。


    　そんなはずがなかったのに。


    　何もかもが、失われ、あるいは歪ゆがんで、軋きしみをあげていたのに。


    　何も知らない呑のん気きなわたしたちを、嘲あざ笑わらうみたいに。


    　不意に。


    　視界が真っ黒になった。


    　ギリシア神話において、世界の初めに存在していたという暗闇ケイオスみたいに。


    　突然のことに反応できず、わたしは絶句する。


    　たまも「あれ～？」と間のぬけた声をあげるだけで、つるぎすら「何だ？　停電か？」と戸惑ってるのみ。


    　がしゃん、と何かが割れる音がした。


    　同時に、わたしの意識が猛烈に拭ぬぐい去られて……。


    　わけのわからないまま。


    　わたしは和なごやかな日常から、あっという間に非日常に攫さらわれる。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    【ササミサン　あなた　は　しにました】


    　暗くら闇やみのなかで。


    【『孤独な予言者カサンドラ』の能力を使用しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ】


    　そんな文字列のみが、わたしの認識できるすべてになった……。
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     第二話／牢獄プレイ


    



    　はっと目を見開くと、わたしは見知らぬ部屋のなかにいた。


    「……あれっ？」


    　周りは『ビジネスホテルの一室をがんばって女の子らしくしてみた』みたいな部屋である。


    　洋風っぽい長机と、そのなかに収納された冷蔵庫。


    　ＴＶは大型で、その隣に置かれたノートパソコンとともに使用感がなく、埃ほこりが積もっている。


    　ハンガーで吊つられているのは桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服。


    　並べられた学校の教科書に、てんで統一感のない洋書、漫画、雑誌、ＤＶＤ……。


    　コルクボードに貼はられたたくさんの写真。


    　思いだしたかのように、巨大なぬいぐるみがひとつ、ぽつんと置かれている。


    「るん♪　るんるん♪」


    　部屋の真ん中に置かれたシングルベッドの上に、わたしの不思議なクラスメイト──蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんが寝ころんでいる。


    　お風呂あがりなのかタオル一枚巻いただけのあられもない姿で、足をぱたぱた……。


    　色素の薄い髪の毛をドライヤーで乾かしながら、雑誌に付ふ箋せんを貼りつけている。


    　ぺらり、とページがめくられる。


    「ふあ、あ♪」


    　情雨ちゃんは猫みたいに前のめりに背筋をのばして、欠伸あくびをしている。


    「あ～、もう。退屈～」


    　丁てい寧ねいに梳くしけずられる彼女の白髪が、きらきらと輝きながらその露出した肩のうえを躍る。


    　情雨ちゃんは興味なさそうなアニメ専門雑誌を眺め、そばに置いたメモ帳に熱心に何やら書きこんで、がんばっている。


    　そうだ、情雨ちゃんはがんばり屋さんなのだ。


    　あらゆる生徒の顔や、趣味などを覚えて、それにあわせて何でも話せるように勉強している。


    　誰にでも分け隔へだてなく声をかけて、楽しい時間をくれるから、彼女は人気がある。


    　変なのは、わたしにだけだ。


    　その態度を「ツンデレ？」と好意的に解釈したいオタク脳のわたしがいるが、単純にコミュニケーション能力低いわたしが押しちゃいけないボタン押しただけなんだろうなあ。


    「何なのよ、もう。飽き飽きだわ、責任者でてきなさいよ」


    　情雨ちゃんはわたしがすぐそばにいることなど気づきもせずに、ぶつぶつと。


    「どうして誰とも連絡とれないのよ──玉たま藻もの前まえやガルーダはともかく、淡あわ島しまさままで……異常だわ。どうなってんのよ、いったい。こんなもの読んでる場合じゃないのに」


    　溜ため息いきをついて、物もの憂うげに目を伏せる。


    「誰かの攻撃？　『月つく読よみ神社』？　『九く頭ず竜りゆう島』での騒ぎから、あいつらに嗅かぎつけられた？　いいえ、『月読神社』の連中ならこんな搦からめ手ではなく直接的に潰つぶしにくるはずよ」


    　どこか、寂しそうに。


    「前回の陰謀は失敗したけれど、結果的に邪や神がみたまの大部分を捕食できたわ──今のあたしをこんなふうに隔離するなんて、それこそ一国の『最高神』クラスでないと不可能なはずよ。あたしの存在を危険視した誰かが、攻撃してきている……？」


    　ぶるっと震えて、情雨じようちゃんは枕元に置かれたぬいぐるみに手をのばす。


    　情雨ちゃんは、ちいさな子供みたいにそれに頬ほおずりし、甘えた声をあげる。


    「パパ……」


    　ぎゅってして、目を閉じ、泣きだしちゃいそうな声で。


    「お願い、パパ、あたしを守って」


    　こちらに向けられた彼女の背中が、あまりにも儚はかなくて、壊れてしまいそうで──わたしは不安になると、そっと手を差しのべた。


    　指先が、震える情雨ちゃんの肩に触れて。


    　びくんと反応し、彼女はものすごい勢いでこちらを見据える。


    「や、やっほ」


    　とりあえず手をあげたら、情雨ちゃんは両目をぱちくりとさせて。


    「月読……鎖さ々さ、美み？」


    　幼い口調でそう言うので、わたしは頷うなずいた。


    「うん、ささみさんだよ」


    「みっ──ぎゃぁあああああああああああああああああ!?」


    　女の子の口からでたとは思えない、ものすごい悲鳴が部屋を震しん撼かんさせた。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　身体からだに巻いたタオルをはだけさせ、Ｍ字開脚で後ずさりながら逃げる情雨ちゃんが可愛かわいくて「ゲヘヘ、もう逃げ場はないぞ」「きゃーっ、きゃーっ、きゃーっ」「うへへ、お姉ちゃん色っぽいのう──おいちゃんと遊ぼう、うへへへ」「パパーっ！」などと戯たわむれながら、枕やらぬいぐるみやら据え置き型の大型ＴＶだのを投げつけられつつ、情報交換をしてみた。


    　噛かみあわない会話をこなしつつ、把握したのは。


    



    ①わたしは現状がよくわからない、っていうか自分がどうなったのかわからない。


    ②情雨じようちゃんはそもそも、『現代のトロイア戦争』が始まっていることすら知らない。


    



    　という二点であった。


    　つまり何もわからない。


    　そういえば、わたしはお母さんのマンションでギリシアの『神々』のこの国への干渉やら、現実のゲーム化が行われることやらについて知っていたけれど、大々的にＴＶや新聞などで告知されたわけではないのだ。


    　知らないひとは、知らないのだろう。


    　先日の事件から、わたしは情雨ちゃんが普通じゃないことを薄々察している。


    　何らかの悪い組織みたいなものに関わって、いろんな陰謀を巡らしているのかも──と。


    　でも、この様子を見ると、その組織は細かい情報収集を行うための最低限の人数もいないんじゃないかな……。


    「成る程ね」


    　ようやく落ちついた情雨ちゃんは、鮮やかに髪の毛をかきあげた。


    「『神々』の代理戦争、ね──まぁ、珍しい話でもないわ」


    　ちなみに情雨ちゃんは、わたしの背中に座っている。


    　人間椅い子すだ。


    「理解してくれるの？　つまり情雨ちゃんは神様とかそういうのについて、詳しいの？」


    「当然よ。あたしは『アラハ──」


    　何かを言いかけて「むぐ」と押し黙り、情雨ちゃんはわたしの背中をばんばん叩たたく。


    「るっさいわね。とにかく、ギリシアの『神々』が二手にわかれて争ってるんでしょ？　この国を将棋盤にして、あたしたちを駒にしてね」


    　唇くちびるを尖とがらせて、情雨ちゃんはそっぽを向く。


    「この世界の未来を占う戦い──なんて、ふざけた話よね。あたしは、自分の運命は自分で切り開く。神様なんてお呼びじゃないのよ、うざいのよ」


    　情雨ちゃんかっこいい。


    「協力なさい、月つく読よみ鎖さ々さ美み。あらゆる方法を尽くしても出られなかったこの部屋に、あなたは侵入してきた……。そこを評価してあげるから、あたしの手となり足となり働きなさい」


    「うーん」


    　基本的にわたしは働きたくないひとなんだけど。


    「『月読鎖々美』って呼びかた、やめてくれるなら」


    　条件をだしてみた。


    「もっとこう、ささっち♪　とか、さっちゃん♪　とか──お友達っぽく呼んでくれたらいいな。わ、わたし、渾あだ名なとかつけられたことなくて、憧れてて……」


    「はぁ？」


    　情雨じようちゃんは怪け訝げんそうな顔をする。


    「ふざけないで。いつ友達になったの？　あたしとあんたはいつか殺しあう運命にある宿敵なのよ──馴なれあうつもりはないんだから！　利用できるうちは奴ど隷れいとして酷使してやるから、ありがたく思いなさいよね！」


    「そんな！　わたしは情雨ちゃんのことこんなに大好きなのに……！」


    「だだ、だいすきとかっ」


    　情雨ちゃんは急に幼くなったみたいに、裸足で床を何度も踏みつけた。


    「ちゅ、忠誠心は認めてあげなくもないわ。けど節度は守ってちょうだい。ご主人様はあたし、あたしの言うことをよく聞くのよ……。上手に働いたら、褒ほめてあげてもいいんだから」


    　もじもじしている情雨ちゃんが可愛かわいかったので、今はそれで満足しておくとして。


    「そうと決まればさっそく行動しよ、わたしも現状を把握したいしさ──」


    　正直、何もかもがわからないのだ。


    「そこのパソコン、貸してもらっていい？」


    「へ？　好きにすれば？　機械とかよくわからないから、触ってないし。うちの玉たま藻も……家族、っていうかペットみたいな娘こがそういうの好きで、いじってるから、普通に使えるはずよ？」


    「じゃ、ちょっと失礼して」


    　情報収集のツールといえばパソコン、それが現代っ子のわたしである。


    　携帯電話とかは手元にないし、情雨ちゃんのを借りるしかない。


    　電源ボタンを押して、ＨＤハードディスクが回転するがりがりという音を聞く。


    「ていうか、あらためて──ここ、情雨ちゃんの部屋なの？」


    「そうよ。むかしパパの協力者だった男が経営してるホテル、その最上階。あたしはこの国にきてからは、そんな部屋でずっと暮らしてるのよ」


    　情雨ちゃんは何だか名な残ごり惜おしそうにわたしの背中を見たあと、落ちつかなげに立ちつくしていたが、ちいさな子供みたいにわたしの背後から画面を覗のぞきこんでくる。


    「ただし、なぜか今は完全に密室状態になっていて、窓も扉も開かないわ。壁を叩たたいても壊れやしないし、完全に閉じこめられてるの……。外の様子もさっぱりわからないし、もしかしたらこの部屋そのものが、精巧につくられた偽物かもね」


    　垂れてくる、情雨ちゃんの絹糸みたいな髪の毛。


    　近い体温。


    　わたしは表示されたデスクトップ上で、あちこちクリックしてみる。


    「だめだこりゃ、わたしギリシアの『神々』についてはよく知らないから、何がどうなってるのかさっぱりわからないよ。逆に、『八岐大蛇やまたのおろちＳＮＳ』……今回の騒ぎの下敷きになったゲームについては、けっこう詳しいんだけど」


    「あたしは逆に、ギリシアの『神々』についてはある程度知っているわよ」


    　対抗するかのように、唇くちびるを尖とがらせて情雨じようちゃんが言った。


    「全世界を回ったもの、あたし──たいていの『神々』については学んだし、見聞きしてきたわよ。ギリシアの連中は有名どころだしね、一般人でも知ってるんじゃない」


    　顎あごに手を当てて、考えこむと。


    「ギリシアの連中は今や退屈してるお子さまか、酔っぱらいみたいなもんだけど。かつては地方神話の『最高神』クラスだった連中が集まってる、いわば西洋神話の集大成……」


    　わたしたちは自分たちの国を、神話をたいそうなものだと思ってしまうけれど。


    　世界的に見れば誰も知らない、か弱い地方神話でしかない。


    「ギリシアの『神々』はもはや人類になんて興味がない、過去に埋没した、ほぼ全員がなかば引退したような存在だと思っていたけど……ここにきて、こんな派手に動くなんてね」


    　情雨ちゃんの声が離れる。


    　足音がして、何やらクローゼットなどをまさぐっているみたいだ。


    「情報を収集しないと何ともいえないけど、彼らの予告が正しければ──日本列島を地中海へぶっ飛ばし、日本全土を『改変』してゲーム化し、日本の人口一億人すべての在ありかたに干渉してる。生なま半はん可かなことじゃないわ、馬鹿げてるといってもいいかしら」


    　正直、桁けたがちがいすぎる。


    　これが世界のレベル……。


    「たとえばギリシアの『神々』が本気で日本神話と対立し、滅ぼそうと望んだら、太た刀ち打うちできないでしょうね。連中にとって、日本神話なんて赤ん坊みたいなもの。どうにでもできるし、むしろ自分が世話をしてあげないと死んじゃうとでも思ってるんじゃないの」


    「あ、情雨ちゃん見てこれ」


    「ふん、何かわかったの？　ってか……クッション使えば？」


    　頭にぼすんと可愛かわいらしいクッションをぶつけられ、へへ、とわたしは笑って振り向く。


    「ありが……ぎゃっ!?」


    　顔面に雑誌が直撃。


    　情雨ちゃんはこちらに白しら魚うおのような背中を見せて、土ど偶ぐうっぽい何かがプリントされたパジャマに袖そでを通そうとしているところだった。


    「こっち見ないで、馬鹿！　はだかだと湯冷めしちゃうから、着替えるわ！」


    　ぷんすか頬ほおを染めて、思いだしたように。


    「ここ、ユニットバスだから。お湯は抜いてないし、あんたも汗かいたならあとで使えば」


    「うん、あり──もぎゃっ!?」


    「だからこっち見るなと何度言わせんのよ！」


    　わかったから、固くて重いものを投げつけるのやめてほしいです。


    「で、何がどうしたの？」


    　かんたんに着替えた情雨じようちゃんが、後ろから覗のぞきこんでくる。


    　画面には、不可思議な文字が表示されている。


    【『ヒュドラＳＮＳ』に接続しています……】


    　何だこれ。


    　意味がわからず戸惑っているうちに、再び画面が変化した。


    　地図である。


    　日本ではない、見慣れない地域。


    　画面の左側と右側に巨大な陸地がある。


    　真ん中と下は海だけど、大小無数の島がある。


    　マウスを動かすと画面が縮小・拡大されて、地名も読めるようになる。


    　アテナイ、オリンピア、ミケーネ、ネメア、スパルタ……。


    「どうしたのよ」


    　よく見えないらしく、わたしの頭をのけようと「ぐいぐい」してくる情雨ちゃん。


    　わたしはコードを引っぱって床にパソコンを置き、クッションに腰かけた。


    　情雨ちゃんが我が物顔で横に座り、画面内を訝いぶかしげに眺める。


    「これは、ヨーロッパね。見慣れない地名も多いし、古代ギリシアってとこ？」


    「わかるの、情雨ちゃん？」


    「当たり前でしょ、あちこち旅して回ったんだってば──平和な日本ならともかく、外国の過酷な地域でてきとうに歩いてたら野の垂たれ死ぬのよ」


    「外国かあ……。興味あるけど、学校に行くので精一杯だなあ……」


    「ていうか今、日本列島は地中海に飛ばされてるんでしょ──この地図、そのあたりだわ。もしそれが事実だとしたら、自分の住んでる土地ごと海外旅行してるってことでしょ？」


    　旅行っていっても、わたしはほとんど移動してないし、部屋からでられないし……。


    「あ、トロイアって地名がある」


    「トロイアは海に沈んだはずなんだけど。シュリーマンが掘りだしたのもちがう地域の、ほんのいちぶだっていうし。やっぱり古代の地図なのかしら……」


    「えっと、クリックできるみたい」


    　マウスカーソルのかたちが変わったので、てきとうにダブルクリック。


    　時間差なく画面が切り替わった。


    　表示されたのは、外国映画みたいな光景だった。


    　真ん中に、ドラゴンがいる。


    　翼がおおきく、くちばしがあるから、翼竜といったほうがいいのかも。


    　体色は真っ赤で、妙に人間的な目をしている。


    　おおきな塔の天てつ辺ぺんを壊し、そこに巣をつくって、周囲を睥へい睨げいしている。


    　そんなドラゴンを取り囲むのは、たくさんの人々だ。


    　どことなく和風っぽいファンタジックな服装をしていて、ドラゴンに弓を射かけたり、塔の壁を破壊しようと鉄てつ鎚ついをぶつけたり、手のひらから前触れなく炎を放ったりしている。


    「何これ……」


    　わたしは困惑する。


    　ゲームにしては映像が妙に生々しいし、映画にしてはカメラワークが杜ず撰さんなうえ（ずっと俯ふ瞰かんだ）、延々と戦っているだけ。


    「あ！　こいつ、うちの学校の生徒よ！」


    　情雨じようちゃんが前のめりになって、画面のなかでドラゴンの吐いた炎にまかれ、「うぎゃああ!?」とのたうちまわっている男の子を指さした。


    「何するのよ！　あたしの支配地学校で暮らしている人間を傷つけるなんてゆるさない！」


    「じょ、情雨ちゃん画面叩たたかないで。壊れるから。ていうか、ほんとにこのひとうちの学校の生徒？　何か忍者みたいな格好してるんだけど──」


    「間違いないわ、あたし全校生徒の名前と顔は覚えてるもの」


    　ていうことは、だいたい理解できてきたけど。


    「これ、『八岐大蛇やまたのおろちＳＮＳ』──じゃないや、それを元にした『ヒュドラＳＮＳ』なんだろうね。現地中継だよ、生放送なんだよ。現実のゲーム化ってどういうことかと思ったけど、この現実の世界観をファンタジーな感じにしたってことかな？」


    『八岐大蛇ＳＮＳ』のときは、プレイヤーたちがゲームに取りこまれ、戻ってこれなくなった。


    　今回は、それが全日本規模になり、アカウントをもっていない一般人や、日本の土地や『神々』なんかもまとめてゲームのなかに吸いこまれた──って、感じなのかな？


    「ていうか、何なのよ。見てるだけしかできないの、あたしたちは──この部屋からはでられないまま、いたずらに傍観してるだけなんて……」


    　何もかもが、さっぱり意味がわからない。


    　説明不足すぎる。


    「あら、何かしらこれ？」


    　情雨ちゃんが画面のなかを指さした。


    　隅っこのほうに、【！】というアイコンが表示されている。


    　情雨ちゃんと互いに顔を見あわせつつ、とりあえずクリックすると──。


    【『魔王の娘エレクトラ』の能力を発動しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ】


    　などと表示された。


    　わたしは迷いつつ、慎重に意見を述べてみる。


    「どうする？　正直、この部屋は安全そうだしさ──ずっとここに引きこもって、ゲームが終わる八月三十一日までのんびり暮らすのもいいんじゃない？」


    「冗談じゃないわ。あたし、何もせずに手をこまねいているのが大っ嫌いなのよ」


    　そうだろうなぁ、とわたしは思った。


    　わたしは情雨じようちゃんに伝えていないことがある。


    　事前に告知された『現代のトロイア戦争』の内容に、彼女にとってよろしくない、場合によっては非常に危険な事実があったのだ。


    　この戦争の勝利条件のひとつに、それぞれの勢力の盟主を殺害する（正確には、その肉体に封じられた『ご神体』を奪う）というのがある。


    　そして、『アカイア勢力』の盟主として名指しされたのは──情雨ちゃんなのだ。


    　もし情雨ちゃんがそんな重要人物だと知れたら、とくに『トロイア勢力』のひとたちに血ち眼まなこで狙ねらわれ、場合によっては命を奪われてしまうのではないか。


    「もういいわ、貸しなさい。軟弱者はあたしの軍団に必要ないっ」


    　情雨ちゃんがわたしからマウスを奪い、【ＹＥＳ】をクリックした。


    【『魔王アガメムノン』を創造しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ】


    　そんな怪しげな設問にも、情雨ちゃんはやっぱり躊ちゆう躇ちよなく──。


    【ＹＥＳ】と押して、画面が切り替わる。
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     第二部　エレクトラ


    


     第三話／天国のパパへ①


    



    　天国のパパへ。


    　あたしをおいて勝手に死んじゃった、酷ひどいパパ、大好きなパパ──また手紙を書くわ。


    　とても、哀かなしいことがあったの。


    　まだ冷静じゃなくて、頭のなかがぐちゃぐちゃで、うまく説明できないかもしれないから。ひとつひとつ、書くわ。とっくに登校時間は過ぎてるし、無遅刻無欠席が自慢だったあたしだけど、サボってやるわ。


    　あたしがそんな悪い子になったら、世紀の大悪党だったパパは、褒ほめてくれるかしら。


    



    
      ＊　＊　＊

    


    



    　あたしの高校二年生の夏休みをすべて埋め尽くした、近年でも例を見ない大規模な『改変』──『現代のトロイア戦争』について、書いてみるわ。天国にはきっとＴＶもパソコンもないから、呑のん気きなパパはきっと、知らないでしょうから。


    　世界的にも有名なギリシア神話における、伝説の戦い＝トロイア戦争を、もういちど繰りかえす、そんなような内容よ。


    　まずギリシアの『神々』は日本全土を地中海──つまり自分たちの支配地に招き、『改変』して、ゲームのような世界観に変えてしまったの。


    　そして、日本の人々と『神々』をふたつの勢力に振りわけて、勝負させたの。


    　ギリシアの連中は運命とか役目とかいう言葉が大好きだから、あたしたちは予定どおり、自分たちの役柄どおりに、トロイア戦争をもういちど繰りかえさなくちゃいけなかった。


    　その役目というのは、『英名』と呼ばれていたわ。


    　あたしたちはトロイア戦争における登場人物の名前を与えられ、その役目を俳優みたいに演じさせられたの。同時に、その『英名』になぞらえた特殊な能力と、制約が与えられたのよ。


    　ちなみに、あたしたちに与えられた『英名』はこんな感じよ。


    『アカイア勢力』


    【盟主】


    『魔王の娘エレクトラ』＝蝦え怒ど川がわ情雨じよう（あたしよ！）


    『不死身の英雄アキレス』＝狐きつね火び妖よう子こ（玉たま藻もの前まえね。人間と勘違いされたみたい）


    『木馬の御ぎよ者しやオデュッセウス』＝櫛くし名な田だ希のぞ美み


    



    『トロイア勢力』


    【盟主】


    『運命の王子パリス』＝月つく読よみ呪じゆ々じゆ


    『孤独な予言者カサンドラ』＝月読鎖さ々さ美み


    『囚とらわれの姫ヘレネ』＝ミッちゃん（仮）


    



    　見てのとおりに、『アカイア勢力』はあたしたち──悪徳オカルト結社『アラハバキ』のものたちが主要な構成員になってるわ。


    　パパも当然知ってのとおり、あたしに宿った『神霊』である『まつろわぬものアラハバキ』はこの日本における唯一神よ。あたしたちが勝利すれば、ギリシアの『神々』が全面的に協力して、日本を一神教にしてくれるはずだった。


    　そして敵対する『トロイア勢力』は、にっくき『月読神社』の連中よ。古式ゆかしき多神教を信奉する、愚かものども。世界的に見て主流なのは一神教だからこそ、『月読神社』はトロイア戦争における敗者、『トロイア勢力』が割り当てられたのよ。


    　そう、『現代のトロイア戦争』は一神教か多神教か、どちらがこの国を担うに相応ふさわしいかを占う代理戦争でもあったのよ。『月読神社』に恨みを抱き、『九く頭ず竜りゆう島』で失敗しあとのなくなっていたあたしは──何も疑わずに、この対立構造に組みこまれて……。


    



    　取りかえしがつかなくなってから、ようやく真相に気づいて、悔やむことになったのよ。

  



  
     第四話／いちばん美しい女神へ


    



    　画面の真ん中に、卵が置かれている。


    　どんな動物の卵なのかさっぱりわからない、単色の、まるでプラスチック製みたいな。


    　小刻みに右へ左へ動いているところから見て、中身は生きているのか。


    　わたしと情雨じようちゃんは唐突に画面に表示されたそれを眺めて「何これ」「さあ……」と知的な会話を楽しんだけど。


    「説明しなさいよ！　あなたゲームに詳しいって言ったじゃない！」


    「だ、だってこんなの見たことないもん！」


    　癇かん癪しやくを起こした情雨ちゃんにお叱しかりをうけて、焦あせるわたし。


    　もういい、とばかりに情雨ちゃんは拗すねてそっぽを向いてしまう。


    　チームワークが悪すぎる。


    　これまでは何かとすれちがったり傷つけあったりしたけれど、今回は目的を同じくして、手をとりあって仲良く行動できると思ったのになあ……。


    　いじけて体育座りになって、膝ひざに顔を埋うずめていると。


    「ちょっ、ちょっと、鎖さ々さ美みさん！」


    　頭をばんばん叩たたかれて、「もう何……」と顔をあげる。


    　画面に、新しい文字が表示されていた。


    【『魔王アガメムノン』創造に必要な霊力を注入してください】


    　何だこれ。


    「最近のゲームは、霊力で動かすの？　あたし、詳しくないからよく知らないけど」


    「いや、どこぞの漫画のものすごい値段のゲームじゃあるまいし」


    「れ、霊力を注げばいいのね？」


    　情雨ちゃんが「むむむ」と何やら念じる。


    『最高神のちから』を失ったとはいえ、わずかに霊視ができるわたしにはわかった。


    　画面を通してパソコンへ、情雨ちゃんの内側から輝かしい霊力が注がれている。


    「ふはあっ」


    　吐息を漏もらして、情雨ちゃんが真っ赤になる。


    「こらっ、あなたもやりなさいよ！　ご主人様にばかり働かせて何のつもり!? あなた程度の霊力じゃあ雀すずめの涙だけど、ないよりマシだから使ってやるのよ！」


    「う、うん。じゃあ、とりあえず……」


    　霊力なんてしばらく扱ってなかったから、どうやるんだったか。


    「むむむ……」


    「むむむむむむ……」


    　ふたりで画面の前、変顔で唸うなる時間がつづいたが、我慢しきれずに。


    「情雨じようちゃん、情雨ちゃん」


    「？　……ぶはっ!?」


    　自分の顔面をぐにゃりと歪ゆがめて見せると、情雨ちゃんが噴ふいた。


    「何を変な顔してんのよ！　元からたいした顔じゃないくせに！」


    「ご、ごめん」


    「むむむ……」


    「むむむむむむ……」


    　ああん、がんばるのって何だか耐えられない。


    　今度は鼻を豚さんみたいにして、情雨ちゃんへ向けると「ぶふう!?」とまた爆笑。


    「いいかげんにしなさいよコラ」


    　胸ぐらを掴つかまれて、凄すごまれてしまう。


    「だ、だって牛乳飲んでるひと見たら笑わせたくなるのと同じで、間抜けなことを大真ま面じ目めにがんばってやってるひと見ると邪魔したくなるっていうか──」


    「間抜けですって!?　あんたがやれって言ったんでしょ!?（＊言ってません）」


    　などと喧けん嘩かしてるうちに、画面のなかで──。


    　卵が、びしりびしりと音をたててひび割れていく。


    「あ、あ、産まれちゃう。わたしと情雨ちゃんの愛の結晶が！」


    「変なこと言うな！　あ、愛とか！　馬鹿じゃないの！」


    　べしんべしんと頭を叩たたかれる。


    　などと騒いでいるうちに、卵の殻からが飛び散って、内側から輝きの奔ほん流りゆうが──。


    【おめでとう！　『魔王アガメムノン』が創造されました！】


    　ぴょこんと、卵の殻をのけて姿を見せたのは、謎なぞの生き物だった。


    　おおきさは比較対象物がないからよくわからないけど、たぶん猫ぐらい。


    　ぼってりとした体型で、両目はつぶら。


    　翼のようにおおきな耳が左右に垂れている。


    　何この、ゆるキャラ。


    「この曰いわく形容しがたい生き物は何なのよ……」


    「犬？　猫？　ううん、うさぎ？　何だろうね、垂れた耳のかたちとか色とか情雨ちゃんの髪の毛に似てるし、情雨ちゃんをぬいぐるみにした感じかな？」


    「あ、あたしこんな不細工じゃないもの！」


    【『魔王アガメムノン』は『ヒュドラＳＮＳ』内での、あなたたちの分身アバターです】


    「あばた……？　えくぼ……？」


    「ふふ、情雨じようちゃんったらゲーム用語をちっとも知らないんだから。仕方ないなあ、教えてあげるよ。分身アバターってのは文字どおりゲーム内での自分、仮想空間のなかにおける自分なんだよ。たぶん、この分身アバターを操って、『ヒュドラＳＮＳ』の冒険ができるんじゃないかな」


    「何であたしたちだけ、こんなキモ可愛かわいい謎なぞ生物を動かさなくちゃいけないのよ？　さっきの映像だと、他のみんなは『自分自身』のままゲームに参加してたでしょ？」


    「さぁ……。そのへんは、よくわからないけど」


    　会話してるうちにも、ゲームはどんどん進んでいる。


    　画面が切り替わって、紺こん碧ぺきの、きれいな空が見えた。


    『魔王アガメムノン』は自由落下している。


    「きゃっ」


    　情雨ちゃんが可愛らしく悲鳴をあげて、わたしの袖そでを引いた。


    「何か始まったわよ！　これ、何がどうしたの!?」


    「んっと……」


    　せっかちな情雨ちゃんについていけず、わたしはのんびりと、画面に向き直って。


    　そうしているうちに、『魔王アガメムノン』は地面に激突した。


    『魔王アガメムノン』の頭上に表示されている『ＨヒツトＰポイント（体力）』のゲージがぐぐっと減る。


    　同時に。


    「痛ぁぁああ!?」


    　情雨ちゃんが身をよじって、大声をあげた。


    　わたしはびびる。


    「え、どうしたの情雨ちゃん!?」


    「な、何だかわからないけど高い空から落下して全身を地面にぶつけたような激痛が走ったわ！　あ、あんたは何ともないの!?」


    「べつに……」


    　情雨ちゃんの妙に具体的な痛みの内容から考えると。


    　わたしはパソコンの十字キーを押して、『魔王アガメムノン』をぴょこぴょこ動かした。


    　そして、間近に生えていた樹木に、おもむろに体当たりする。


    「はぎゃっ!?」


    　変な悲鳴をあげて、情雨ちゃんが後ろ向きに倒れる。


    「ふむ、どうやらこの『魔王アガメムノン』が感じた痛みとか、そういうのを、情雨ちゃんは共有しちゃうみたいだね」


    「そ、それはいいけど、試すならもっと優しくしなさいよ」


    　涙目で起きあがって、情雨じようちゃんがわたしの横っ腹をドスドスと肘ひじでついてくる。


    「むかつくわ。何であたしだけ？　ずるいわ、あなたも苦しめばいいのに！」


    「そうだね。情雨ちゃんの痛み、苦しみ、わたしにも肩代わりさせて……。八つ当たりしてくれていいんだよ、わたしぜんぶ受けとめてみせるから……。ハァハァ」


    「な、何で喜んでるのよ。キモッ」


    　蔑さげすむような視線を向けられると、お腹の奥がきゅんとする。


    　何だろ、この気持ち。


    「ま、まぁいいや、てきとうに進めちゃうよ？」


    　パソコンのキーを押して、『魔王アガメムノン』を移動させてみる。


    　操作感は『八岐大蛇やまたのおろちＳＮＳ』と変わらないし、わたしは手慣れている。


    「しばらく、任せるわ。あなたのやることを見て、覚えるから」


    「おっけ」


    　情雨ちゃんの言葉に頷うなずき、わたしはゲームに集中する。


    　凸でこ凹ぼこコンビで、何とかやっていこう。


    　周りの景色は一面の草原で、時刻はお昼みたい──太陽が高い。


    　目の前に、ギリシア的なパルテノン宮殿が鎮座している。


    　宮殿は柱などが剥むきだしなうえ、扉や窓がないのか、中身が丸見えである。


    　広間に机が並べられ、盛りつけられたフルーツや肉料理などをたくさんの人々が食べつつ、踊りながら歌いながら、騒いでいる。


    　宴席のようだった。


    　酒杯をぶつけあい、高らかに笑いあう、西洋風の顔立ちの人々。


    「何よ、大騒ぎね」


    「うん。でも人間はひとりもいないみたい」


    　情雨ちゃんの面食らったような言葉に、わたしは応える。


    「全員、ＮノンＰプレーヤーＣキヤラだよ。えっと、人間が操作してないキャラってこと。ＮＰＣは頭のうえにＨヒツトＰポイントとかの表記がないみたい」


    　などと会話していると。


    「ようこそ！　オリュンポス宮殿へ！」


    　画面内にウインドウが開き、そこに誰かの言葉が表示された。


    　見ると槍やりを×に交差させて無言で立っている門番を押しのけて、露出の多い衣装をまとったおば──お姉ねえさんが姿を見せていた。


    　髪の毛をこれでもか、と盛っていて、宇宙人みたいだ。


    　お姉さんが両手をおおきく広げ、嬉うれしそうに語る。


    「初めまして！　『ヒュドラＳＮＳ』の世界へようこそ！　わたくしは『ヒュドラＳＮＳ』の根底を成しているギリシア神話に頻ひん繁ぱんに登場する、ニンフと呼ばれる精霊ですわ！」


    　ニンフさんはお上品に笑って。


    　こんもりと膨ふくらんだ、自分のお腹なかを撫なでた。


    「ちなみにわたくし、ニンフだから妊婦なのです！　ＨＡＨＡＨＡ！　ギリシアジョーク！」


    「殺すわ」


    「ひっ、ニンフは精霊で不死身なので、殺せませんから！　あと妊婦さんに乱暴すると世間体が悪いですよ！」


    　真顔でつぶやく情雨じようちゃんに、ニンフさんが青ざめて必死に主張する。


    　どうも、こっちの発言は向こうに伝わってるみたい。


    「気を取り直して」


    　ニンフさんはにこやかに語る。


    「本来ならここで、あなたたちを宴席に招き──『名前は？』『どこからきたの？』『職業は？』などと質問をして、その過程でキャラメイクをしてもらうはずでしたの」


    　なるほど、ここはネットゲームではたいてい最初に行わされる、キャラメイク──自分の操るキャラクターをつくるための場所だったのだ。


    「でも、あなたは『英名』を与えられている──役割が規定されていて、どこの勢力に所属するかも強制的に決められてしまいますの。おまけに、キャラメイクの代わりに分身アバターとして『魔王アガメムノン』を創造してますし、ここでやることがないんですわ」


    　ふむ、わたしたちはかなりの不測の事態イレギユラーらしい。


    「ちなみに、お客さまはこんな感じで登録されていますわ」


    【名前／アガメムノン　勢力／アカイア　職業／なし　種族／モンスター】


    「モンスターなの!?」


    　わたしは驚いたけれど、たしかに見た目、謎なぞ生物の『魔王』はモンスターっぽい。


    「気をつけてくださいまし。『現代のトロイア戦争』期間中において、モンスターは見かけ次第、退治するべき存在として規定されてますの」


    　物もの憂うげに。


    「『現代のトロイア戦争』開催中は、すべてのプレイヤーが『トロイア勢力』か『アカイア勢力』に所属することになりますの。そして、敵対する勢力のものはすべてモンスターとして認識され──倒すことで多額の報酬、経験値などが得られることになってますの」


    　敵側の勢力の相手は、容赦なく殺してＯＫ。


    　そうでなくては、戦争は立ちゆかない。


    　敵がモンスターに見えるうえ、たくさん利益が得られるなら、みんな抵抗感なく戦えるのかもしれない。


    　殺さつ伐ばつとしてるなあ。


    　ふたつの勢力にわかれて互いに殺しあうなんて、『八岐大蛇やまたのおろちＳＮＳ』では考えられない。


    「お客さまは『アカイア勢力』ですので、アカイアの支配領域のどこかにランダムで移送されることになりますわ。冒険、楽しんでくださいまし♪」


    　莞かん爾じと微ほほ笑えんでから、ニンフさんはふと思いだしたように。


    「おっといけない、危あやうく見逃すところでしたが──わずかに、霊力が感知できましたわ。月つく読よみ鎖さ々さ美みさま、いらっしゃます？」


    「は、はい？」


    　わたし？


    「月読鎖々美さま宛あてに、他のお客さまから言こと伝づてが残されておりますの」


    　わずかに頬ほおを染めて、ニンフさんは俯うつむきながら。


    「えっと題名は【十四歳高校生です☆★誰でもいいからエッチしてください（^^）/寂しいあたしを誰か慰めて♪】です、開封しますか？【ＹＥＳ／ＮＯ】」


    　何そのスパムメール。


    　いかにも怪しかったが、そんな文面を残しそうな人物に心当たりがあったので──わたしは情雨じようちゃんと目配せをしてから、【ＹＥＳ】を選択したのだった。


    　画面が切り替わる。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    「ういっす」


    　画面のなかにウインドウが生まれて、その内部で映像が流れはじめる。


    　場所はオリュンポス宮殿──その玄関先である。


    　呑のん気きに挨あい拶さつしているのは邪や神がみ三姉妹の長女・つるぎだ。


    「つるぎ！」


    　思わずわたしは叫んでしまい、情雨ちゃんが「びくっ」と反応した。


    「あー、あー、見えてますかー？　聞こえてますかー？」


    　エフンエフンと咳せき払ばらいをして、つるぎは腰に手を当てる。


    「ちなみにこれは過去に撮影された映像だから、話しかけても意味ないからな。一方通行だから、そこんとこヨロシコ」


    　いつものように、てきとうな態度で。


    　そんな彼女に──何だかわたしは、ほっとする。


    「ニンフさんはあちこちにいるらしいから、このメッセージを託しとけば、いつかその目に届くかもしれない。こっちの状況を説明しとくと──おまえが行方不明になって、困ってる」


    　肩を竦すくめて、どこか心配そうに。


    「おまえが消えたのは、『現代のトロイア戦争』が始まる一週間前──おまえの行方がわからなくなったのが、このゲームと関係しているのかどうかすら不明だ」


    　そうだ。


    　つるぎと会話をしていて、そのあと不意に真っ暗になって……。


    　──ササミサン　あなた　は　しにました。


    　あのとき、いったい何が起きたのだろう？


    「あたしらも当然、おまえのことを捜したけど、発見することができなかった。『根の国』にも行ってねーらしいし、死んではいないと思うんだけど……」


    　しょんぼりして。


    「悪い、いちばん近くにいたのに」


    　謝らないで、つるぎ。


    　あなたはいつも最善を尽くしてくれてるから。


    「おまえを捜し回ってるうちに『現代のトロイア戦争』が始まっちまってな。日本全土が『改変』され、全国民は強制的にプレイヤーにされて、あたしたち『神々』は選択を迫られた。受肉し、人間と同じようにプレイヤーとなって行動するか──霊力にまで還元されて、この世界観を構築するための材料にされるか」


    　ゲームに参加するか、ゲームの構成要素のいちぶとなるか、ふたつにひとつ。


    「霊力にまで還元されちまうと、ほとんど自我を保って行動できなくなる。だから、あたしらはキャラをつくってゲームに参加するつもりだよ。どっかで合流しよう」


    　ぴらぴら手をふって、微ほほ笑えむ。


    「ま、伝えたいことはそんぐらい。がんばれよ。あたしらも──努力すっからさ」


    　うん、とわたしは画面に頷うなずく。


    　いつだって、つるぎはわたしにちからをくれる。


    　優しい笑みをたたえて見守っていたニンフさんに「ハァハァ、妊婦さんエロいよ妊婦さん」と抱きつきにいったつるぎは台無しなので見ないことにしたが、当面の目的はできた。


    　つるぎたちと合流するんだ。


    「では、キャラメイクを始めましょう」


    「あぁん、妊婦さんきれいだよ！　あとエロいよ！」


    「はぁ、それはどうも……」


    　映像を切り忘れたのか、何なのか、話は終わったのにまだ垂れ流しである。


    　ニンフさんに抱きつき至福の表情をしていたつるぎが、「おぉっ☆」と両目を輝かせる。


    「まずは、この宮殿にいる『神々』のなかで──『いちばん美しい女神』を選んでいただきます。その結果如何いかんによって今後の展開や、所属する勢力がちがってきますのよ」


    　つるぎは宮殿のなかへ案内されて。


    　ファッションショーみたいなのが催もよおされていた。


    　三人の美少女が思い思いの衣装をまとい、輝かんばかりの笑顔で主張している。


    　たぶん、どれもＮノンＰプレーヤーＣキヤラ──本物じゃないんだろうけど。


    「あたしは『ひとつの愛』ヘラ」


    　いかにもお姫様然とした、ちみっこい女神である。


    　つるぺたな胸元に広いおでこ。


    　生意気そうな吊り目に金糸のような長い髪。


    　頭に王冠をのせ、どこか刺とげ々とげしい薔ば薇ら色いろの衣装をまとっている。


    　腰に手を当て、いかにも「踏むぞ！」と言わんばかりに足を突きだしている。


    「愛と家庭の守護神にして、『すべての愛』ゼウスの姉にして妻！」


    　姉なのに妻なの？


    　へ、へえ、ギリシアってきょうだいでも結婚できるんだ……。


    　胸元に手を添えて「当然あたしを選ぶでしょ!?」という傲ごう慢まんな態度で。


    「もしあたしを『いちばん美しい女神』に選ぶなら、あんたをこの世界の支配者にしてあげる！　あっとーてきな権力をあげるんだから！　男なら当然あたしを選ぶわよね！　ううん、あたしを選ばないなんて腰抜けよ軟弱者よ！　おーっほほほほ！」


    　いちぶのひとにはご褒ほう美びになる凶悪な眼光を煌きらめかせ、堂々とそう言い放った。


    「我われは『処女王』アテナ！」


    　負けじとばかりに一歩踏みだしたのは、凛り々りしい女騎士のような美少女だった。


    　ギリシア式の羽は根ね兜かぶとと、防御力を無視したビキニ鎧よろいをまとった背の高い人物だ。


    　筋骨隆々、というほどではないけど引きしまった健康的な身体からだと、日焼けした肌。


    　女性的な部分はけっこう主張していて、三つ編みにした髪の毛もほどけばきっときれい。


    　野性的な双そう眸ぼうとはきはきした物言いは、偉そうなヘラに比べて親しみやすい。


    　黙って俺についてこい、みたいな力強さ、頼もしさもある。


    「美しさとは！　内面からにじみでる気高さなのだ！　表面ばかりを飾った他のふたりではなく、質実剛健たる我をこそ好ましいと思うなら選ぶがいい！」


    　でもやっぱり偉そうなのは変わらないなあ……まぁ、神様だし。


    「我は知恵と武ぶ勲くんの神！　我を『いちばん美しい女神』に選ぶなら、誰にも負けぬ知恵と活力を授けよう！　誰よりも強くなりたいと望むなら我を選ぶがいいーっ！」


    　どんっと胸板を叩たたき、アテナは豪快に笑った。


    　そんな偉そうな二人組の後ろで、こそっと立っている三人目が恐る恐る。


    「あのう、友達が勝手に応募しちゃって……」


    　何かすごいことを言っている。


    「あの、その、『恋姫』アフロディテです。いちおう、美と恋の女神です。ヴィーナスと名乗ったほうが、なじみ深いでしょうか、どうでしょうか──」


    　なんでそんな自信なさそうなんだ。


    　そんな態度とは裏腹に、体格はアテナに負けているがかなり背が高く、そして何より三人のなかでは飛び抜けてふくよかで女性的な身体からだをしていた。


    　人間にはありえない、胸元のふくらみ。肉感的なお尻。


    　まとっている衣装もほとんど全裸というか、羞しゆう恥ち心しんが感じられないふりふりひらひら。


    「あの、わたくしは他のお二方に比べるとちからの弱い神なので──すごいご褒ほう美びはあげられませんが、わたくしを『いちばん美しい女神』に選んでくれるなら、あなたが望むままの異性ひとりを差しあげます」


    「アフロディテ、君に決めた！」


    　つるぎは数秒たりとも迷わなかった。


    　びしぃっ、とアフロディテを指さしたばかりか、辛抱たまらんとばかりにそのＣＧ処理して冗談でふくらませたような乳房に頭を埋うずめ、ハァハァと息を荒らげた。


    　画面が揺れて。


    「ちょっ、姉ねえさん！　もうちょっと考えて選んでください！」


    　そんな声がした。これは──三姉妹の次女かがみの声だ。


    　どうも、かがみがこの映像を撮影しているみたい。


    　つるぎは面倒くさそうにこちらを見て、微ほほ笑えんだアフロディテに頭を撫なでられながら（ちいさな子供だと思われているらしい）。


    「だって国とか世界とか支配するのは面倒なだけだって知ってるし、戦うのなんてもっと面倒だから、戦場を生きぬく知恵とか活力をもらってもしょうがねーし──当然、自分の思いどおりにできる美少女、という全国の男の子が誰でも望む夢を叶かなえるだろうが常識的に考えて！」


    「欲望に正直すぎる!?　ていうか『異性』なんだから美少女は与えられないと思うのです！」


    「いえお望みならば美少女でも構いませんよ、用意しておきましょう」


    　ほっこりと微笑んで、アフロディテが「うわぁ、すごい。顔がおっぱいに埋まる～。あたしこのまま窒ちつ息そく死ししてもいい……」と遊んでいるつるぎに、「あらあら、うふふ」と優しい態度を崩さないまま。


    「わたくし──女神アフロディテを選んだあなたは、『トロイア勢力』に参加していただきます。ちなみにアテナ様を選んだ場合は『アカイア勢力』に、ヘラ様を選んだ場合はその時点で人数の少ない勢力に、という配分です」


    　まぁ、どっちかの勢力に人数が偏かたよりすぎても仕方ないしなぁ──調整してるのだろう。


    「『強制イベント／トロイア戦争開幕』まで『アカイア勢力』は自分たちの領土から動けませんが、『トロイア勢力』の場合はこの世界を自由に行動できます。けれど逆に、トロイア戦争開戦後はトロイアから動けなくなりますので、ご注意を。よその土地でやるべきことがおありでしたら、その前にどうぞ実行くださいませ」


    「ふん、序盤にあちこち動き回れるのはいいな、鎖さ々さ美みとか、たまとか捜さなきゃだし」


    　そういえば、たまがいないな。たいてい三姉妹そろって行動してるのに。


    「心配なのです」


    　かがみが沈んだ声をあげる。


    「あの子、ひとりじゃ何もできないのですから」


    「そう言ってやるなって、あいつも成長してるよ──たぶん、あいつの『次世代神』としての能力がこの全日本の改変っていう異常事態と齟そ齬ごを起こして、どうにかなったんだと思うけど。まぁ、これもひとつの試練だ。いつまでも、あたしらにおんぶに抱っこじゃ仕方ねーだろ」


    　つるぎって、基本的に厳しいよなあ……。


    　ていうか、困ったな──『魔王アガメムノンわたしたち』は『アカイア勢力』だから、アフロディテの言葉が正しければ、期日まで行動が制限されるらしい。


    　抜け道はあるだろうと思うけど、つるぎたちと合流するのはたいへんそうだ。
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    　映像はまだつづく。


    「では、つづいて職業および種族を決定していただきますわ」


    　ニンフさんが羊よう皮ひ紙しに羽根ペンで何やら記入している。


    「まず、職業をお聞きしますわ」


    　言葉と同時につるぎのそばに縦に細長いウインドウが現れた。


    　そこには『片手剣士』『両手剣士』『魔術師』『錬金術師』などと職業が羅列されている。


    　スクロールバーと、『あいまい検索』とか表示された検索ツールも。


    「おぉ、ほんとにゲームのなかに入った感じだな。どうする、かがみ？　ちょいと真ま面じ目めに選んでさ、前回みたいにアホな職業にならないようにしよーぜ？」


    　前回つるぎ『番長』だったからなあ。


    「職業、ですか……」


    　画面がわずかに揺れて、かがみが考えこんでから。


    　ぽつりと。


    「その、お、およめさん……」


    「あぁん？」


    「えっと、そうです──『魔獣使い』みたいなのはないんでしょうか、わたし動物好きなので、ぴったりだと思うのです。可愛かわいい魔物をたくさん使し役えきしてキャッキャ☆ウフフ……」


    　慌あわてて言い添えるかがみに、つるぎは釈然としない感じだったが。


    「前回それで『獣医』を選んで役立たずだったのを忘れたのかよ。まぁ探してみるけど──あれ？　動物で思いだしたけど肉はどうしたんだ？　見かけねーけど？」


    「あの子は『神々』としてはかなり弱い部類ですからね、わたしたちとちがって、おそらく世界観にとろけてしまっているのでしょう。受肉して、キャラクターとして参加するほどのちからはありませんから」


    　ときどき聞くけど、肉っていうのはいったい何なんだろ。


    「お、あるぞまさにドンピシャで、『魔獣使い』」


    　検索していたつるぎが、心配そうにしているかがみに呼びかけた。


    「はい、『魔獣使い』ですね？」


    　ニンフさんが羊よう皮ひ紙しをめくって、その内容を読みあげる。


    「『魔獣使い』はこの世界のいたるところにいるモンスターと交流できる、珍しい職業です。弱らせたモンスターを捕獲して育て、戦わせることができます。その他、鞭むちによる通常攻撃や、モンスター語を喋しやべって特別な情報を得たりもできますのよ」


    　けっこう便利そうだなあ、ふつうに戦う『剣士』とかに比べて癖くせが強そうだけど。


    「『魔獣使い』には、その職業に就つくと同時に一匹のモンスターが支給されます。霊力によってその強さや性質はランダムに決定しますのよ♪」


    「へぇ、かがみは『神々』だから、けっこう強いモンスターが期待できるんじゃね？」


    「ふにゃあ。だといいのですが……」


    【カガミを魔獣使いとして登録しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ】という選択肢が表示され、カメラ（？）の手前から手が伸びて、【ＹＥＳ】を指先で押した。


    「カガミさんを『魔獣使い』として登録いたしました。初期装備の支給もいたしますわ♪」


    　ニンフさんがちちんぷいぷい、みたいな仕草をすると、同時に。


    　かがみの全身に輝きが溢あふれているっぽい、きらきらとした光の乱舞が。


    「ご確認くださいませ」


    　ニンフさんが姿見を持ってきて、かがみの全身を映してくれる。


    「おぉ、何やらファンタジーっぽい衣装になったのです」


    　というか、どこかの民族の衣装みたいだった。


    　毛皮でつくられたスカートと胸を隠す巻き布。


    　じゃらじゃらと勾まが玉たまや動物の牙きばが並んだ飾りをつけていて、頭には羽根飾り。


    　手には先がいくつもに枝分かれした、乗馬用の鞭みたいなのが握られている。


    「ふむ。わたしには活動的すぎるのですが、悪くはないのです」


    　いつもどおりの無表情ながら、ほんのり嬉うれしそうなかがみ。


    　ふだん制服しか着てないけれど、お洒落しやれに興味がないわけではないのだろう。


    「おぉ、かっこいいな！」


    　つるぎが両目を輝かせ、夢見る表情で。


    「しかも鞭むちとかもってるし！　ぶって！　お姉ねえちゃんをその鞭でぶって調教して！」


    「…………」


    「あひん！　実の妹に蔑さげすんだ目で見られるのって気持ちいい！」


    　全身をびくんびくんと震わせている変態を無視し、ニンフさんが話を先に進める。


    「それでは、最初のモンスターを支給いたしますね？」


    　にこやかに。


    「全身に霊力を集中し『とこしえから出でし、混沌ケイオスの落とし児ごよ、我の命に従いてその姿を顕あらわすがいい！』と唱となえてください」


    「マジですか」


    「ええ」


    「魔獣使い、やめていいですか」


    「だめです。もう登録しちゃいましたから。ひっ、そんな怖い顔してもだめですから！　うっ、陣痛が……！　日本のひと怖いです！　妊婦さんに厳しい！　鬼畜！」


    　蹲うずくまってわざとらしくお腹なかをさするニンフさんに、かがみは諦あきらめて溜ため息いきをついた。


    「んもう、仕方ないですね──姉さんはあっち向いてなさい」


    　視点が壁のほうを向き、俯うつむいたのか足あし下もとが画面に映る。


    　かがみが「んっ……」と呼気を吐いて集中しつつ、小声で「ぼそぼそ……から……落とし……その姿……」と恥ずかしい呪文を唱えていた。


    　瞬間だった。


    「グギャアアアア嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼ああああ!!」


    　世界を劈つんざくような怒声とともに、巨大な存在が出現する。


    　床がひび割れ、天井が崩落し、かがみが衝撃でぺたんと尻しりもち。


    「ふ、ふにゃ」


    　驚いているかがみの目の前に、その凶悪な化け物は鎮ちん座ざしていた。


    　それは巨大な恐怖そのものだった。


    　竜である──絶大無比な、魔獣の王。


    　黒光りする鱗うろこと真っ赤に染まった複眼。


    　吐きだす吐息は炎を孕はらんでおり、背中からは蝙こう蝠もりに酷似した翼が生はえている。


    　顔立ちは醜く、どこかそう──あれだ、無理やり竜に似せた巨大ゴキブリって感じだ。


    「あら、これは素晴らしいですの」


    　ニンフさんがぱちぱちと拍手した。


    「ランク９のモンスター、『ティタノティテス』が召しよう喚かんされました♪」


    　ランク９て。


    　わたしは知っている。


    『八岐大蛇やまたのおろちＳＮＳ』において、モンスターは10のランクにわけられている。


    　この『ティタノティテス』とかいう巨大ゴキブ……竜は、上から二番目の強さというわけだ。


    「では、【『ティタノティテス』をあなたの所持モンスターとして登録いたしますか？　ＹＥＳ／ＮＯ】」


    　かがみが和なごやかに頷うなずいたのか、カメラが上下にゆるやかに動いて──。


    【ＮＯ】


    　ぽちっと、無慈悲にそちらを選んだ。


    　同時に自信満々だった『ティタノティテス』が「WHYなぜ!?」と言いたげに全身を震わせて、再び暗くら闇やみのなかに吸いこまれていく。


    「えーっ!?」


    　絶叫したのはつるぎである。


    「なんでだよなんで【ＮＯ】を選ぶんだよ強そうだっただろ!?」


    「だって……可愛かわいくなかったから……」


    　かがみが落胆しきった声をあげる。


    「可愛くない生き物と暮らすぐらいなら死んだほうがましなのです」


    「何言ってんだおまえ!?　ていうかモンスターはおまえの心とかを元にして選ばれてるんだろ、可愛くないのが召しよう喚かんされたのはおまえがそういう心の持ち主だからだろうが！　やーい、やーい、心が巨大ゴキブリ！　今日から邪や神がみゴキミに改名を痛い！　鞭むちでぶつな！　お姉ねえちゃんをぶつな！　新しい性癖に目覚めちゃうううん♪♪」


    「さ、再チャレンジいたしますか？」


    　つるぎを八つ当たりで痛めつけているかがみに、ニンフさんが困り顔で。


    「あの、再チャレンジするごとにモンスターのランクは低下してしまうのですけど」


    「よろしいのですよ。えっと、トコシエカライデシケイオスノオトシゴヨワレノ……」


    　抑揚なく例の呪文を唱となえると、同時に再び召しよう喚かんが行われる。


    　壁がぶち破られる。


    　天井が崩れ、さっきから酷ひどいことになっているが、ゲームなのでたぶん大丈夫。


    　かがみが「可愛いのでろ可愛いのでろ可愛いのでろ……」と呻うめいている。


    　砂煙が収まったあと、そこに鎮ちん座ざしていたのは──。


    　ぼよんぼよんぼよん。


    　巨大な、おまんじゅうだった。


    　おおきさは先ほどの『ティタノティテス』と同じぐらいか。


    　桃色で、ぷよぷよしていて、かがみが恐る恐る触れるとふにゃんと弾力がある。


    　やわこくて、かがみが身体からだを預けると、全身をふんわり押しかえした。


    「ふにゃあ……♪」


    　お気に召したらしい。


    　つるぎは呆あきれたように、すうすう寝息を立てはじめたかがみを眺めて。


    「何だこの、おまん、おまん……おまんじゅうみたいな、巨大なおっぱいみたいな生き物は。見るからに弱そうだけど」


    「………？」


    　ニンフさんがなぜか不思議そうに眉まゆをひそめていたが、はっと我われを取り戻して。


    「えっと、その子はランク１のモンスター『ピグマリオンの失敗作』です」


    　ランク１って。最弱じゃん。


    　かがみは気に入ったらしく【初期モンスターとして登録しますか？】の設問に【ＹＥＳ】。


    「では、これにて手続きは完了です。おめでとうございますカガミさん、今日からあなたは『魔獣使い』です！　モンスターの召しよう喚かんと収納は初期スキルとして登録されていますから、今後は強く念じるだけでそれらの行動を実行できますわ♪」


    「さっきみたいな呪文とかは要らないんですね？」


    「ええ。さっきの呪文も景気づけというかとくに意味はありませんので……、ほら恥ずかしい台詞せりふとか叫んだほうがテンションあがってくるでしょ？」


    「…………」


    「ひっ、何ですかその目は！　いじめるんですか！　鞭むちなんて持って！　妊婦さんに暴力をふるうんですね！　このサノバビッチ！」


    「よせ、かがみ！　妊婦さんをいじめていいのはエロゲのなかだけだ！」


    　つるぎがかっこいいポーズで妹を制し、ニンフさんを優しく助け起こした。


    「んじゃ、次はあたしな？　あたしは最前線でガツンガツン戦うようなのがいいんだけど」


    「職業は無数にありますし、選びづらいでしょう。わたくしがお客さまのご要望に従って、適性や霊力から判定し、おすすめ職業を提案することもできますわ♪」


    「ん、じゃあそれでいいや」


    「お任せくださいな♪」


    　どーんと請けおって、ニンフさんが「むむむ」と念じる。


    「各勢力の職業分布……そこから予測される今後の展開……お仲間のカガミさんとの相性……星座に血液型……お風呂のときどこから洗うか……」


    　謎なぞの解析をつづけてから、「うん、でました」とニンフさんはやり遂げた顔で言った。


    「えっと、ツルギさんに最適な職業は『美少女戦士』とでましたわ♪」


    「姉ねえさん、その年としになって……」


    「ち、ちがうぞ！　ニンフさんが選んだんであってあたしの趣味じゃねーぞ！」


    　つるぎは喚わめいてから、何だか可愛かわいらしくもじもじして。


    「で、でも、選ばれちまったからには仕方ねーな、『美少女戦士』でいい……よ？」


    「ちょっ、少女って年齢じゃないでしょ姉ねえさん!?」


    「ちがうの、あたしらの世代にとって『美少女戦士』は憧あこがれの職業なの！　あたしも月に代わってお仕置きしたいの！」


    「月っていうか太陽でしょあんた!?」


    「あたし美少女戦士セーラーサンシャインとして爆誕する！　みんなのエナジーはあたしが守るの！　とめるな！」


    「その名前だと美少女戦士というよりプリキュ──」


    　そこまで言ってから、はっと思いだしたように。


    「た、たまが楽しみに見てるから、名前とか覚えてるだけで……」


    「言い訳せんでもいいだろ。おまえもこっち側にこいよ」


    「説明させていただきますわ♪」


    　仲良くじゃれている姉妹を微ほほ笑えましげに眺めて、ニンフさんが語った。


    「『美少女戦士』は運命に選ばれた正義の戦士という設定で、運命に貢献する──つまり、神々が定めた『現代のトロイア戦争』の予定に沿った行動をするごとに、恩恵を得られますの。運命に逆らう場合は実力の半分もだせませんが、神の後ろ盾だてがあるうちは、最強クラスの能力を発揮することができますのよ」


    「ふぅん、縛りは多そうだけど強そうじゃん。いいよ、これに決めるよ」


    「では、基本装備を支給いたしますわ」


    　またも、ちちんぷいぷい、と言わんばかりの仕草でニンフさんが輝きを解き放つ。


    　つるぎの全身に光が溢あふれ、瞬転、その姿を変化させる。


    「おお……」


    　セーラー服に、お団だん子ご頭から垂らされたうさぎの耳みたいな長い髪。


    　頭にはティアラをつけ、飾りのついた手袋を嵌はめている。


    「あの、どこから見ても完全に『美少女戦士』なんだけど。ティアラで攻撃できそうなんだけど。著作権はだいじょうぶなの？　急に不安になってきたんだけど、怒られないよな？　あとこの格好で歩くの恥ずかしいんだけど」


    「皆さんいろんな衣装を着ていますから、目立たないと思いますわ♪」


    　よくお似合いですよ、と微笑んで、ニンフさんが先に進める。


    「では、次に皆さんの種族を決めていただきますわ♪　『八岐大蛇やまたのおろちＳＮＳ』では最初に選べる種族は限定されていましたが、『ヒュドラＳＮＳ』ではいちぶ制限が解放されていて、数百種類の種族から──」


    「何かもう、こういう手続き面倒くさいんだけど」


    「このぐらい我慢するのですよ、姉ねえさん」


    　貧乏揺すりを始めた（そんな可愛かわいい衣装でやめてほしい）姉を、かがみがあやす。


    「あとちょっとで終わると思いますから」


    「あたしの信条は『果報は寝て待て』なんだよ」


    「その信条、どちらかというとわたしでは。わたしの個性をとらないほしいのです」


    「でもおまえの最近の個性は『いつも眠たいキャラ』でも『ロボットっぽいキャラ』でもなく『女の子とガチ恋愛する親友キャラ』だと思うんだけど……」


    「な、な、何を言ってるかわからないのです」


    「種族はいろいろと用意されておりますが、お客さまたちは霊力も強大ですので、かなり変わったものも選べますのよ。肉体的におおきく変化する、たとえば魔獣とか、巨人族とか、狼男、幽霊や妖精なんてのも──」


    「じゃあ、男がいい！　男性化ネタはいちどやってみたかった！　かがみと宿屋に泊まって『昨夜はお楽しみでしたね』って言われたい！　ハァハァ、かがみのすらっとした素足を枕にして、くるぶしから爪先まで一晩かけて丹念におしゃぶりするの……♪」


    「姉さんはもう喋しやべらないでほしいのです。あるいは警察を呼んでほしいのです」


    「さすがに性別は変えられませんが……。えろいことがお望みでしたら、『種族／触手』がおすすめですわ♪」


    「あんたも何すすめてんですかーっ!?」


    「おお！　触手になれんの!?　マニアックなエロゲみたい！　ちょっと試していい!?」


    「どうぞどうぞ」


    「ちょっ待っ──ひやぁああああ!?　やだっ、やだ、やですーっ!?」


    　画面に大量の触手と化したつるぎが迫り、カメラが激しくぶれて──暗転。


    【有料放送／十八歳未満のかたはご覧になれません】


    　そんな文字のみが表示されて、何も映らなくなってしまった。


    　わたしと情雨じようちゃんはしばし呆ぼう然ぜんとし、互いに見あって──。


    「な、何だか、どっと疲れたわ」


    「うん。その、なんかゴメン……」


    　ともあれ。


    　つるぎたちが、わたしを捜していることが判明したのだ──情雨ちゃんが協力してくれるかはわからないけど、邪や神がみ三姉妹と合流することを当面の目的にしよっかな。


    　映像が途切れ、画面が変化する。


    　支給される初期アイテムを受けとり、わたしたちはついに『ヒュドラＳＮＳ』──『現代のトロイア戦争』での本格的な冒険を始めたのだった。
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    「画面が切り替わったわね」


    　もうだいぶおねむなのか、欠伸あくびを噛かみ殺しながら、情雨じようちゃんがぼやいた。


    　わたしがこの空間にきたときはもう就寝直前、といった感じだし、ゲームに慣れてない情雨ちゃんはだいぶ疲れちゃったみたい。


    　わたしは夜更かしっ子だから、まだぜんぜん目がさえてるんだけど……。


    　ともあれ、画面の真ん中には『魔王』がぽてんと鎮ちん座ざしている。


    　周りは、見覚えのない景色だ。


    　岩がごろごろ転がっている、葦あしだらけの湿原である。


    　島だろうか、やや遠くに薄暗い海岸線が見える。


    「んっと、メニュー画面もかなり制限されてるね」


    　本来『ヒュドラＳＮＳ』には名前のとおり、ＳＮＳとしての機能もある。


    　日記を書いたり、コミュニティをつくったり、メッセージのやりとりをしたり──。


    　でも見たところ、それらの機能は使用できないようになっている。


    　検索機能も使えず、つるぎやかがみを見つけてメッセージを送ることもできなかった。


    「何か誰かに妨害されてる感じだよね……あ、地図は表示できるみたい」


    　画面の右下に、ちいさな地図が出現する。


    　自分の現在地と、周りにある建物なんかがアイコンで表示されている。


    「見たところ、『魔王』って名前のわりにかなり弱い能力値だし、モンスターだから他のプレイヤーに狙ねらわれるかも。とりあえず、安全そうなこの町に避難する？」


    　地図に表示された町を指さした。


    　名前は『イタカ島』となっている。


    「『イタカ島』……ふむ、オデュッセウスの本拠地ね」


    　情雨ちゃんがぱちくりと瞬まばたきして、眠気を押し殺して語ってくれる。


    「ふあ……。ギリシア神話における最古の文学作品『オデュッセイア』の主人公よ。トロイア戦争後期の中心的人物で、トロイアを滅ぼした木馬の考案をしたひとよ」


    「情雨ちゃん、そういうのどこで勉強するの？」


    「本よ。あと、仲間に聞いたり──お勉強、好きなの……ふああ」


    「眠いなら、寝ころんでていいよ。ゲームはわたしがやっとくから」


    「うん、うん……」


    　だいぶ曖あい昧まいになっている情雨ちゃんは、こくこく頷うなずいている。


    　でも目元をぐしぐし拭ぬぐって、頬ほおをぱんっと叩たたいて。


    「あなたより先に眠るわけにはいかないんだから」


    　謎なぞの意地を張った。


    「んっと」


    　わたしはキーを押しながら、とりあえず『魔王』を『イタカ島』に向かって進める。


    「いちおう操作はできるんだけど、何かコントローラ的なものが欲しいなぁ。外にでられないうえ、ネットにも繋つなげないんだから注文もできないけど。情雨じようちゃん、パソコン用のコントローラとか持ってない……よね？」


    「何よ。ないならつくればいいじゃない」


    　眠そうにしながら、情雨ちゃんがパソコンに触れると。


    　何もない空間から、コントローラがふたつ、出現した。


    　きちんとＵＳＢケーブルでパソコン本体と繋つながっていて、すぐにも使用できる状態である。


    　か、『改変』した……？


    　やっぱり、情雨ちゃんって──。


    「この部屋の扉や壁には、なぜか干渉できないけど。この程度なら可能なのよ」


    「コントローラ、ふたつあるんだけど」


    「あたしのと、あんたのよ。当然、あたしのほうを優先するように設定したから。だから勝手な真ま似ねはできないわよ、弁わきまえておきなさい」


    「えー、わたしのほうがゲーム巧うまいと思うのに」


    「『魔王』へのダメージはあたしにくるのよ！　あんたが迂う闊かつに行動したせいで苦痛を味わうなんて迷惑だわ！　いい、余計な真似はしちゃだめだからね！」


    　わずかに眠気を振り払ったのか、情雨ちゃんが爪を噛かんでぶつぶつと。


    「そうよ、この『魔王』とあたしは一心同体なんだから──鍛えないと、誰にも傷つけられないぐらいに。危険なモンスターとかに襲おそわれる前に、よ」


    「あ、ごめん。もう遅いっぽい」


    　わたしの言葉と同時に、画面に【モンスターが出現しました！】と表示が。


    　画面のなかで『魔王』が身構え、周囲を警戒する。


    「なに、何が起きたの!?」


    「モンスターがでてきたみたい、えっと──こっち？」


    　視点を動かして、わたしは唖あ然ぜんとする。


    『魔王』の正面、山の麓ふもとに立っているのは。


    「あれは、ユニコーン……？」


    　情雨ちゃんがつぶやいた。


    　言葉のとおり、それは美しい刀剣のような角をもつ、白馬だった。


    「あの、何か、デカくない？」


    　ずんずん近づいてくるユニコーンの姿が、画面のなかで膨ふくらんでいく。


    　全長、五メートル以上はあるだろう。


    　二階建ての一軒家が突進してくるような状況だ。


    「に、逃げましょう。逃げるのよ、ぺっちゃんこになるのは嫌いやよ」


    　情雨じようちゃんが慌あわててボタンを押して、無意味にメニュー画面が開かれたり、支給された回復薬アンブローシアを使ったりする。


    　えぇい、初心者め。


    「任せて、ちょっと情雨ちゃんはコントローラに触らないで！」


    「う、うん」


    　強く言うと、情雨ちゃんはこくこく頷うなずいた。


    　その間にも地響きが重低音とともに伝わり、『魔王』は吹っ飛ぶように転がっている。


    　何とか素早いボタン操作で立て直し、走りだす。


    　が、いかんせん体格差がありすぎる。


    　あっちは一歩で大幅に距離を詰めてくるのに、こっちは短足でのろいぬいぐるみ。


    　逃げきれない──。


    「だ、だいじょうぶよ、ユニコーンだもの」


    　情雨ちゃんが青ざめた表情でつぶやいた。


    「ユニコーンは荒々しい怪物だけど、心の清らかな処女には危害をくわえず、その膝ひざのうえで眠るのよ。あ、あたし、だから……だいじょうぶっ」


    「そんな偏かたよった趣味のいちぶのオタクみたいな──うひゃあ!?」


    　ユニコーンが前まえ屈かがみになって、その角つので『魔王』を狙ねらってきた。


    　慌てて緊急回避。


    　先ほどまで『魔王』が立っていた位置をユニコーンの角が通過し、ものすごい亀裂が走る。


    　本気で殺しにきてるよねこれ。


    　情雨ちゃんがパニックになって、わたしの肩を揺さぶった。


    「な、何で攻撃してくるのよ!?　あたしの貞操はパパのもの、でもパパは死んじゃったから永遠に──つ、つまり！　あんたのせいね！　このヤリマン！　ビッチ！」


    「ひ、ひどい！　そんなひどいこと言われたの初めてだよ！　もっと言って……！」


    「何よそれ、気持ち悪いわ！」


    「もっと蔑さげすんで！　きゅんきゅんしちゃうの……！」


    「うわぁん、踏み潰つぶされて死ぬーっ！　変態といっしょに死ぬうーっ！　パパーっ！」


    　などと、遊んでいる場合じゃないのだ。


    「あれ……？」


    『魔王』を捕まえられずに苛いら立だったのか、ユニコーンが声高らかに嘶いなないた。


    　その背中から鷲わしの羽が生え、腹部から獅し子しの顔面が出現し、尻尾しつぽは蛇へびになり、顔面は縦に割れてなかから無数の触手が──。


    「何これ!?　バグった!?」


    　慌あわてて、わたしは『魔王』を何度もダッシュさせる。


    「どういうこと!?　ユニコーンじゃないの!?」


    「お、おかしいと思ったのよ。ユニコーンはケルト神話に登場する伝説の生き物だもの、ギリシア神話を下敷きにしてるはずの『現代のトロイア戦争』にでてくるわけがないわ──ペガサスならわかるけど！　こいつ、たぶんキマイラよ！　あらゆる動物の特徴を併あわせもつ……」


    「何か触手とか生えてるよ!?　いけない、『魔王』と情雨じようちゃんは感覚を共有してる──このままじゃ情雨ちゃんが触手に辱はずかしめられて……、ちょっと見てみたいかも」


    「うわぁあん、逃げて、逃げてーっ！」


    　情雨ちゃんが優先権のある１Ｐコントローラの十字ボタンを連打。


    　かろうじて踏みつぶされる前に、『魔王』が『イタカ島』の町に滑りこんだ。


    　トロイア戦争を題材にしているせいか、古代ギリシア風の都市国家である。


    　つまり、城壁がぐるりと市街を取り囲んでいて、キマイラの巨体は通れない。


    　間一髪、『魔王』は開いていた窓のひとつから滑りこめた。


    「ふうっ、危なかったね」


    「あんた自分には痛みとかが与えられないからって余裕な表情してるけど、こっちは真ま面じ目めに命の危機だったんだからね。うう、疲労感までこっちにくる……」


    　ぐったりして、息を荒らげてる情雨ちゃんだった。お疲れさま。


    　ともあれ。


    「ここが『イタカ島』の町──」


    　平凡な、それこそＲＰＧでよく見るタイプの西洋風の町である。


    　煉れん瓦が造りの家々。石畳の敷かれた道路。


    　ＮノンＰプレーヤーＣキヤラの村人は質素な服装だが、たまに見かけるキャラ＝ゲームに取りこまれた人々は、奇抜な服装なものも多い。


    　いちばん奥に領主の館だろう、おおきめの建物がある。


    　たくさんの畑。


    　城壁に囲まれている空は狭いけど、遠くに見える山脈は壮大で、圧倒される。


    　ゲーム化された現実。


    　見て回るだけで、けっこう楽しそうだな、なんて思った──ふだん部屋からあまりでない引きこもりとしては、すべてが新鮮だ。


    　などと、のんびりしている場合ではなかった。


    　ずがん、と音がした。


    　嫌いやな予感がして、わたしは『魔王』に後ろを向かせる。


    　背後にある城壁に──。


    　見覚えのある、刀剣のような角つのが深々と突き刺さっていた。


    「ひいっ!?」


    　遅れて強固な城壁が粉砕され、おぞましいぐちゃぐちゃの姿になった怪物が進みでてくる。


    　周りにいたキャラ人々たちが悲鳴をあげ、次々に武器を抜く。


    「ま、ま、町のなかにまで入ってきた!?　ＲＰＧとかだとふつう町のなかは安全圏なのに!?」


    「どうすればいいの、鎖さ々さ美みさん！　何とかしなさいよ──この愚ぐ図ず！」


    　思わず情雨じようちゃんと手を繋つなぎ、ぎゅっと握りあって背筋を強ばらせた、瞬間だった。


    　信じがたいことに。


    　高い城壁の上から、誰かが飛びおりた。


    　自殺？　と思ったがそうではない──能動的に勢いをつけて跳躍したその小柄な人物は、佩はい刀とうした和風の刀剣を、もっといえば日本刀を瞬時に抜いて吼ほえた。


    　刀身に真っ赤な輝きが宿り、切れ味と破壊力を増していく。


    「でゃあ！」


    　やけに可愛かわいらしい、ちいさな子供みたいな声とともに、その人物はキマイラに斬きりつける。


    　悲鳴をあげ、キマイラはのたうちまわる。


    「わたしの国から──」


    　鮮やかに着地し、その人物──驚いたことに、ちいさな少女だ──は脇わき差さしも抜いて、二振りの刀を交差させ、ものすごい勢いで振るった。


    「出て行け!!」


    　爆風が吹き荒れ、キマイラの身体からだがぶっ飛んで、漫画みたいにお星様になった。


    「殺しはしません。でも──『イタカ島』の平和を脅かすものは、わたしが倒さなくちゃいけないんです。それが、わたしの義務です」


    　舌足らずだが、しっかりした声音で、刀を収めた少女は宣言する。


    　そう、少女だ。小学生ぐらいだろう。


    　侍さむらい風のポニーテールに髪をまとめ、着ているのも涼しげな着流し。


    　黒塗りの鞘さやに収められた刀と脇差し。


    　足あし下もとは足た袋びと草ぞう履りだ。


    　侍少女、まさにその呼び名に相応ふさわしい。


    　歓声があがり、周りにいた町人や冒険者たちが拍手と声援をあげる。


    「さすが！」「かっこいい！」「イタカの英雄！」「オデュッセウス様ーっ！」


    　そんな周りの反応に、照れくさそうに頬ほおをかきながら、少女がこちらを見下ろしてくる。


    「あなた、は……モンスター？　さっきのキマイラの仲間ですか？」


    「え？　ちがうわよ、ふざけないで。あたしはあんたよりずっと偉いのよ、控えおろう！」


    「情雨じようちゃん、助けてくれたひとにその態度はどうかと思うよ……」


    　無意味に偉そうな情雨ちゃんに、小首を傾かしげている侍さむらい少女。


    　そんな彼女に、見覚えがある気がした。


    「あの、もしかしたらだけど、ヒメちゃんじゃない？」


    「へっ？」


    　急に警戒したみたいに後じさった彼女に、わたしは呼びかけてみる。


    「あの、わたしだよ。『八岐大蛇やまたのおろちＳＮＳ』でいっしょだった、ササミサンだよ」


    「ササミサン……ササミサンお姉ねえさんですかっ!?」


    　ぱあっと表情を輝かせて、侍少女──ヒメちゃん（本名は知らない）は、『魔王』を抱きあげてぎゅむっとした。


    「お久しぶりです、お姉さんっ♪」


    「……知りあい？」


    　抱きつかれる感覚があるのか、居心地悪そうに身を竦すくめて、情雨ちゃんが聞いてくる。


    　わたしは「うん、ネトゲ仲間」と答えておく。


    「よく事情はわかりませんが、この『イタカ島』にいれば安全ですよ」


    　得意げに、ヒメちゃんは請うけおった。


    「なんてったって、わたしは『木馬の御ぎよ者しやオデュッセウス』なんですから♪」
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     第五話／僕の視点①傾国の美女・玉藻前


    



    　やぁ、久しぶりだね。


    　僕のことなんて誰も覚えてないかもしれないから、あらためて自己紹介しておくよ。


    　僕の名前は淡あわ島しまさま。


    　自分で様づけなんて何様って感じだけど、いちおう神様だよ。


    　僕はただの傍観者で、語かたり部べなんてがらじゃないし──あくまで今回の物語の中心は月つく読よみ鎖さ々さ美みと蝦え怒ど川がわ情雨じよう、そしてギリシアの『神々』だ。


    　彼女らの事情だけを追いかけていれば、それでいいともいえる。


    　でも、あえて言おう──今回の主役は脇役たちなんだ。


    　脇役たちの──気づかれもせず、いつか忘れ去られるかもしれないちょっとした冒険と、その果てに抱いだいた決意を、誰かが語り継がなくちゃいけないと思ったんだ。
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    　ギリシアの『神々』の大規模な『改変』＝『現代のトロイア戦争』の余波で、僕は情雨の身体からだから吹っ飛ばされた。


    　そして選択を迫られたんだ、他の多くの日本の『神々』と同様に。


    　受肉し、キャラクターとなってこの世界を楽しむか。


    　あるいは世界にとろけて、この世界の構成要素のひとつとなるか。


    　僕はどっちも選ばなかった。


    　選択肢を保留し、漂ったんだ。


    　しばらく様子を見ていたけれど──再び情雨の身体に戻ろうにも、その姿が見当たらない。


    　仕方なく他の『アラハバキ』のものを探したのだけど、玉たま藻もの前まえしか見つからない。


    　僕はそのへんを歩いていた月読神かみ臣おみに取り憑つき、玉藻前と合流することにした。
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    　神臣はほんとうに取るに足らない存在だけど、その記憶には見るべきところもあった。


    　たとえば、こんな過去の残ざん滓しがある。


    　どこかの祭壇だ。


    　深い闇やみの底、ほのかな燭しよく台だいの明かりだけがぽつんと暗黒を切り取っている。


    　神かみ臣おみの視点なのか、いつも顔を隠している彼の視界はあまり広くない。


    　そこから垣間見える、ちいさな後ろ姿がある。


    　巫み女こ装しよう束ぞくをまとった、まだ幼い少女だ。


    　正面を向き、きちんと生き真ま面じ目めそうに正座し、何かを語っている。


    「吾われら、この国の月とならん」


    　儀式というより、祈っているかのようだった。


    「これより吾ら月つく読よみと号し、この身に宿した太陽のわずかな反射を武器とし灯火とし、人々を照らそう。遠いぎりしあにおいて、人類に火と文明を与えたぷろめてうすのように。そのせいで誰も彼もから呪のろわれ、猛もう禽きんに百万も全身をついばまれようとも」


    　肩がわずかに、泣いているように震えた。


    「罪深きよの。けれど、それを悟られてはならぬ。世界中に嘘うそをつき、吾ら千年帝国を築かん。愚かと思うかや、お兄ちゃん。こんな吾を──どうかなじっておくれ」


    　振り向きもせずに、そう語る少女を、神臣は見下ろしたまま。


    　そっと頭を撫なでた。


    　少女ははにかむように微ほほ笑えむと。


    「あなたは、優しい。ううん、まだ何もわからぬのであろ。ゆえにこそ、穢けがれた吾に触れてくれる。でも、無知ゆえに、安心できる。誰だかわからぬ相手だからこそ、それでも大切なひとだとわかるからこそ、いい。どうか、吾の子供たちを守っておくれ」


    　それは痛ましいほどに、痛切な願いだった。


    「そのままの、何も知らず何も変わらない、お兄ちゃんでいて」


    　応えは声でも文字でもない、ぐちゃぐちゃとした思念だった。


    『お望みのままに──日ひ留る女めさま』


    　そこで映像が途切れた。


    　月読神臣の精神が覚かく醒せいしたのだ。


    　どうも、ある程度の記憶を再生すると彼の思考とか、記憶がシャットアウトされるらしい。


    　神臣がほとんど何も語らず、行動しないのは、ぜんぶ忘れて再生できないからだ。


    「おやあ？」


    　馬小屋のなかで目覚め、手のひらで顔を隠しつつ──かたわらに表示されている時計表示（眠っている玉たま藻もの前まえのそばに浮かんでいる）を眺める神臣。


    　もう朝だ。


    　積み重ねられた藁わらのベッドで獣のように丸くなって、きちんと買ったパジャマ装備で「くう、くう」と寝息をたてている玉藻前の鼻を、彼がつまむ。


    「はう!?」


    　呼吸困難になって飛び起きて、玉たま藻もの前まえは耳をぴんと立てる。


    　幼い、可愛かわいらしい見た目である。


    　これでも一万年を生きる伝説の金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつねらしいが、ちからをほとんど使い尽くした彼女は、ちんちくりんだ。


    「何ですの!?　敵ですの!?　朝ですの!?」


    「おはよう、キツネちゃん」


    　ほっこり挨あい拶さつする神かみ臣おみを、ぼうっと眺めて、小首を傾かしげると。


    「わっ」


    　驚いて、藁わらのなかに隠れ、警戒して睨にらみつける。


    「そ、そうでしたわ……。あたくし、こいつと行動をともにして──何も変なことしてないでしょうね!?　あたくしの存在はすべて『おじょうさま』のもの！　寝ているうちにいやらしい真ま似ねでもしていたら、引っ掻かいて、噛かみついてやりますわ！」


    「心配しなくても、ちいさな子供に変な真似をするほど落ちぶれてはいませんよ。実の妹にはいつも筆舌に尽くしがたい行為をしたいという煩ぼん悩のうでいっぱいですけどハァハァ」


    「へへ、変態ですのーっ!?」


    　今日は八月十八日。


    　玉藻前と、神臣（＆そのなかにいる僕）が合流してから、二週間。


    　それだけ長く付きあっていれば、そこそこ気心が知れるってものだ。
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    　可愛らしい喫茶店である。


    『お菓子処＠キルケ』などと看板がでている。


    「あぁ『おじょうさま』、いったいどこにいらっしゃるのかしら？」


    　ちんまりした椅い子すに腰かけた玉藻前が、憂うれいに満ちた表情でぼやいた。


    『アカイア勢力』が支配する領域──ギリシア地方、『スキュロス島』。


    　好色な王がつくりあげた大規模な後宮ハーレムが有名な地域で、トロイア戦争における最強無敵の戦士、『不死身の英雄アキレス』が幼少期に匿かくまわれていた場所だ。


    　何の因果か人間『狐きつね火び妖よう子こ』として認識され、あろうことか英雄アキレスとして名指しされた玉藻前（彼女も衰えたとはいえ強大なちからをもつ『神霊』だ、特別な役柄が与えられたのも不思議ではない）は、「人間だと思われるなんて、あたくしの人化の術もたいしたものでしょう？」と誇らしげだった。


    　困ったのは、彼女が敬愛する情雨じようと引き離されてしまったことだ。


    「誤算でしたわ」


    　ぷうっと頬ほおを膨ふくらませ、玉たま藻もの前まえは不機嫌そうだ。


    「『アカイア勢力』のものは、自分の領地の『天てん秤びん』を完全に傾けなければ他の領地などにでられない……」


    　上空を見ると、血のように真っ赤な塗装をされた天秤の映像が浮かんでいる。


    　あの天秤は各領地（小国家＠都市国家＝この土地の場合は『スキュロス島』）にひとつずつ存在し、その土地にいるものがいろんなクエスト（地獄の番犬ケルベロスを飼い慣らせ、とか迷宮に住むミノタウルスを討伐せよ、とか）をクリアするごとに傾いていく。


    　そして完全に傾けば、ノルマ達成。


    　その土地の領民は自由になって、クエストの進行が遅い他の都市の手助けをしたりと、いろんな行動が可能になる。


    『アカイア勢力』は『トロイア戦争』の勝利者側として規定されているものの、それは神が定めた運命どおりに行動してのことである。


    　すべての領地の天秤が傾き、『強制イベント／トロイア戦争開幕』までに準備を終えないと、そこで敗北となる。


    　だから敵対する『トロイア勢力』としては、そんな『アカイア勢力』の邪魔をして、準備を終わらせないことが当面の目的になるとか何とか。


    　それを知った玉藻前は、『おじょうさま』お気に入りの月つく読よみ鎖さ々さ美みの兄、という非常にうっすい関係の神かみ臣おみを保護し、ともにドタバタを繰り広げながらクエストをこなしていたのだけど。


    「一生の不覚ですわ」


    　深々と溜ため息いきをつき、猫舌なので熱いお茶をふうふうしながら。


    「トロイア戦争において、『不死身の英雄アキレス』は最後に参戦する。三人の他の領地の王の説得によって。だから、そいつらが迎えにくるまで『スキュロス島』からでられない……」


    　苛いら々いらしながら、不満顔。


    　とっくの昔にクエストは大量にこなし、天秤は傾ききっているのだ。


    　なのに、他の連中が遅れているから動けない。


    　とくに『不死身の英雄アキレス』が参戦するには他のふたりの王様にくわえて、『イタカ島』の英雄『木馬の御者オデュッセウス』が不可欠のようだ。


    　けれど噂うわさによるとオデュッセウスはなぜかトロイア戦争に不参加を表明し、ほとんどクエストを進行させていないらしい。


    「さっきから何をぶつぶつ言ってるんですか、キツネちゃん」


    「そのキツネちゃんというなれなれしくも何かむかつく呼称をやめてくださらない？」


    　のほほんと（黄金マスク風の仮面で顔を隠したまま）、神臣が語りかけてくる。


    　この男、見捨てて去るのもしのびないので玉藻前が一緒につれ歩いているが、見事に何の役にも立たないし言動は腹立たしいしで、玉藻前の精神を逆さか撫なでしていた。


    　ちなみに、『スキュロス島』は男子禁制の後宮ハーレムである。


    　その設定に従い、神かみ臣おみもかつらとスカートで女装しているが「キモいですわ」「誰にもばれないもんですねえ」「何で誰もこいつに違和感をおぼえませんの……」などと会話していた。


    「あたくしは！」


    　今日こそなあなあの関係を正そうとしてるのか、玉たま藻もの前まえがふんぞりかえった。


    「数々の伝説に彩られた大だい妖よう怪かいにして、一万の時を重ねた偉大なる『神霊』……金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつね！　せめて玉藻前と、由緒正しい名前で呼ぶがいいですわ！」


    　当初、玉藻前は桜こノの花はな咲さく夜や学園の教師・狐きつね火び妖よう子ことして神臣に接していたが、だんだん面倒になったらしくてすべてぶっちゃけた。


    　自分が『アラハバキ』の大幹部であること。


    　化け狐であること。


    『おじょうさま』と合流したいこと。


    　神臣はこれまで何度もとんでもない騒ぎを起こし、そのたび乗り越えてきた月つく読よみ鎖さ々さ美みの保護者だ──ちからを貸してくれたら、得られるものがあると期待したのだけど。


    　この男、びっくりするほど役立たずであった。


    　正体を明かす危険を冒おかしてまで、頼ったのに、見返りは何もない。


    「まあ、他にもさまざまな異称はありますが──『おじょうさま』は玉藻前という名前をお気に入りのようですからね、そう呼ぶがいいですわ」


    　えへんと胸を張って嬉うれしげな玉藻前に、かつらの前髪を手でいじりながら神臣がぼやいた。


    「でも僕の知りあいにたまさんがいますから、玉藻前さん、だと紛まぎらわしいんですよね。何かごっちゃになります」


    「知りませんわ、そんなこと！」


    　玉藻前はぷりぷりしている。


    「だいたい、『キツネちゃん』だなんて呼びかたはあたくしを馬鹿にしています。あなただって『おい、人間！』と呼ばれたら腹が立つでしょうに！」


    「いや、むしろ嬉うれしいんですけど。いつも人間扱いされてませんから」


    「どんな人生を送ってますの!?」


    　罵ば倒とうしたつもりが喜ばれたので、毒気を抜かれたような顔で、玉藻前は胸を張った。


    「じゃ、じゃあ、あなたをウジ虫と呼んでやりますわ！　あなたはあたくしに、そう呼ぶぐらいの無礼を働いているんですのよ！」


    「ウジ虫とかゴミ虫とかわりとよく言われるんですけど」


    「何であなたそんな可哀かわい想そうなの!?」


    　まぁ何だかんだで、こんな軽口を交わせる程度には仲良くなったわけだ。


    　神臣は基本的に間が抜けてるけど無邪気だし、ちいさな女の子には何だか無条件で優しい。


    　玉たま藻もの前まえだって、根は善人である。


    　こういう話がある。


    　あらゆる悪あく辣らつな伝説に彩られた金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつね──印度インド、中国、日本の三つの王朝に破は綻たんをもたらした、『傾けい国こくの美女』。


    　時の為政者をたぶらかし、悪政を行い、いくつもの国を衰退させた悪女。


    　けれど、実際は最初から王は暴君であり、国は限界で、民は疲ひ弊へいしていた……。


    　九尾の狐は国家転覆の『原因』として名指しされ、滅びの『象徴』として祭りあげられただけで、本人には何ら悪意もなく、ただある種の生いけ贄にえにされただけなのだと……。


    　そんな説もあるのだ。


    　ただ玉藻前が、滅びゆく国の末期に何度も折り悪く立ち会ってしまっただけで。


    　虐しいたげられ、滅びゆく国を見捨てられず、そのたびに能力を酷使して抵抗し、願いが叶かなわず、おまけに糾弾されつづけてきた。


    　事実がどうだかは、僕にはわからない。


    　けれど玉藻前は最悪の妖よう怪かい、邪悪の権ごん化げと呼ばれるにはあまりにも善良すぎる。


    「ほんとに、どうしたものかしら……」


    　嘆息する玉藻前に、神かみ臣おみはシュークリームを食べながら。


    「どうしたもこうしたも、あの天てん秤びんが完全に傾くまではどうしようもないのでしょう？　ささみさんは行方不明ですし、この島を脱出する手段があるなら試したいですが」


    「正直、あたくしは月つく読よみ鎖さ々さ美みのことなどどうでもよいのですが……」


    「どうでもいいとは何ですか！　ささみさんはこの宇宙の中心、銀河の頂点、この惑星より重いんですよ！　そんな素っ気ない態度をとらずに、どうかささみさんを見つけだすのに協力してくださいお願いしますゲヘヘ！」


    「知りませんわよ、大事なのは『おじょうさま』ですわ。あなたが月読鎖々美を大事に思っているその何倍も何十倍も、あたくしは『おじょうさま』が大好きなんですから！」


    「聞き捨てなりませんね！　僕のささみさんへの愛情は無限大！　あなたの愛など僕のに比べたら月とすっぽん！」


    「あたくし、『おじょうさま』を目にいれても痛くない自信があります！」


    「僕なんて、ささみさんのためなら死ねる！　僕はささみさんを生まれたときから知ってるんです！　ほくろの数からよく見る夢までぜんぶ熟知してるんですよ！」


    「はん！　あたくしなんて『おじょうさま』の生誕を──」


    　無駄な意地の張りあいをしてるけど、微ほほ笑えましい。


    　誰かを好きだと、こんなに声高に主張できるのは、何もかも曖あい昧まいな僕には羨うらやましい。


    「……うん？」


    　不意に玉藻前が言葉を中断し、宙空に視線を向ける。


    「ガルーダくんからの定期連絡が入りましたわ」


    　真上を見上げ、尻しつ尾ぽをぴんと立てる。


    　数少ない『アラハバキ』の生き残り、『翼よく将しようガルーダ』はその性質的に、こういった大規模な『改変』に参加できない。


    　戦闘力においてはめっぽう頼りになる『神々』だが、そういう意味では使いどころが難しい。


    　まぁ、この性質のおかげで、『アラハバキ』が『月つく読よみ神社』に滅ぼされたときも、渦中におらず生き延びられたわけだが。


    　ともあれ、彼は『改変』され、地中海に飛ばされた日本列島の上空に巨大な鳥の姿で待機し、外から俯ふ瞰かんして現状を把握し、こちらに連絡をくれる。


    『スキュロス島』から動けない玉たま藻もの前まえには、貴重な情報源である。


    「ふむ……」


    　可愛かわいらしい耳をぴくんぴくんと動かして、玉藻前がガルーダから送信された情報を総括する。


    「今のところ、『現代のトロイア戦争』は神話とおおきな矛む盾じゆんもなく、予定調和的に進んでいるようですわね」


    　思案げな表情で。


    「『木馬の御ぎよ者しやオデュッセウス』がなぜかトロイア戦争への参加を拒否しているのが、やや不可解ですが……神話でもオデュッセウスはそんな感じでしたし。他の領地は順調にクエストを達成し、天てん秤びんを傾けている」


    　眉まゆをひそめて。


    「気になるのは、『アカイア勢力』の指揮をとっているのが神話どおりの『魔王アガメムノン』ではなく、その弟王メネラオスであること……。まぁ、戦争の原因は弟王でしたし、彼が主導でみんなを率いていても変ではないのかしら……？」


    　僕らとしては、今回のゲームは『九く頭ず竜りゆう島』での失態を取り戻してあまりある絶好の機会だ。


    　滅びに瀕ひんしているアラハバキだけど、この『現代のトロイア戦争』に勝利すれば、世界から認められ、応援される。


    　一神教と多神教。


    　どちらがこの世の主流となるか、決定するための代理戦争。


    　そして情雨じように宿った『まつろわぬものアラハバキ』は、日本の歴史において否定されたこの国の唯一神。


    　勝利はそのまま、僕たちの目的達成を意味する。


    　とはいえ、『アカイア勢力』が神話どおりにトロイアに勝利できるかは怪しいね。


    　各国が無事に天秤を傾け、英雄たちが集合しなくちゃいけないんだろ？


    　とくに最終兵器木馬を開発するオデュッセウスと、一いつ騎き当とう千せんのアキレスが不可欠だ。


    　このふたりがいないと、たぶん『アカイア勢力』は負ける。


    「アキレスってあたくしですわよね？」


    　玉たま藻もの前まえが嬉うれしげに九つの尻しつ尾ぽをぱたぱた振った。


    「あたくし、もしかして今回のお話の最重要人物キーパーソン？」


    　かもね。


    『英名』を与えられたものには、それぞれ特殊な戒めと能力＝設定が与えられるらしい。


    　あらゆる敵の英雄を打ち破り、無双の大活躍を見せた『不死身の英雄アキレス』の玉藻前には、とんでもない権利とちからが与えられているのかもしれない。


    「ふふん」


    　目を輝かせ、玉藻前は椅い子すのうえで膝ひざ立だちになって「えっへん！」と胸を張った。


    「ついに、あたくしのちからを『おじょうさま』のために役立てるときがきましたの！」


    　どうして君はそんなに情雨じようのことが好きなんだい。


    「あたくし、だめなひとがどうしようもなく好きなの……」


    　情雨が聞いたらきっと怒るよ。


    「それに、『おじょうさま』はあたくしの……」


    　もじもじと、何やらお茶を濁す玉藻前だった。


    「ま、まぁいいですわ。しかし、誰だか知らないけど、『木馬の御ぎよ者しやオデュッセウス』担当のひとには困ったものですわ。おかげでこの島で変態とふたりきりだし、そいつが木馬をつくらないと戦争に勝てるかどうかもわからないんでしょ？」


    「さっきから何か難しいっぽいことを言ってますが……」


    　神かみ臣おみが口元をクリームで汚しつつ、運ばれてきた揚げまんじゅうを手にして。


    「それより、腹が減っては戦いくさができません。何か食べたらどうですか？」


    「放っておいて。あなたと馴なれあうつもりはないんですから！」


    　何か情雨も鎖さ々さ美みさんに似たような態度とってたよね。


    　似たもの主従……。


    「あはは、そういう態度、子供のころのささみさんに似てますよ。あのころは、僕が何を言ってもむっつりで」


    　懐かしそうに、神臣は仮面の奥で目を細める。


    「ほら、これを食べなさい。僕はもういっぱい食べましたから」


    　揚げまんを指でつまみ、玉藻前の鼻先に持っていく。


    　玉藻前はマシンガンのように放っていた罵ば倒とう語ごを中断し、揚げまんを「すんすん」匂においをかいで、「ぱあっ☆」と表情を明るくした。


    「はい、あーん♪」


    「あーん」


    　おとなしく口を開いた玉藻前だが、神臣があろうことか、揚げまんをそのまま自分の口へ。


    「はうっ」


    　がっかりして涙目の玉たま藻もの前まえに、神かみ臣おみは「あはは、かーわーいー☆」と意地悪。


    「何てことしますのー!?」


    　玉藻前が机をばんばん叩たたいた。


    　神臣は平然と。


    「僕のことを兄と呼ばないひとには、優しくしてあげません。僕はシスコンですから。それはもう、死す魂と書いても間違いじゃないぐらいシスコンですから！」


    「何ですのそれは！　あたくしお腹なかすいてますの！」


    　すべてはゲームだけど、同時に現実でもあるから、お腹もすけば夜は眠くなるのだ。


    「ひどい……」


    　ぐすんとして、玉藻前はしばし逡しゆん巡じゆんしたあと。


    　所詮はどうぶつ、欲求に負けて。


    「あの、それ欲しいですの。ください、ですの。お、おに、お兄さま……」


    　順調に調教されつつあるなあ。


    　神臣は満足そうに頷うなずくと、おもむろに手を伸ばし、玉藻前を「ひょいっ」と抱きあげた。


    　そして、自分の膝ひざのうえに座らせる。


    　神臣は背が高いから、玉藻前を後ろからすっぽり抱き寄せられる感じだ。


    「ちょっと！」


    　真っ赤になる玉藻前に「何ですか？」と小首を傾かしげ、その口に揚げまんを放りこむ神臣。


    「むぐ……むぐ……」


    　おとなしく食べて「にこっ♪」と笑ってから、はっとして玉藻前が神臣の腕に噛かみつく。


    「どういうつもりですのーっ！」


    「ささみさんがそばにいないので、代わりの妹を補充して心の安定を保っています。あなたは所詮、僕の妹のなかではいちばんの下っ端ぱ……！」


    「意味はわからないけど無意味に傷つく！」


    　玉藻前は複雑な表情をして。


    「ふ、ふん！　誰かの代わりなんて、馬鹿にされたものですわね！　この金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつね──三つの国で淫いん楽らくのかぎりを尽くし、イケメンたちをちぎっては捨て……ひゃううん!?　どこ触ってますのーっ!?」


    　得意満面だった玉藻前が、びくんと背筋を跳ねさせる。


    　神臣が、興味深そうに彼女の尻しつ尾ぽをふわふわ撫なでていた。


    　つづいて、その頭でぴこぴこ動く耳にも。


    「ひゃわわ……」


    　身を竦すくませてから、玉藻前が切れた。


    「にゃにゃ、にゃにしますの！　えっちーっ！　あたくしの大事な部分はぜんぶ『おじょうさま』のものなのに！」


    「いや、何か珍しくてつい」


    「せせ、責任とってくださいね！」


    「え、そんな大事な部分だったんですか、尻しつ尾ぽとか。でも僕はささみさんと添い遂げておとぎばなしみたいに末永く幸せに暮らすつもりなので、キツネちゃんのことは路ろ傍ぼうの石ころみたいに遠慮なく捨てます！」


    「ひ、ひ、ひどすぎますの！」


    　などと傍はたから見ると仲良く、ふたりが遊んでいると。


    　基本的に平穏な『スキュロス島』に、急に騒ぎが発生した。


    　店内で悲鳴が弾け、不穏な物音が近づいてくる。


    「何ですの……!?」


    　びくんと顔をあげ、玉たま藻もの前まえが視線を向けた先。


    　倒れこむように壁を突き破り、何者かが店内に姿を見せた。


    　満まん身しん創そう痍いのようで、ぼろぼろだ。


    　そして──あきらかに人間ではない。


    　真っ青な肌に、深い緑色の瞳。


    　頭や腕にひれが生はえていて、指の間には水みず掻かきがある。


    　ぬるぬるに塗れた肌と、まとわす妖あやしげな気配。


    　モンスターだ。


    「このあたりのモンスターは、あらかた退治したと思いましたが──」


    　玉藻前が神かみ臣おみの膝ひざのうえから跳躍し、お行儀悪く机のうえに仁に王おう立だちすると、身体からだの左右に青白い狐きつね火びを発生させる。


    「魚介類なら、たっぷり焼いてムニエルにしちゃいますわ！」


    　そして手のひらに火の玉を集め、投げつけようとした瞬間だった。


    「待ってください！」


    　神臣が素早く玉藻前の口に揚げまんを放り投げ、彼女がそれに夢中になってるうちに、弱々しく「ひいいっ」と頭を抱かかえたモンスターに呼びかける。


    「あの、人違いだったらすみませんが、もしかしたらあなた……」


    「あ！　神臣さんですか!?　よ、良かったぁ！　もうだめかと思いました！」


    　モンスターとは思えない妙に人間くさい仕草で、名乗った。


    「あの！　わたしミッちゃんです！　『月つく読よみ神社』の……。ここで会えたのも勿もつ怪けの幸い、お願いです神臣さん、ちからを貸してください！」

  



  
     第六話／エレクトラ・コンプレックス


    



    「あーん！　あーん！　あーん！」


    　警報サイレンみたいな、泣き声。


    　そのとき、情雨じようちゃんは全生命力を振り絞って泣いていた。


    　まだ幼く、ほんの五歳ぐらいである。


    　今もつけている遮光器土ど偶ぐうみたいな髪飾りで、髪の毛を結わえている。


    　涙でべちゃべちゃの可哀かわい想そうな顔を、拭ぬぐってくれるひとは誰もいない。


    　どこかもわからぬ、まるで牢ろう獄ごくみたいに簡素な部屋だ。


    　窓には鉄格子がはまっている。


    　部屋の内装は可愛かわいらしく飾りたてられている。


    　幼いころの情雨ちゃんの勤勉さを示すたくさんの本と、ぬいぐるみ。


    　そんな彼女にとっての居場所だっただろう、ちいさな部屋の間近に、すさまじい騒動と火薬の匂においが渦巻いている。


    　彼女の気持ちに共感しているわたしは、情雨ちゃんの心を痛いほどに理解できる。


    　圧倒的な孤独感と、いちばん大切なひと……父親への思慕。


    　父を愛している。


    　彼の言うことを聞いて、信じてついていけば、何もかもが平気で幸せ。


    　だけどその大前提は、この日このときに崩される。


    　壁が壊れた。


    　流れ弾だまの砲弾でも当たったのか。


    　その向こうでは、無数の妖よう怪かいが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしている。


    　妖怪とは、ちからの弱い『神霊』が実体化した姿である。


    　飛び首。河童かつぱ。蔵ぼっこ……『月つく読よみ神社』が使役する妖怪たちだ。


    　それら異形のものたちが、泥人形と戦っている。


    　おそらく、『アラハバキ』が主力にしている霊的ロボットの、試作型か何かだろう。


    　当時の霊的ロボットにはたいした能力がなかったのか、あるいは『月読神社』が本気なのか、『アラハバキ』の軍勢は紙かみ屑くずみたいに吹き飛ばされていく。


    　これはたぶん、『アラハバキ』がいちど、滅んだときの記憶。


    　恐怖と、喪失感。


    　生まれたときから世界のすべてだった『アラハバキ』が消えてなくなる、不安と、違和感。


    　まるで悪夢みたいだ。


    　扉が開いた。


    「パパ!?」


    　期待でいっぱいの顔をあげた情雨じようちゃんが、瞬時に血の気を失う。


    　崩れた壁の向こうから現れたのは、神職の衣装をまとい、手に玉たま串ぐしや注連しめ縄なわ、お札ふだや十と拳つかの剣つるぎなどの霊的武器を持った複数の男だった。


    　荒々しい各地の妖よう怪かいを討伐し、霊的災害を未然に防ぐことを生なり業わいとしている連中だ。


    　返り血に染まり、彼らこそが化け物じみている。


    　ぬいぐるみを抱き寄せ、震えて蹲うずくまるだけの情雨ちゃんを、彼らは一いち瞥べつする。


    「こいつか？　ふつうのガキじゃねえか」「聞いていたほど危険な存在には見えないが」「擬態だよ、可愛かわいらしい子供ってのは見た目だけだ」「たとえこいつが本当にただの子供でも、日本における唯一神など認められぬ」


    　当時の情雨ちゃんにはわからない会話をする、彼ら。


    　その言葉など聞こえず、情雨ちゃんはひたすらひとつのことを案じる。


    　パパは？　パパはどうなったの？


    　彼らの返り血が答えな気がしたが、そんなこと考えたくもなかった。


    「さあ、処分するぞ」「『まつろわぬものアラハバキ』を抹消する」「呪じゆ々じゆさまに報告しなくていいのか？」「相手がちいさな子供だと知ったら、呪々さまは動揺するだろう」「表面上は冷徹に振る舞っておられるが、こいつと同い年ぐらいの子供がいるのだ。無慈悲にそいつが始末されたと知れば、傷つくかもしれない」「呪々さまは病弱で、最近も体調を崩されたからな……。余計な心労は背負わせぬが吉か」「ここで殺しておくのが、世界のためだ。こいつが『まつろわぬものアラハバキ』としてちからをふるい始めてからでは遅いのだ」「この世界を、歴史を、我らが守るのだ」「可愛いじゃん、こいつ飼っていい？」「おまえも好きだねえ」


    　いやな笑えみを浮かべ、男のひとりが手を伸ばしてくる。


    　情雨ちゃんは本能的に忌き避ひ感かんをおぼえたか、「や！」と手を振った。


    　結果は悲惨だった。


    　男の腕が吹き飛んだ。


    　おまけに、猛毒でも浴びたように腕の先端がただれている。


    　情雨ちゃんが、己おのれの身体からだに宿らせた危険な『神霊』のいちぶを、解き放ってしまったのだ。


    「ひいい！　うぎゃあああ！　俺の手がああ！」「やっぱりこいつ、化け物だ！」「殺せ！　『アラハバキ』を殺せ！」「駆除するんだ、歴史の敵を！　怪物を！」


    　その言葉に、情雨ちゃんは怯ひるむ。


    　あたしは。


    　あたしは人間だ……。


    　でも、その事実に疑いもある。


    　凶悪な『神々』を多数宿らせ、常人離れしている自分──いつも不安だった。


    「うー！　ううーっ！」


    　荒く息をつき、目をぎらぎらと輝かせ、情雨じようちゃんは意地でも泣かずに抵抗する。


    　ここで黙って殺されるなんて、パパに申し訳ない。


    　あんなに愛してもらったのに、ごみくずみたいに死ぬなんて……。


    「あたし──」


    　深い絶望とともに、情雨ちゃんがぼやいた。


    「あたしは人間よ、あなたたちと同じよ、どうしてそんな顔をするの。傷つけようとするの。いや、いやよ。いやあ……」


    　…………。


    　そこで目が覚めた。


    　記憶は中途半端に再生されたまま、宙ぶらりんで霧消した。


    　ていうか、今の……。


    　情雨ちゃんの、記憶だよね。


    　どうして──。


    　目を見開くと、先ほどと同じ、ビジネスホテルの一室みたいな情雨ちゃんの部屋だ。


    　ベッドは情雨ちゃんが占拠しており、「一緒に寝よ♪」と誘ってみたのだがあえなく蹴けり落とされ、わたしは寝床の横で体育座り。


    　パソコン画面のなかではいまだ『ヒュドラＳＮＳ』の画面が表示されており、困った様子のヒメちゃんが「あれ？　ササミサン？　寝落ちしちゃいました？」「また明日、話しましょうね。おやすみなさい～」などとコメントを残して、去っていくところだった。


    『イタカ島』の、どうやら宿泊施設。


    　領主であるオデュッセウスのヒメちゃんに守護されてるなら、とりあえず安心だろう。


    　キマイラから救いだされて、ここまで案内されて、限界っぽかった情雨ちゃんは寝床へ。


    　わたしはしばらく起きてたけど、いつのまにか寝てたみたい。


    　見ると、情雨ちゃんが親にすがる幼子みたいに、わたしの手のひらを握っている。


    　そこから、彼女の感情が流れこんでくる。


    　霊能力者は一般的に、わたしの『肉にく腫しゆ』みたいに睡眠中、身体からだを守護する番人を設定するものだけど、いまの情雨ちゃんは何だかひどく無防備だ。


    　番人と切り離されたんだろうか……。


    「ごめんね」


    　いまだ目を閉じ、涙を零こぼしている情雨ちゃんの頬ほおを、そっと拭ぬぐった。


    　心に、たいせつな彼女の思い出に、触れてしまった。


    　いちばん大事なところに、許可もなく。


    　だから謝らなくちゃと思ったんだ。


    　同時に、わたしは知ってしまった。


    　やっぱり彼女は悪徳オカルト結社『アラハバキ』の一員。


    　情雨じようちゃんが『アラハバキ』に関わってるっぽいことには気づいていたけど、首領だとは。


    『アラハバキ』はわたしの実家『月つく読よみ神社』の天敵で、彼女の父親を滅ぼしたのは、わたしのお母さんなのかもしれない。


    　なるほど、情雨ちゃん自身が何度も言っていたとおりに、わたしは彼女の天敵だ。


    　運命の──いつか殺しあうかもしれない、敵同士。


    　それを知ってしまったわたしは、どうすればいいんだろう。


    　呑のん気きにお友達だなんて、浮かれていてはいけないんだろうけど。


    　それでも。


    　ぎゅっと、ひな鳥を温めるみたいに、情雨ちゃんの手のひらを包みこんだ。


    　今度は心を読んでしまわないように、気をつけて。


    　もしかしたら、情雨ちゃんはいつかわたしを殺すのかもしれない。


    　明確に、仇かたきで、敵対関係なのだから。


    　でもいま、枕を涙で濡ぬらし、か細く震えている彼女を見ると。


    　憎めない。


    　敵とは、思えないの。


    「だいじょうぶだよ」


    　ちいさな声と、あったかさが、せめて伝わればいい。


    　情雨ちゃんは、ほっとしたように表情を和やわらげて、穏やかな寝息を漏もらす。


    「そばにいるよ……」


    　今のわたしには、それぐらいしかできないけど。
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    　翌日である。


    　何か物音がして、浅い眠りに落ちていたわたしは「はっ」と目を開いた。


    　結局、ベッドの横で座りこんだまま寝ていたみたいで、身体からだの節々が痛んだ。


    「ううー……ん」


    　おおきく伸びをして、わたしは一瞬、自分がどこにいるかわからない。


    　そっか、情雨ちゃんの部屋だ。


    　見ると手を繋つないだままで、情雨ちゃんは布ふ団とんを蹴け飛とばし、おしとやかとは呼べないあられもないポーズで寝乱れていた。


    　ちいさなお子様みたい。


    　いつも堂々としている情雨じようちゃんだからこそ、油断しきったその姿は可愛かわいらしい。


    　情雨ちゃんは寝息をふっと止めたと思うと、「ん……」と悩ましげな吐息を漏もらし、うっすらと目を開いた。


    「おはよ」


    「うん……」


    　わたしの挨あい拶さつに、情雨ちゃんはとろけた表情のまま応え、ふらりと身を起こす。


    　そのまま、おぼつかない足取りでバスルームまで移動し、どうやら顔を洗ってるみたい。


    　やがて、顔をタオルで拭ぬぐいながら、情雨ちゃんが顔をだして。


    「ごはん……」


    「と言っても、どこに食べ物があるのかわからないよ。外にはでられないわけだし」


    「うるさい……」


    　寝ね惚ぼけた声でそこまで言ってから、情雨ちゃんは目をぱちくりとさせて。


    「何で鎖さ々さ美みさんが……？」


    　そこですべてを思いだしたのか、天井を仰いで。


    「あぁ、そっか。忌いま々いましい、ぜんぶ夢だったらよかったのに」


    「まぁまぁ、前向きに考えようよ。わたしはちょっと楽しいよ、『九く頭ず竜りゆう島』のときは部屋がべつだったから、寝起きの情雨ちゃんとか初めて見られたし」


    「あんたのはお気楽っていうのよ」


    　そのあたりできちんと目が醒さめたのか、情雨ちゃんの全身に活力が漲みなぎってくる。


    　化粧台の前に腰かけ、髪の毛をブラッシングしながら。


    「昨日はあれからどうなったの？　あの、侍さむらいっぽい女の子──『木馬の御ぎよ者しやオデュッセウス』と出会ってから、半分寝ててよく覚えてないのよ」


    「何も進展はないよ。わたしも眠くってさあ、ゲームのなかも夜とかはふつうに寝ちゃうみたいで、詳しい情報交換とかはまた後でってことで安全な部屋に案内されたの」


    　点つけっぱなしのＰＣのなかを指さすと、相変わらずキモ可愛い『魔王アガメムノン』が、豪華なベッドを独ひとり占めしてまだ眠りこけている。


    　コントローラのボタンを押してやると、むくりと起きた。


    「ほら」


    　情雨ちゃんがわたしの横に、お皿にのったおにぎりと、湯気のたったお茶を置いた。


    　何だか不機嫌そうな情雨ちゃんに、わたしは疑問を抱いて。


    「あれ、これどこから出したの？　部屋からはでられないんだよね？」


    「『改変』したのよ、当たり前じゃない。っていうか、昨日もコントローラ出したでしょ。何よ、『改変』を気安く使うなってお説教でもするつもり？」


    「ちがくて、『改変』できるってことは、ここ神様いるってこと？」


    　日本神話においては、万物に『神々』が宿っている。


    　それらの『神々』を強権発動させて従わせ、変容させることが、『改変』である。


    　つまり、そこに神様がいなければできない。


    　ついでに、自分に従わない神様ばかりなら失敗する。


    　今のこの国は日本とギリシアの『神々』がひとつのおおいなる『改変』を行っていて、干渉が難しいし、そもそもここは隔離された特別な空間。


    　考えてみれば、『改変』ができるってことは、ちょっと不思議なことなのだ。


    「そうね」


    　わたしの意見にすこし驚いたような顔をして、情雨じようちゃんは腕組みする。


    「うーん、何かが掴つかめたような、さらに意味がわからなくなったような──この部屋は、いったい何なんなのかしら？」


    　謎なぞが謎を呼んでるけど、とりあえず。


    「おはようございます♪」


    　ゲームのなかで、扉を開いて、今日も侍さむらい少女なヒメちゃんが姿を見せた。
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    『イタカ島』の真ん中、小高い丘のうえにある立派な屋敷──その食堂である。


    　細長い立派な机の前に腰かけて、みんなで横並びになって、食べる。


    　置かれているのは、香辛料で味付けした白身魚だとか、お肉のスープだとか、野菜だ。


    　魔王と感覚を共有している情雨ちゃんには、画面の中で魔王が食べると味覚と満腹感も味わえるらしく、むしゃむしゃと豪快に食べていた。


    「情雨ちゃんって、意外と食いしん坊だよね」


    「くっくっく、すべてを喰くらい尽くす終末の獣……。それが、この蝦え怒ど川がわ情雨よ」


    　昨日この町で暴れまわったキマイラによる被害は、もう復旧しているとかで、そのあたりはゲーム内のほうが簡単である。


    「へえ、じゃあヒメちゃん──っていうか、希のぞ美みちゃんは、やっぱり近所に住んでるんだね」


    　あらためてお互いの紹介などをしてみたら、意外なことに。


    「たまがよく『お友達の希美ちゃん』とか言ってたけど、それがヒメちゃんだったなんてね。世界は狭いというか、奇遇だね」


    「わたしも、たまちゃんに『ママりん』というひとのことはよく聞いてました。それがまさか、ササミサン──鎖さ々さ美みお姉ねえさんだったなんて」


    　お姉ねえさん、って呼ばれかたは末っ子のわたしとしては、くすぐったい。


    　妹ができたみたい。


    　そう思って、お兄ちゃんは今ごろどうしてるだろ、と寂しくなった。


    　ともあれ通常の場合、今回の『現代のトロイア戦争』と名づけられた巨大な『改変』に巻きこまれた人々は、たいてい、そこに不自然さをおぼえていない。


    　それが『改変』という代物で、一般人は「変だな」「奇妙だな」などと思わないのだ。


    　けれど、どうやら霊的な感受性が強いらしい（そのせいで悩んでいた彼女に、相談にのったこともある）希のぞ美みちゃんは、「何となく違和感」を覚えていたらしい。


    　そんな彼女と、情報交換をして。


    「たまちゃんは、ずっと一緒にいてくれたんです」


    　希美ちゃんは俯うつむいて、涙ぐむ。


    「よくわからないけど、今何だかとても大変なことが起きてるんでしょう。たまちゃん、わたしを保護しようと思ったみたいで。本人は何も言ってなかったけど、たぶんそう……それで、わたしのところにきてくれて。元気づけてくれて、でも──」


    　フォークを持つ手が小刻みに震えている。


    「たまちゃん、何だかどんどん衰弱していって。どうしたらいいか、わからなくて。この世界観では、お医者さんって珍しいらしくて。捜したけどどこにもいなくて。医療をつかさどる神様をようやく見つけたんですけど、たまちゃん、なぜか拒絶されちゃって」


    　たまは『次世代神』としての特性により、周りの『神々』を捕食してしまう。


    　医療の神様が近づけなかったのは、その能力を恐れたからだろうか？


    「あとで、お見舞いできるかな。たま、まだこの島にいるんだよね」


    「はい、それは大丈夫ですけど……」


    　希美ちゃんはきゅっと身を強ばらせたけど、わたしの指先を突っぱねることもなく。


    「たまちゃんに、わたし、いつも守られてばかりで。何もしてあげられないのに、お友達だからって、無理して。わたしのせいで強いたまちゃんが、傷ついているなら、申し訳ないです」


    「でも、たまが強いのは、きっと希美ちゃんがそばで支えてくれているからだよ。友達っていうのは、役に立つか立たないかじゃなくて。そういうものだよ、たぶん。わたしにも友達がいるから、よくわかるよ」


    「さすがお姉ねえさん！　人生経験ゆたかです！　きっとお友達もたくさんいるんでしょう！」


    「…………」


    　そっと、かたわらで室内着に着替えちゅうの情雨じようちゃんを見る。


    「？　何見てんのよ」


    「情雨ちゃんは、わたしのお友達だよね……。うん、かがみと、あとえっと、つるぎとたまと、あと情雨ちゃんで、いちにいさん、たくさん……うん、友達たくさん」


    「死になさいよ。あたしはあんたの宿敵と書いてライバルと読むのよ。友達じゃない」


    　情雨じようちゃんはいつになったらデレるのだろうか。


    「何でも言ってください」


    　希のぞ美みちゃんはちいさな子供だけが見せる、汚けがれのない純粋な光を、瞳ひとみに宿らせて。


    「お姉ねえさんには助けてもらいましたから。恩返ししなくちゃって、ずっと思ってたんです」


    「ありがと、希美ちゃんはしっかりものだね」


    「そんな……。わたし、ほんとはこんなふうじゃないんです」


    　希美ちゃんは照れて、フォークに差したお肉をぽろりと取りこぼし、慌てる。


    「『木馬の御ぎよ者しやオデュッセウス』の『英名』があるから、みんな褒ほめるし、特別な能力を与えられているけど。ほんとは、根暗で、泣き虫で、眼鏡めがねだし……。何にも、できないです。そりゃ、塾に通ってるからお勉強はできるけど。運動は苦手だし、何にも取り柄がない。いつもみんなの真ん中にいるたまちゃんのこと、羨うらやんで、嫌いやな気持ちになったりもするんです」


    「何の取り柄もない？　そうは見えないけどね」


    　情雨ちゃんが、ふと口を挟んだ。


    　そして、じっと希美ちゃんを観察する。


    「え？　えっとぉ──」


    　希美ちゃんにとって、情雨ちゃんは、初対面のお姉さんだ。


    　緊張している彼女に、情雨ちゃんは頓とん着ちやくせずに。


    「あなたが特別な『英名』を与えられたのはなぜだと思う？　前提からちがうのよ、馬鹿ね……。あなたは、ようやく世界から正当に評価されたんだわ。間違ってるわ、特別な能力をもっていたから、あなたには特別な立場が与えられたのよ」


    　画面を食い入るように凝視して、情雨ちゃんは舌なめずり。


    「興味深いわ……」


    「あの、その」


    　助けを求めるように視線を右う往おう左さ往おうさせる希美ちゃんに、わたしは別の話題をふってみる。


    「そういえば、トロイア戦争に参加しないってほんと？」


    　聞いた話では、『アカイア勢力』は正しく予定された行程を行わないと、神話どおりの勝利を得られないのだとか。


    　ギリシア全土から英雄を、勇士を集め、全軍で足並み揃そろえてトロイア地方へ侵略する。


    　さもなければ、勝てないはずなのに……。


    「何もかも神の決めた予定どおりにしなさいって、いかにもギリシア神話だわよね」


    　不満そうに、情雨ちゃんが怖い目つきになる。


    「何してるのよ、あなた。まったく、愚ぐ図ずね」


    　情雨ちゃん的には、『アカイア勢力』に勝利してほしいみたい。


    「でも……」


    　希のぞ美みちゃんは、まさにおとなにいらぬ言いがかりをかけられて、反論できないちいさな子供みたいな、くしゃっとした表情で。


    「ごめんなさい、わたしには──ゲームと、いわゆる当たり前の世界、現実と呼んでいいのかな……。その区別が、あんまりつかないから。すごく、違和感をおぼえるんですけど。あの、教えてください。変なんでしょうか、戦争なんか嫌だって気持ちは」


    　顔をあげた希美ちゃんは、目に涙をいっぱい浮かべていた。


    「だって戦争です、殺しあうんですよ。もしかしたら、学校の先生やお友達、家族、ううん、意思をもった他人と。そんなの、嫌いやだ。怖いって、思うのは、ねえ、変なんでしょうか」


    　ぽろぽろと、希美ちゃんの頬ほおに涙がこぼれる。


    「殺しあうなんて、考えられない。だって、お母さんに叱しかられるだけであんなにつらい、お父さんとわかりあえないだけで、あんなに傷つく。命を奪いあうなんて、もっと酷ひどくて、苦しい……。戦うなんて嫌、嫌です……」


    「大好きなひとが、たくさんいるのね」


    　何も言えないわたしの代わりに──声をあげたのは、穏やかに微ほほ笑えんだ情雨じようちゃんだった。


    「わかるわ。あたしもそうだったもの。もう思いだせないほどの、むかしには……」


    　懐かしそうに、目を細めて。


    「のぞみ、というのね。いい名前ね。漢字は？　そう、美しい希望で、希美なのね。尊とうとい気持ちが、ご両親の愛が、こめられている。愛されて育ったのね。すてきなことよ、ご両親をたいせつにしなさい。きっと、すぐそばにいることが当たり前になっていて、その価値に気づかないけれど──家族というのは、とてもありがたいものなのよ」


    「あの」


    　希美ちゃんは不意に投げかけられた言葉に、当惑し、涙を引っこめて。


    　何かに気づいたように。


    「もしかして、えっと」


    「蝦え怒ど川がわ情雨よ。感情の雨、で情雨よ。勇ましいでしょ」


    「あの、情雨さん、のご両親は──」


    「父は死んだわ。母は、顔も知らないわ」


    「そんな……ごめん、なさい」


    「なぜ謝るの。あたしは不幸じゃない、愛されていたと知ってるから。思い出だけでも、寂しいけど、生きていける。前を見て生きていける。親がなくても子は育つわ」


    　情雨ちゃんらしく、そんな強がりを言って。


    「でも、道しるべがあるうちは、大事にしなさい。ひとを傷つけるのが怖い、嫌だと言ったわね。それは、他人を愛せるからよ。よい教育を受けたわね、あなたがそんな良い子に育ったのは、ご両親のおかげよ。感謝なさい」


    「そう、でしょうか……」


    　希のぞ美みちゃんは身を強こわばらせたまま。


    「わたし、両親とは、うまくいってなくて。あんまり、会話もなくて。わたし、酷ひどいやつだ、うざいとか──思うことも、あって。でも、会えないと寂しい。わかります、当たり前と思ってたけど、失われるのが、こんなに怖い。会いたい、お父さんとお母さんに会いたい、わたしを叱って、傷つけるだけでもいいから」


    「そうよね」


    　情雨じようちゃんが、幼いころの自分を見つけたみたいに、嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。


    「じゃあ、あなたがご両親と再会できるまでは──あたしが、あなたのママになってあげる」


    「じゃ、じゃあ、わたしはパパになるね！　情雨ちゃんと結婚！　無意味に興奮する！」


    「鎖さ々さ美みさんは黙ってなさい。いま大事な話してるから」


    「じょ、情雨ちゃん。ちっともわたしにデレてくれないと思ったらそんな幼女にいやらしい！　わ、わたしだって、わたしだって幼女のころは可愛かわいかったんだから……！」


    「あのね。言わなきゃわかんないかもしれないけど、空気読めば？」


    　などと、じゃれあっていると。


    　希美ちゃんが、微笑む。


    「ふたりとも、いいひとですね」


    「……はぁ？　あたしは世紀の大悪党よ？」


    　情雨ちゃんはそっぽを向いて、ひどく不本意だというように唇くちびるを尖とがらせた。
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    　そんな感じで、三人仲良く（？）会話しながら食事をしていると。


    　不意に、ぴこーん、と軽やかな音とともに。


    【新着メールが一件届いています♪】


    　などという文字が、画面に表示された。


    「何よこれ」


    　ぎょっとする情雨ちゃんに、希美ちゃんが小首を傾かしげて。


    「どうしました？　あの、ご飯足りませんでしたか？」


    「あたしはどんだけ腹ぺこキャラだと思われてんのよ。ちがうわよ、何かメールが届いたって──あなたには見えないの、希美？　これ何だかわかる？」


    　どうも情雨ちゃんは、希美ちゃんに親近感を抱いてるらしくて、ことあるごとにこんな感じに話しかけたり意見を求めたりしていた。


    　何だろ、この疎外感。


    　わたしは意地になって、情雨じようちゃんの服の袖そでをぐいぐい引っぱる。


    「あのね情雨ちゃん、これは他のプレイヤーからメールが届いたって合図なんだよ。でも変だね、ＳＮＳ機能はほとんど麻ま痺ひしてたのに。えっと、そこに封筒みたいなアイコンがでてるでしょ、それをクリックすれば内容を確認できるよ！」


    　わたしが『八岐大蛇やまたのおろちＳＮＳ』時代の記憶から、そんな解説をすると。


    　情雨ちゃんは「ふーん」と吐息をもらして、不審そうに。


    「これ、開封していいものなの？　いかにも怪しいわよ？」


    「わかんない。『八岐大蛇ＳＮＳ』時代にもウイルス騒動とかあって、メールを開いたらコンピューターが壊されて、キャラクター乗っ取られたりアイテム盗られたりしたんだって。でもこの『現代のトロイア戦争』は、神様が運営してるからえっと……」


    「何よ、頼りにならないわね。わかんないなら喋しやべらないでよ、役立たず」


    　ひどい。


    　でも情雨ちゃんにひどいこと言われると、なぜか胸が熱くなるの……。


    　どきどきしているわたしの横で、希のぞ美みちゃんが一生懸命に。


    「あの、最悪呪のろわれたりしても、わたしアイテムとかお金とか余ってますから、解かい呪じゆできると思います。たまちゃんの治療のために、そっち方面の知識は増やしましたから」


    「希美はとても良い子ね、どっかの誰かとは大違いね。好きよ」


    「え？　は、はい！　えへへ……♪」


    「希美ちゃん！　負けないから！　九回裏の満塁ホームランで奇跡の大逆転なんだから！」


    「え？　えっと、ごめんなさいわかりません！」


    　遊んでるうちに、情雨ちゃんがマイペースに封筒アイコンを「開けるわよ」とクリック。


    「毒を食らわば皿までよ」


    　男らしく言いきった情雨ちゃんだったけれど、瞬時に硬直する。


    　送信者の名前が──。


    【月つく読よみ呪じゆ々じゆ】


    　だったのである。


    「なんで……」


    　情雨ちゃんの愛する父親と、組織を奪った不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵。


    『月読神社』史上最強の巫み女こにして、『現代のトロイア戦争』におけるいちばんの敵。


    　そして、わたしのお母さん。


    「ど、どういうことよ」


    　情雨ちゃんは見るからに動揺して、わたしの腕をぐいぐい引っぱった。


    　ホラー映画に怯おびえるちいさな子供みたいだ。


    「なんで、月つく読よみ呪じゆ々じゆが──あ、あんた！　裏切ったわね！　あたしの居場所を呪々に密告したりしたんだわ、きっとそうよ！　ちょ、ちょっとは信じてたのに！　殺してやる！」


    「あう～、情雨じようちゃん揺らさないで……えっと、わたしは何もしてないよ。それに、お母さんなら安心だよ、近ごろおとなしいし──怖くないよ、たぶん」


    「だってこいつは、あたしのパパを……」


    　青ざめて、可か哀わい想そうに怯えている情雨ちゃん。


    　いつまでも過去に縛られているのは、とても哀しいことだと思うけど、その恐怖はすっかり情雨ちゃんの血ち潮しおになっている。


    　すべてを乗りこえ、生まれかわるのは、とても難しい。


    　見ていると、画面のなかにウインドウが発生する。


    　その真ん中に、いつもの巫み女こ装しよう束ぞくをまとったお母さんが、姿を見せた。


    　きちんとした姿勢。


    　閉じられた両目。


    　可愛かわいらしいと言えなくもない、独特のまろ眉まゆ。


    　冷然とした雰囲気のまま、どうやらＴＶ電話みたいなものらしい──こちらを観察すると。


    【どれが、『アラハバキ』の忘れ形見か】


    　どうも、お母さんにはゲーム内──つまり『魔王アガメムノン』と希のぞ美みちゃんが見えているらしく、わたしには気づいていないっぽい。


    【そこの侍さむらいっぽいの、おまえか？】


    「え？　え？」


    　希美ちゃんはぎょっとして、慌あわてて頭をさげた。


    「あの、えっと。鎖さ々さ美みお姉ねえさんの──お母さん？　は、初めまして！　櫛くし名な田だ希美といいます、いつも鎖々美お姉さんにはお世話になってます！」


    　立ちあがって頭をさげている。


    「お母さん、その子はちがうの。その横にいる、ぬいぐるみが見える？　そっちが、お母さんが探してるほうだよ」


    【ぬ？　ささみか？　わずかに、霊力が──『アラハバキ』に食われたのか？】


    「いや、何かいろいろあって……」


    【よくわからぬが、無事ならばよい】


    　お母さんは素っ気なくそう語ると、語調を変えないまま。


    【単刀直入に言おう、一時的な休戦を申し出たい】


    　その言葉に、情雨ちゃんは当惑する。


    「ど、どういうこと？」


    【考えろ。頭があるなら。おまえは変だとは思わないのか、この現状が。すべてをお膳立てされ、ゲーム仕立てにされて、我われらの──『月つく読よみ神社』と『アラハバキ』の因縁に、宿命に、決着をつけてもよいというのか】


    「あ、あんたを、ゆるせるわけないじゃない。休戦なんて……。降伏なら、受けいれてやるわよ。月読呪じゆ々じゆ、パパの仇かたき……」


    【なぜおまえらのような下げ衆すに降伏する必要がある。勘違いするな、いずれおまえらは潰つぶす。だが、それは今ではない。我ら『月読神社』と『アラハバキ』を利用して、何かを企くわだてているものがいる。争うのは、その不届きものを誅ちゆうしてからでもよいであろう】


    　つまり『現代のトロイア戦争』期間中の、休戦を、お母さんは提示しているのだ。


    【よいのか、何者かもわからぬ誰かの手のひらのうえで、弄もてあそばれるだけなど。まぁ、こんな露骨な陰謀にすら気づかぬ雑ざ魚こには、それでもよいのかもしれぬが。だいじょうぶか？　話についてきておるか？】


    　巧妙に、情雨じようちゃんのプライドを逆さか撫なでして。


    【要するに、今はおまえらの相手をしている暇ひまはないのである。おまえにも理性があるなら、愛すべき国土を踏みにじっているギリシアの『神々』になど踊らされずに、事態の抜本的解決を目指すのであるな。そのあとなら、いくらでも遊んでやる】


    「きゅ、休戦の条件しだいよ。一方的にそっちの意見に従うなんて思わないことね。これは戦争よ、イデオロギーの潰しあいよ、かんたんに説得なんてされてやらないんだから」


    　精一杯の意地でそう言って、でも対話の姿勢を見せた情雨ちゃんに、お母さんは頷うなずいた。


    【仲良しこよしになる必要はない、そのぐらいの態度でよい】


    　思いだしたように。


    【娘がいつも世話になっておる。おまえらはもしかしたら、わたしとおまえの父親とはちがった結末を──。……悲劇を繰りかえすのは、愚おろかしいことである】


    「悲劇にしたのは、ぜんぶ奪ったのは、あんたたちじゃない！」


    　我慢できなくなったのか、情雨ちゃんが爆発した。


    「あんたたちがぜんぶぜんぶ悪いのよ敵よ、いつか殺してやる！」


    【若いな】


    　お母さんは揺るぎもしない。


    【大局を見ることもせず、目先の事象に振りまわされている。おまえの父親と同じだ、同じように愚かだ、この俗物が】


    「パパの悪口はゆるさない！」


    　立ちあがって怒鳴る情雨ちゃんだけど、お母さんは静かな態度のまま。


    【話を戻すぞ。若い娘が大声をだすな、はしたない。里が知れるな、親の顔が見てみたい】


    「～～～～っ」


    　声にならない声をあげて、情雨ちゃんはどすんと座りこむ。


    「相手を怒らせて冷静じゃなくして交渉を有利に進める……常じよう套とう手段じゃない……落ちつくのよ……挑発にのっちゃだめ……」などと、ぶつぶつ言っている。


    　それを無視し、お母さんは淡々と語る。


    【今回の出来事については、まず前提からおかしいのである。ギリシア神話における最高神ゼウスとその妻ヘラの夫婦喧げん嘩か──そこまではいい。よくあることである。だが、なぜその解決を代理戦争などという大おお事ごとにしたうえ、それを日本で行う？　ギリシア神話は多神教である──なのに勝利者である『アカイア勢力』が神話どおりに勝てば、一神教を応援するという。意味がわからぬ、それはギリシアの『神々』にとって自殺に等しいのに】


    　考えてみれば、なるほど変なのだ。


    【彼らの真意は何だ？　それを見抜けなければ、たいせつなものを喪うしなうかもしれぬ──なぜか名指しされ、敵対させられておるが、これは『月つく読よみ神社』と『アラハバキ』の対決ですらなく、他に邪悪な野望を抱く倒すべき何者かがいるのかもしれぬ】


    「共通の敵を倒すために、手を取りあって戦おうって？　これまで宿命の敵で、お互い相手を見かけたら問答無用でぶっ殺すような関係だったのに？　少年漫画じゃないんだからさ、そんなことができると思う？」


    【私し怨えんに支配され、目を曇らせるな】


    　お母さんは、あくまで穏やかだった。


    【わしは死者だ、本来ならば歴史に関わる資格はない。これからの時代をつくるのは、おまえらだ。成長しろ、期待している。『アラハバキ』の娘よ、情雨じようとやらよ、おまえもこの国を支配せんと望むなら、強くなれ、それに足る大器となるがいい】


    　むしろ、応援してるみたいだった。


    【そして忘れるな。今回の事態はこの国のすべてを転てん覆ぷくさせかねん。逸いつ脱だつしたおまえも、忘れられた『アラハバキ』も──この国のいちぶだ、おまえの親だ】


    「あ、あたしの親は、パパだけよ」


    　情雨ちゃんはそう言ったけれど、心を動かされたようで。


    　何かを言おうと、口を開いたけれど。


    【ぬ】


    　お母さんが顔をしかめて、わずかに申し訳なさそうに。


    【すまぬ。この通信は守護神『虹の架け橋イリス』の能力で行っておるのだが、利用時間に制限があるのである。話はこれまでだ。おまえらも、ゆめゆめ警戒を怠おこたらぬよう──】


    　ぶつりと、そこで音声と画像が途切れた。


    　真っ暗なウインドウが薄れて消えて、元通り、戸惑っている希のぞ美みちゃんなどが見える。


    「何よ」


    　情雨ちゃんはしばらく黙りこんでいたが、やがて呻うめくように。


    「苛いら々いらする……」


    　ばん、ばん、と床を叩たたいて──膝ひざを握りしめて、歯は噛がみする。


    「大局を見られない？　あたしをそこまで追いつめたのは誰？　成長しろ？　あたしを育ててくれるものを奪ったのは誰？　何よ何よ、ふざけんじゃないわよ──ずっと憎んでたわ、ぶつけたい罵ば倒とうもたくさんあったのに、ちっとも言えなかった……くそっ、ちくしょう」


    　ぎろりとこちらを睨にらみつけて、情雨じようちゃんがおもむろに。


    「鎖さ々さ美みさん」


    「な、なあに？」


    「ぶん殴なぐっていい？」


    「え？　何で……痛ぁああああ!?」


    　張り手をぶちかまされて横向きに倒れるわたしを眺め、情雨ちゃんは頷うなずいた。


    「うん、すっきりした」


    　ひどい……。


    「ふざけんじゃないわよ、月つく読よみ呪じゆ々じゆ、ギリシアの連中もね──あたしを誰だと思ってるの、いずれこの世界の頂点に立つ女よ。なめんじゃないわよ、目にもの見せてやるわよ。何もできないまま奪われるだけなんて、もう二度とって、そう誓ったんだから」
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     第三部　ヒュドラ


    


     第七話／天国のパパへ②


    



    『現代のトロイア戦争』は、一種の壮大な演劇だったともいえるわ。


    　誰もが登場人物としての名前──『英名』を、つまり役目を与えられて、トロイア戦争という脚本に従ってひとつの物語を演じることになったのよ。


    　ある程度のアドリブはできたけど、物語の本筋を歪ゆがめるのは、つまり運命に逆らうのは、とても大変だったから。


    　あたしたちはトロイア戦争のあらすじから逃のがれられず、あらかじめ決められた役目を果たすことしかできなかったのよ。


    　登場人物としてのあたしたちが、どのような役目を果たしたのか。


    　あらためて考察してみると、すべてが仕組まれた運命どおり──脚本どおりだったみたいで、腹が立つわ。


    　あのとき起きた出来事を総括し、洗い直してみることにするわ。


    『現代のトロイア戦争』の最中ではどたばたしていて、状況に振りまわされるだけだったから、すべてが終わった今──あのとき本当は何が起きていたのか、何がいけなかったのか、反省し、考察してみることにするわ。


    　二度と、あのような失敗を、絶望を、繰りかえさないためにね。
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    　あたしたちに与えられた『英名』に、役目について、まとめておくわ。


    『現代のトロイア戦争』の最中は何もかもが狂きよう瀾らん怒ど濤とうに巻きこまれていて、考えてる余裕なんてなかったし、誰も説明してくれなかったから──わからなかったのだけど。


    　自分が何に巻きこまれて、どんな役目を果たしたのか。


    　見直して、考察することは、けして無駄ではないはずだわ。


    



    ■①『魔王の娘エレクトラ』／『魔王アガメムノン』＝蝦え怒ど川がわ情雨じよう


    【神話での立ち位置】神話において、『魔王アガメムノン』は『アカイア勢力』の総大将として登場するわ。最高司令官としてはなかなか有能だったらしいけど、性格が悪かったらしくて、よく味方と喧けん嘩かをして『アカイア勢力』全体を振りまわしたみたいね。


    『魔王の娘エレクトラ』は、そんなアガメムノンの娘よ。彼女はギリシア神話において重要な役目を果たすけど、トロイア戦争には参加していない。父であるアガメムノンを異常に敬愛していて、エレクトラ・コンプレックスという言葉の語源になったらしいわ。


    【『現代のトロイア戦争』での役目】『現代のトロイア戦争』の勝利条件として、どちらかの勢力の盟主（最高司令官）を殺害する、というのがあったわ。正確には、肉体に収納された『ご神体』とやらを奪え、ということらしいけど。


    　その点、『魔王の娘エレクトラ』はトロイア戦争に参加していない、という点が能力として解釈されたのか──現場から離れた密室（あたしの部屋だけど、外にでられない）に隔離され、けして『現代のトロイア戦争』に参加しているひとたちから攻撃を受けない立場になっていたから、安全といえばこれ以上なく安全だったわ。


    　ただし、現場にいない、ということは──同時に、『アカイア勢力』を直接指揮し、導くことができない、ということでもあるわ。


    　そんな欠点を補うために、『魔王アガメムノン』が創造できる。


    　この分身を操ることで、間接的に、あたしは『現代のトロイア戦争』に影響を与えることができたの。


    　ただし神話において、アガメムノンの運命は、同時に彼と一心同体だったエレクトラの行く末をも左右する、という点が考慮されたのか──あたしと『魔王アガメムノン』は感覚を共有させられることになったけどね。


    



    ■②『不死身の英雄アキレス』＝狐きつね火び妖よう子こ（玉たま藻もの前まえ）


    【神話での立ち位置】アキレスは間違いなくトロイア戦争で最強の戦士よ。天下無敵の英雄にして、『アカイア勢力』を勝利に導いた最重要人物よ。


    　神を母として生まれたアキレスは『必ず勝利する』という運命を有していたけれど、同時に『勝利したあと、必ず死ぬ』という予言も与えられていたの。


    　臆おく病びよう風かぜに吹かれて長生きするより、英雄として死にたいと望んだアキレスは、心配する母を振り切って戦場に突撃し、ほとんどひとりで『トロイア勢力』の名だたる英雄をばんばん討ちとって、最後は予告どおりに、運命そのものの神に射殺されることになるの。


    　死後は冥めい界かいから幽霊として登場し、自分の葬式のやりかたに口をだしたりして、生きているものたちに迷惑をかけるのよ。


    【『現代のトロイア戦争』での役目】『現代のトロイア戦争』における『不死身の英雄アキレス』も、神話のエピソードになぞらえられる能力をもっていたわ。絶ぜつ大だい無む比ひな、超強力なちからを一時的に与えられ、けれどそのちからを行使したら──死ぬ。


    　一発逆転が可能なすさまじいちからを与えられて、けれど戦えば勝利したあと死ぬ。


    　そんな二に律りつ背はい反はんに悩まされる、使いどころが難しい能力だったみたいね。


    　玉藻前は『神々』だけど、『狐火妖子』という人間として化けて生活していたから、どうも『すごい霊力の強い人間』だと勘違いされて、この役目を与えられたみたい。


    　いいえ、最初から彼女にすべてを──。


    　それすらも、運命だったというのなら……。


    



    ■③『木馬の御ぎよ者しやオデュッセウス』＝櫛くし名な田だ希のぞ美み


    【神話での立ち位置】『木馬の御者オデュッセウス』はギリシア神話において名高い大英雄。


    　彼は愛する家族と一緒に暮らしたいと望んでいて、最初はトロイア戦争への参戦を拒否するのだけど、我わが子を危険に晒さらされて泣く泣く出征することになるのよ。


    　武ぶ勲くんもたてるけれど、基本的に計略に優れた智将として活躍して、トロイアを滅ぼす最終兵器木馬を考案するわ。


    【『現代のトロイア戦争』での役目】希美は本人も知らない重要な秘密を抱かかえているみたい。それが何なのか、わからないけど……。彼女があの存在と行動をともにしていたことと、何か関係があるのかしら。ちょっと調べてみたいわ。


    　ともあれ、今回──希美は最終兵器木馬の礎いしずえにされてしまったわ。彼女はどうやら吸収されることで『神々』に膨ぼう大だいなちからを与える、つまり生け贄にえとしての能力に優れていたみたい。良い餌えさってことね。腹が立つわね。


    　その性質を利用され、邪や神がみたまやあたしの『他の神を捕食する』能力と合成され強化され、周囲で相争う人々を取りこむ巨大な冥めい界かいとして完成させたのが、最終兵器木馬よ。


    　今回の事件の黒幕はこの木馬を取りこみ、ちからを得て、とんでもないことを企くわだてていたみたい。あたしは結末を見ていないから、よく覚えていないのだけど。


    



    ■④『運命の王子パリス』＝月つく読よみ呪じゆ々じゆ


    【神話での立ち位置】神話において、パリスは『いちばん美しい女神』を選んでしまい、トロイア戦争の原因をつくった愚か者として描かれるわ（ゲームでは、その『いちばん美しい女神』云うん々ぬんのあれこれは、キャラメイクとして解釈されたみたいだけど）。


    　彼はそのようにしてトロイア滅亡の原因になると予言され、死んだことにされて別の名前にされ、こっそり育てられたの。けれど功名心から名乗りをあげ、パリスは父親である老王プリアモスや兄弟たちとともに戦い、悲惨な末路を辿たどることになるわ。


    【『現代のトロイア戦争』での役目】いちど死に、転生という裏技を使って蘇よみがえった月読呪々は、まさにパリスにうってつけね。どうやらパリスは能力値を非常に低く設定されてたみたいで（まぁ、実際の神話でも出撃するごとに大おお怪け我がをして帰ってくる、貧弱な坊やとして描かれてるけど）、迂う闊かつに動けなかったみたい。


    　呪々は盟主だから、倒されて『ご神体』を奪われたらお終しまいなわけ。だから、身を守る必要があったの。


    　パリスは名前を変えて隠れて暮らしていた──という設定から、どうやらちがう人物に成りすます能力を得ていたみたいで、最後まで逃げ隠れしていたようね。


    　ふん、卑ひ怯きよう者ものの、『月つく読よみの巫み女こ』にはお似合いよね。


    



    ■⑤『孤独な予言者カサンドラ』＝月読鎖さ々さ美み


    【神話での立ち位置】カサンドラはパリスの血縁者よ。未来を見通す予言者としてのちからを与えられたけど、神に呪のろわれてしまったせいで、それを誰にも告げることができなかったの。


    　トロイア戦争のあとはアガメムノンの妻となって、『戦利品』としてお持ち帰りされてしまうわ。その後、『魔王の娘エレクトラ』と関わったりしていろいろ昼ドラ展開みたいなのがあるのだけど、トロイア戦争には直接の関係はないわね。


    【『現代のトロイア戦争』での役目】『重要な情報を得ているのに、誰にも伝えられない』というカサンドラの立ち位置は、そのまま今回の鎖々美さんに適合するわ。


    　彼女は、あたし──敵として設定された『アカイア勢力』の盟主のいちばんそばに転送されて、その行動のすべてを見聞きできる立ち位置になったのだけど、そのことを誰にも伝えられなかった。ゲームのなかに参加できなかったの。


    　まぁ、あたしがその立場に同情してやって、下僕として使ってやったから──少しはゲームの内容に関われたわけだけど、本来は何もできずに見ているだけになったはずだわ。


    　コントローラでたまに魔王を動かせたのは、アガメムノンと結婚してその趨すう勢せいをすこし左右できる立場になったから、かしらね……。


    



    ■⑥『囚とらわれの姫ヘレネ』＝ミッちゃん（仮）


    【神話での立ち位置】『運命の王子パリス』は「いちばん美しい女神」としてアフロディテを選び、この世でいちばんの異性を妻として与えられるの。それがヘレネ──でも、彼女は『アカイア勢力』の有力者、弟王メネラオスとすでに結婚していて、つまり人妻で、彼女を寝取られたメネラオスはギリシア全土から英雄を召集し、ヘレネを取り戻しにいくの。


    　これがトロイア戦争の発端ね。


    　ヘレネ自身はとくに何もできない、美しいだけの女だけど、ある意味では──彼女をどのように運用するかによって未来が激変する、重要な存在ともいえるわ。


    【『現代のトロイア戦争』での役目】あたし、こいつのことよく知らないのだけど。だから詳しくは語れないけど、そもそも何で名前が（仮）なのよ。ふざけてるわ。


    　ともあれ、呪じゆ々じゆは戦争の引き金になった『囚われの姫ヘレネ』を『アカイア勢力』に返却し、争いを回避しようとしたみたいね（偽善者！）。けれど戦争が発生しなかったら、黒幕は困っちゃうから、黙殺したみたいだけどね。


    　神話においても、ヘレネを返還することを条件に和平をしようと、『トロイア勢力』のものは考えるのだけど──交渉が決裂して結局戦争になったから、運命どおりともいえるかしら。
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    　ねぇパパ、見てのとおり──誰も彼もが役目に縛られ、運命っていう腹立たしい枠組みのなかで右う往おう左さ往おうするしかなかったのよ。


    　斯か様ように役目とか運命とか、つまりお約束をやたら大事にするギリシア神話がすべての下敷きになっていて、あたしたちはそれに逆らうことができなかった。


    　邪や神がみ三姉妹だって、力で横車を押すのが当たり前になっていたから、自分たちよりも強大なギリシアの『神々』に構築された世界観では、萎い縮しゆくし、圧殺されるしかなかったの。


    　それならそれで、運命に従いながらも裏道を探す──巧うまいやりくちが、あったはずなのに。


    　手をこまねき、慌あわてふためいているうちに、すべては終わっていたわ。


    　ねぇパパ、あたし悔しいの。

  



  
     第八話／プシュケの涙


    



    　揺れる船のうえだ。


    　船に刻まれた名前は『アルゴー号』。


    　ゲームのルール上、まだ『イタカ島』から出られない希のぞ美みちゃんと別れて、わたしたちは『トロイア勢力』の領地に海路で向かっている。


    　トロイア戦争の行程に従って、『アカイア勢力』と『トロイア勢力』の交渉、話しあいが催もよおされるらしいのだ。


    　そこに向かえば、『トロイア勢力』の盟主であるお母さんや、『トロイア勢力』に所属している（と映像で確認した）つるぎたちと合流できるかもしれないし。


    　希美ちゃんにずっと保護されていれば安全なのかもしれないけど、流されるまま、守られるまま、ただ座しているのを情雨じようちゃんが嫌いやがったのだ。


    　お母さんとの会話で、何か思うところがあったのかもしれない。


    　わたしはほとんど情雨ちゃんに引きずられているだけだが、今は運命共同体だし──お友達だと、わたしは思ってるから。


    　せめて寄り添い、支えたかった。


    　潮風に吹かれ、遠ざかっていく陸地と、無限の大海原を眺める。


    「船って、すてきだね。もちろん、実際には乗ってないんだけどさ」


    　人心地ついて、足を投げだしたわたしは、のほほんと。


    「ずっと引きこもりだったから、こういうの、何だか楽しいよ」


    「世界中を回っていたあたしとは、正反対ね。船なんか、あたしは飽き飽きだけど」


    「そうだね」


    　同じく弛し緩かんした姿勢の情雨ちゃんに、微ほほ笑えむ。


    「ねぇ情雨ちゃん。到着まで時間があるみたいだし、いろんな話をしようよ」


    「ええ。鎖さ々さ美みさん、あたし何だか楽しいわ。よくわからないし、癪しやくに障さわるけど、こういうの──悪くないわ。何でも言いあえる相手と、大冒険、みたいな……あ、あれ？」


    　わたしを見て、情雨ちゃんが怪け訝げんそうに。


    「ど、どうしたの？　顔色が真っ青よ？」


    「ぎぼぢわるい」


    「え？　え？　船酔い？　あなた実際には船に乗ってないのよ？」


    「揺れるＣＧとか景色が何か……あと昨日あんまり寝れなくて体調が……」


    「ちょっ、鎖さ々さ美みさん、ど、どうしたらいいのっ？」


    「う、うう、揺らさ──ないで、ごめん、情雨じようちゃ……離れ、う、うえっ、えええええ」


    　久しぶりに、わたしはげろった。
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    　船酔いはしばらくつづき、間断なくつづく吐き気と酩めい酊てい感かんに、わたしの意識は朦もう朧ろうとする。


    　気がつくと、柔らかなベッドに寝ころんでいた。


    　場所は情雨ちゃんの部屋から移動していない。


    　だからここは、情雨ちゃんのベッドだ。


    　昨日は自分で占領してしまったのに、今はわたしがここで寝るのをゆるしてくれたんだ。


    　かたわらを見ると、雑ぞう巾きんで床を拭ぬぐっている情雨ちゃんの、ちいさな背中が見えた。


    　彼女がわたしと同い年の、まだ子供だということを思いだす。


    　そんな彼女が世界とか神様とか、そんなふうなものに人生を翻ほん弄ろうされて──。


    「気がついたの？」


    　視線を敏感に察して、情雨ちゃんが振り向いた。


    　そのときにはもう強く誇り高い、いつもの情雨ちゃんだった。


    「あなたね、何なのよ。いいかげんにしなさいよ。ちょっとは役に立つかと思ったのに、けっきょく迷惑ばかりかけてるじゃない。何もできないならそう言いなさいよ、最初からそういう存在として扱うから」


    「ごめんね……」


    　混じりっけなく正論だったので、わたしは落ちこむ。


    　どうして、わたしっていつもこうなんだろう──。


    「ちょっとでも、情雨ちゃんのこと手助けできるはずだったんだ。わたし、だめだね……。いつもこうなんだ、がんばろうとすると。巧うまくいかなくて、みんなの邪魔してばっかりで」


    　そして、不用意な言葉を。


    「情雨ちゃんみたいに、何でもできるひとが羨うらやましいよ」


    「馬鹿にしないで」


    　情雨ちゃんは、大事なものを汚けがされたような表情で。


    「あなたはいつも口先ばっかり、ほんとに努力したの？　がんばったの？　そうじゃないでしょう、いつも逃げてばかり──諦あきらめて、他人のお情けに縋すがってばかり。苛いら々いらするのよ、あなたみたいなの」


    　真まっ直すぐな視線には、曇りがなかった。


    　その眼光と言葉が、わたしに突き刺さる。


    　でもそれは痛みをともなうものではなく、何だか、励まされてるみたいだ。


    「あたしは、いつだって努力してきたわ。あんたみたいに無力で、痩やせっぽちの子供でしかなかったから、だけどそのままじゃ奪われるだけだったから──痛いことも苦しいことも呑のみこんで、今日までがんばってきたのよ」


    　胸に手を当て、褒ほめてほしがる子供みたいに、必死に。


    「しっかりしなさいよ。あんたの存在を知ったとき、あたしは嬉うれしかったのよ。ええ、きっとあたしの宿敵なんだ。あたしと同じぐらい苦しんで、切せつ磋さ琢たく磨ましている、運命の相手がいるんだって──だから、お願いだから『ごめんね』なんて言わないで。足りないと思うなら、がんばりなさいよ。宿敵のあんたがそんなじゃ、張りあいがないのよ」


    　やっぱり、わたしを鼓こ舞ぶしてくれてるみたいだ。


    　微ほほ笑えむ。


    　このひとのこと、わたしは嫌いになれないの。


    「でも、ごめんね」


    　時計を見ると、もう深夜だ。


    「ベッド、占領して。情雨じようちゃんだって、眠いでしょう」


    「いいわよ、昨日はあたしが独り占めしたんだから。これで公平でしょ？」


    　情雨ちゃんはそっぽを向いて。


    「それに、これでもあんたには感謝してるのよ。こんな空間に独りで取り残されて、すこし心細かったの。昔のこととか思いだしちゃってさ……。あ、いや。ちがうの、忘れて。寂しかったわけじゃないのよ」


    「うん」


    　せめて、ぬいぐるみの代わりにでもなれればいい。


    「何もできないけど、そばにいるよ」


    　情雨ちゃんは明後日あさつてのほうを眺めたまま、ちいさく「こくん」と頷うなずいた。


    「ゆっくり、眠りなさい。今日は、それがあなたの役目よ。ただ、勘違いしないでよね。敵に塩を送るだけなんだから」


    「うん、ありがと情雨ちゃん」


    「『ありがとうございます、ご主人様』でしょう？」


    　こちらを見てそう言った情雨ちゃんは、穏やかに微笑んでいた。
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    「鎖さ々さ美みさん！　鎖々美さん！」


    「んあ……」


    　身体からだを激しく揺さぶられる。


    　薄目を開くと真っ暗で、わたしは寝返りをうち、むにゃむにゃと不ふ明めい瞭りように呻うめく。


    「うーん……もうちょっと寝かせてよお兄ちゃん、わたしの言うこと聞かないとまたワインオープナーでお兄ちゃんのあれを──うふふふ♪」


    「寝ね惚ぼけてんじゃないわよ！」


    　容赦なく髪の毛を引っぱられ、わたしの意識が覚かく醒せい。


    　飛び起きると、横に不安そうな情雨じようちゃんが、わたしの袖そでをつまんでいる。


    　わたしはよだれを拭ぬぐうと、状況が理解できないまま。


    「ど、どうしたの？　何があったの？」


    「これ！　これ見て！」


    　情雨ちゃんに促うながされるまま視線を向けさせられた先は、パソコン画面である。


    　さっきまでは『アルゴー号』船室のベッドに、ちょこんと魔王が腰かけていたけど──。


    　そんな魔王の周囲は、ものすごい桃色をしていた。


    「うわ、何この不思議空間」


    「あのね、鎖さ々さ美みさんが寝てるうちにこのゲームに慣れようと思って、あちこち触ってみたんだけど。変なボタン押しちゃったのかなあ……」


    　情雨ちゃんが泣きそうである。


    「こ、こんなふうにするつもりなかったんだから！　どうにかしなさいよ！　あたし悪くないんだから！」


    「わ、わかった──わかったから揺すらないで、うぷ」


    　だいぶマシになったけど、まだ船酔い（？）っぽいんだから。


    　とりあえず洗面所で顔を洗ってくると、情雨ちゃんのとなりにぽてんと腰かけて、すっきりしない気分で画面を見つめる。


    「えっと、今何時？」


    　眠ってるわたしに配慮してくれたんだろうけど、電気を消すと外から光が入ってこないぶん（この部屋の窓とカーテンは開かないのだ）、真っ暗すぎる。


    「わかんない、でも鎖々美さんが寝てからそんな時間は経ってないはずだわ。たぶん、午後十一時ぐらいじゃないかしら」


    　もうだいぶ眠いわ、と欠伸あくびを噛かみ殺す情雨ちゃんである。


    　何だか心細いみたいで、わたしの服の袖をつまんだまま。


    　だいじょうぶだよ、と無根拠に頭を撫なでたくなってくるけど、そういうことしたらきっと怒るだろうし──わたしはとりあえず、コントローラで魔王を操作しようとして。


    　瞬間だった。


    　輝きが画面から放射された。


    「わっ」


    　目を細めるわたしと、「何？　何なの？」と怖がって縋すがりついてくる情雨じようちゃん。


    　いったい何事!?


    　ぴかぴかした輝きのなか、画面の上のほうに何者かが出現する。


    



    「れでぃいいす！　えぇええええんど！　じぇんとるめぇえええん！」


    



    　全身から光を放射しているので、シルエットにしか見えない。


    「ふはははははー！」


    　謎なぞの人物は高らかに笑いながら、宙に浮かんだまま魔王を傲ごう然ぜんと見下ろしている。


    「まさか安全に、何の波乱もなく目的地まで到着できると思ったか!?　ギリシア神話の旅路には苦難がつきもの！　とくに船での旅行だと必ず沈没あるいは災難に巻きこまれて大騒ぎ──みたいな展開になるのだ！」


    　だんだん、目が慣れてきた。


    「この船の命運は、おまえらが無事に試練を乗りこえられるかにかかっている！　ここで引きかえすつもりがないのなら、このスピンクスの繰りだす難題を見事──突破するがいい！」


    　すぴんくす？


    　謎単語を聞いて戸惑うわたしに、情雨ちゃんが待ってましたとばかりに解説してくれる。


    　自分が知っていることを話すことで、安心するみたい。


    「スピンクス──エジプトのピラミッドを守護している巨大なやつが有名だけど、それはエジプト神話における伝説上の怪物で、ギリシア神話の解釈ではもっと小型なの。だいたい中型犬ぐらいのおおきさで、獅し子しの身体からだに鷲わしの翼、人間の女性の顔と乳房をもつのよ」


    「そのとーり！　どうだ、まさにスピンクスだろ！」


    　光が薄れて、見えたのは──。


    　何か、張りぼてっぽい翼を背中につけた、ライオンの着ぐるみだった。


    　中身は、ちいさな女の子だろう。


    　顔の部分だけ、可愛かわいらしい顔が露出している。


    　ていうか、得意満面に「えっへん」しているその顔はどう見ても……。


    「あの、つるぎ？」


    　その名を呼ぶと、謎のコスプレをしているつるぎは「ななな何のことかな!?」と動揺した。


    「あたしはスピンクス！　ギリシア神話でいちばんのエンターテイナー！」


    「とにかく」


    　もうだいぶゲームに慣れてきた情雨ちゃんが、腕組みをして。


    「あんたの出す試練とやらを突破しないと、先に進めないってことね」


    「な、何でそんな──せっかく再会できたのに、どういうことなの？　何があったの？」


    「こっちにも事情があんだよ」


    　動揺するわたしに、つるぎはそっぽを向いて。


    「安心しな、身内相手に酷ひどいことはしねーからさ──試練も、かんたんなやつを用意してやるから。そんな顔すんな、あたしはおまえの味方だよ」


    「そ、そうだよね」


    　そんな易やすい言葉に、かんたんに機嫌を戻すわたし。


    　ただ、情雨じようちゃんの表情は渋い。


    「邪や神がみつるぎ──あんなだったかしら？　何か、混ざってる……？」


    「とにかく！」


    　つるぎが手をぱんぱんと叩たたいて、自分に注目させる。


    「さっそく試練を始めるぞ！　安心しろ、ふたりで協力してもいいからな！」


    「ふん、馬鹿にしないで。ひとりで充分よ」


    　うん？


    　つるぎ、こっちにわたしと情雨ちゃんの二人がいること──何でわかったの？


    「あなたは見てなさい、鎖さ々さ美みさん。どんな試練でも、この蝦え怒ど川がわ情雨が乗りこえてやるんだから。さぁ、どんな無理難題でもだしなさいよ！」


    「そんな！　わたしも船酔いで迷惑かけたぶん、恩返しするよ！」


    「健けな気げね、そういう忠実な奴ど隷れいは嫌いじゃないわよ」


    「じゃ、じゃあわたしを好きってこと──えへへ、お友達、ふたりめ……」


    「うにゃ!?　急に抱きついてくるな！　ていうか、なつくな！　あたしたちはライバル！」


    　画面に向き直った情雨ちゃんに、つるぎが不敵に笑って。


    「いしししっ。んじゃ試練の内容を説明してやるぞ」


    　可愛かわいらしい着ぐるみのまま、ふわふわの丸いお手々を振りあげて。


    「題して、『プシュケの試練』！」


    　あくまで楽しそうに。


    「プシュケはギリシア神話のシンデレラと謳うたわれる、切なくも甘い恋物語の主人公だ！　彼女はその美しさを妬ねたまれ、女神に過酷な試練を与えられる！」


    　なるほど、今の状況にぴったりだ。


    　女神であるつるぎに、試練を与えられる──情雨ちゃんもわたしも美少女だし……。


    　うんうん頷うなずいていると、つるぎが両手を挙げる。


    「神話において、プシュケに与えられた試練は四つ！　そのすべてを突破してもらう！」


    「激しく面倒だけど。課題とかそういうのは得意だわ──受けて立ってやるわよ」


    「いい度胸だ」


    　つるぎは悠ゆう然ぜんと微ほほ笑えみ、声高らかに。


    「では、第一の試練！　『穀こく物もつの選別』！　倉に大量に保管されていた穀物を、ひと粒ひと粒選よりわける！　でもまぁ、そんなのは地味すぎてつまんねーからな──ちょっとだけゲームっぽくしてやったぞ！」


    　言葉と同時に、ぶにょんと。


    　謎なぞ空間に、奇妙な物体が落ちてくる。


    　人間の頭ひとつぶんぐらいのおおきさの、ゼリー状の物体である。


    　四つぐらい連結しており、ふわふわと落下し、地面で止まる。


    　そうすると、また次のものが落ちてくる。


    「何よ、これ」


    　魔王を操作してぷにぷにを触り、情雨じようちゃんの産うぶ毛げが逆立つ。


    「ひっ──冷たいわ、これ。むぐ、食べられないみたいね」


    「食べようとする情雨ちゃんがすごいけど、ちょっと、どんどん落ちてくるよ！」


    　気がついたら、周りがぷにぷにで埋め尽くされている。


    「あれ、魔王が操作できない。十字ボタンを押しても……」


    　魔王がその場に眠りこけて、情雨ちゃんは血の気を失う。


    「さ、寒い──このまま凍死させようってんじゃないでしょうね？」


    「情雨ちゃん。わたしが温めてあげる、けっして他意はないよ！」


    　抱きつくと、ほんとにやばいらしく、情雨ちゃんは抵抗せず受けいれてくれる。


    「んー……鎖さ々さ美みならこの状況を見ればルールがわかると思ったけど、それも不親切か、ちょいとヒントを与えてやるぜ」


    　安全な空中に避難して、つるぎがぷにぷにを動かす。


    「同じ色のこいつを、四つ集めると──」


    　ぴこんっ♪　と音がして、それは消滅する。


    「これを繰りかえせばいい。魔王が動かせなくなる代わりに、落ちてくるこいつは回転させたり、ある程度は動かせるようになってるからな。ゲームオーバーの基準もゆるいぞ、この魔王と感覚を共有しているそっちのおまえが体温を失い、命を落とすまで。究極の落ちゲーってわけだよ、まぁ──せいぜい楽しめ」


    　ふだんのつるぎとはちがう、陰湿な笑顔を浮かべ、彼女の姿が消える。


    　その言動にどうにも不満で、わたしは「つるぎ！」と呼びかけたが、もう遅い。


    「と、とにかくっ。このまま凍え死ぬなんて嫌いやよ、これを動かせばいいのよね」


    　ぽちんっ、ぽちんっ、とボタンを押して、情雨ちゃんががんばってる。


    　だけど不器用っていうか、慣れてないのか、色ちがいが積み重なっていくだけ。


    「ひいいっ」


    　寒すぎるのか、我わが身を抱いて俯うつむいちゃう。


    　ていうか──。


    「こ、こういうゲーム見たことあるよ！　わたし、得意だから！　１０００時間ぐらいやりこんだから！　代わって？」


    「は、はぁ？　これは、あたしの勝負なのよ！　邪魔しないで！」


    　情雨じようちゃんは意地を張って、でも指先がかじかんでるのか、ボタンを押すのもおぼつかない。


    　わたしは「もうっ！」と叫ぶと、情雨ちゃんを真正面から見据えて。


    「ちょっとは信用してよ！　わたし、たしかに何もできないけど──情雨ちゃんのこと裏切ったりしない、全力で助けるから！」


    「何で？　あたしたちは敵なのよ！」


    「そんなの誰が決めたの？　情雨ちゃんのわからずや！」


    　胸に手を当てて、必死に訴える。


    「わたしたちの親が何をしたのかなんて、わたしたちに関係ない。親同士が殺しあったとか、敵だったとか、そんなどうでもいい運命に屈くつするの？　蝦え怒ど川がわ情雨ちゃんはそんなものに操られて、負けて、抗あらがうこともできない弱虫なの？　この意気地なし！」


    　叫ぶと、情雨ちゃんは「はっ」として顔をあげ、ぷるぷると肩を震わせる。


    「何よ何よ、勝ち逃げするつもりね。鎖さ々さ美みさんには、わからないわよ。それだけなの、あんたがくだらないと思うものを──それだけを支えにして、今日まで生きてきたのよ！　今さら否定されたって……！」


    「じゃあ、新しい生きがいを、目的を、わたしがいっしょに見つけるから」


    　巧うまく言えないけど。


    「ひとりで抱かかえこまないでよ……」


    　それは、とても寂しいこと。


    　体温が届く距離にいるのに、いないことにされるのは。


    「おぉい、呑のん気きにお喋しやべりしてていいのか？」


    　姿を消していたつるぎが、戸惑いながら。


    「このままじゃ、よくて凍死。悪くてこいつらに潰つぶされて圧死だぞ？」


    「うるさいよ、今大事な話してるんだから」


    　わたしはコントローラを無造作に握りしめると、ボタンを連打。


    　こんなことしかできない、わたしだけど。


    　情雨ちゃんが世界のどこかで泣きながら、血にまみれながらがんばっていたとき、ひたすら時間を浪費していたわたしだけど。


    　傷だらけの情雨ちゃんよりは、元気だから。


    　ここは、任せてほしいの。


    「すごい……」


    　情雨じようちゃんがぽつりとつぶやく。


    　画面内では、次々とぷにぷにが消えていく。


    　三連鎖、四連鎖、五連鎖……とまらない。


    　こんなこと、人生の役には立たないけど。


    　積み重ねてきたわたしの無駄が、ほんの一瞬でも情雨ちゃんを救えるなら。


    　尽くしたかった。


    　奴ど隷れいとご主人様だからじゃない、きっと理解しあって、支えあえると信じてるから。


    　がんばって、がんばって、がんばって。


    　何の意味もなかった、むかしのわたしみたいな彼女と。
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    　気がつくと、画面内のぷにぷには完全に除去されていた。


    「ふん、これ以上つづけても無意味だな──」


    　つるぎは何だか忌いま々いましそうに、宙に浮かんだまま。


    「じゃあ、第二の試練だ！　『凶暴な羊から金色の毛皮を刈りとる！』──基本的に可愛かわいらしいプシュケの試練において、唯一なんだかバイオレンスなやつだぞ！　死んでも怨うらむなよ！　んじゃあ、羊ちゃんカモン！」


    　彼女が右手を挙げると、同時に空間に威圧感。


    　ちいさな魔王のそばに、いつの間にか。


    　わたしの知ってる羊とちがう、ちょっとした象ぐらいのおおきさのある獣が鎮ちん座ざしていた。


    　草食動物とは思えない、ぎざぎざの牙きば。


    　相手をたやすく突き殺すだろう、獰どう猛もうな角つの。


    　身体からだにまとった毛皮は金色で、目に痛い。


    　唸うなり声をあげながら、よだれをボタボタ垂らし、こちらを見据える羊に──。


    「ひ、ひいっ」


    　わたしが怯おびえてるうちに、獣は突進してきた。


    　呆あつ気けなく魔王が角で突きあげられ、そのまま串刺し──にはならなかったけど、謎なぞ空間のなかを派手に転がる。


    「痛ぁぁあい!?　ちょっと鎖さ々さ美みさん、すこし感心したと思ったらこれなの!?　ちゃんとやりなさいよ、馬鹿ぁ！　痛みはこっちにくるんだから！」


    「ご、ごめん。わたし、基本的にのんびり屋さんだから、アクション苦手なんだけど」


    　動揺しながらも、がんばってボタン連打。


    「ど、どうすればいいの？　助けて情雨じようえもん！」


    「『えもん』って何よ。ときどき、鎖さ々さ美みさんの発言はわからないわ。でも──安心なさい、基本的にプシュケの伝説は可愛かわいらしくて、血の気の少ないものなのよ。ギリシア神話には珍しいぐらいに。たしか、この金毛の羊はうつくしい歌を聞くと眠りこんでしまう……」


    「そのとーり！　今回の試練の題材は歌だ！　歌え、おまえら！」


    　つるぎが叫ぶと、同時に。


    　急に画面が輝きを放ち、ごとん、とわたしたちのそばに何かが落ちる。


    　見ると、それはカラオケ店などに常備されているというマイクだ。


    　同時に部屋中にすさまじい音量で旋せん律りつが流れ始める。


    　羊はやけにおとなしく、わたしたちの様子を眺めている。


    「これはっ……えっと」


    　情雨ちゃんが立ちあがって、どたばたとアニメ雑誌を持ってくる。


    「この歌よ、今流行してるのよ。クラスメイトとかと、カラオケで歌ったことがあるわ。そんなに難しくないわよ、これは勝てるわね！」


    「え？　え、情雨ちゃんってやっぱりリア充──あの、じゃあ情雨ちゃんが歌って！　わたし、よく知らないしこれ！」


    「でも、これアニメとかの主題歌だって話よ、あなたそういうの詳しいんでしょ？」


    　実のところ、この歌のことは知っていた。


    　つるぎが、わたしと情雨ちゃん、ふたりの既知の曲を選んでくれたのだろう。


    　でも、つるぎ──画面を越えて、こっち側に『改変』を起こしたよね？


    　ちょっと混乱してて考えられないけど、それって何だか引っかかるというか……。


    「それに、あたしカラオケだけはだめなの」


    　情雨ちゃんがしょんぼりする。


    「けっこう練習したし、楽しいから好きなんだけど──あたしが本気で歌うと、みんな失神してしまうの。あんまりにも上手すぎて、人間には堪たえられなかったということかしら？」


    「え、情雨ちゃんそういうキャラなの？　何で？　性格がジャイ＊ンだから？」


    　情雨ちゃんのちょっとした弱点を知ってしまった。


    　好きなのに歌が苦手とか、ふふ、可愛い──じゃなくて、つまり。


    「あんたが歌うのよ、鎖々美さん。だいじょうぶ、あたしが指導してあげる。ほら、もうイントロが終わっちゃう。マイクの電源いれて。ああん、そこじゃないわよ」


    　マイクの準備をして、手渡される。でも、でも……。


    「あのっ」


    　顔を真っ赤にして、わたしは俯うつむいた。


    「ごめんっ、人前で歌うなんて無理っ。そんなリア充みたいなこと二万年早いよっ」


    「何よ、たかが歌じゃない。どうして照れるのよ、気安く抱きついてくるくせに」


    「それとこれとは羞しゆう恥ち心しんのベクトルがちがうよう……」


    「んもう、しっかりしなさい！　何であなたは肝心なときにいつもそうなの？」


    　ぷんすか怒りながら、情雨じようちゃんがわたしの手のひらを握ってくれる。


    「安心しなさい、あたししか見てないわ。それとも、あたしには恥ずかしいところは見せられない？　その程度の、浅い関係ってことね──さっきの言葉、ちょっとはあたしの心に響いたのよ。ひとりで抱えこまないでってね」


    　その瞳ひとみにあるのは、鮮やかな輝き。


    　その光を、喪うしなっちゃいけないと思った。


    「なのに、そのざまは何よ。がっかりよ、口先だけなのね。あんたは上から手を差しのべるだけで、自分の弱みは隠しとおすのね。どう？　こういうふうに言われて悔しい？　悔しいなら見返しなさいよ、かっこいいところ見せなさいよ、期待してるのよ──」


    　情雨ちゃんに、手を握られたまま、ここまで啖たん呵かを切られて。


    　なおも逃げちゃうなら、わたしはだめすぎる。


    　生なま唾つばを呑のんで、マイクを握りしめた。


    　歌はもう始まっているけど、取りかえせない遅れじゃない。


    　わたしはそれでも最後の抵抗感のせいで、喉のどが詰まったようになって。


    「あの、笑わないでね」


    「馬鹿にしてるの？　一生懸命なひとを笑う趣味なんてないわ！」


    　背中を叩たたかれる。


    　自然と歌声が零こぼれる。


    　情雨ちゃんがちいさな肉声で先に歌い、わたしはつづく。


    　自分の声が、おおきくハウリングする、不思議な感じ。


    「何よ、上手じゃない」


    　情雨ちゃんがむくれたので、わたしは調子に乗る。


    　胸のしこりが消えて、一歩踏みだす。


    　歌が口から零れでる。


    　情雨ちゃんが目を閉じ、上機嫌に身体からだを揺らす。


    　試練のこと、運命のこと、何もかも、この一瞬だけは消え失せる。
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    　気がつくと、あれだけ獰どう猛もうだった羊は昏こん倒とうし、眠りこけていた。


    　情雨ちゃんが魔王を動かし、金色の毛皮を刈りとる。


    　それを堂々と「どうだ！」と突きだしてやると、つるぎは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で。


    「ふん、いいだろ──第二の試練も合格だ」


    　やったぁ、とわたしと情雨じようちゃんはハイタッチ。


    　だんだん楽しくなってきた。


    　何だか、ふたりで遊んでるみたい。


    　もしかしたら、つるぎは──情雨ちゃんとお友達になりたいわたしの気持ちを汲くみ取って、こんなふうな試練を与えてくれたのかも、とすら思ったけど、間違いだった。


    「んじゃ、第三の試練だ。『生命の泉から水を汲くんで、飲む』。これは簡単だぞお」


    「生命の水って何よ、どこにあるのよ」


    　情雨ちゃんが強気に問いかけた。


    「たいていの毒なら、あたしには効かないわよ。鍛きたえてるもの」


    



    「うん、だいじょぶ毒じゃないよ。ただその、具体的に言うと……おしっこだ」


    



    「何ですって」


    　目を見開く情雨ちゃんに、つるぎが満面の笑顔で言い放った。


    「おしっこを飲んでくださーい、どっちがどっちの放尿を受けとめてもいいぞ。あたし的にはどっちでもご褒ほう美びだから！　さぁ、レッツ飲尿！　健康にいいらしいぞ！」


    「かつてなく最低だな！」


    　わたしはドン引きしてから、情雨ちゃんと互いに目配せする。


    　顔が熱くなる。


    　え？　何？　マジで？　冗談じゃなくて？


    「ふふ～ん♪」


    　つるぎが得意満面に。


    「いいんだぜ、べつに──無理に試練をこなさなくても、ずっとこの空間にいればいいじゃねーか。どうせ、おまえらが何しようと『現代のトロイア戦争』の流れは変わらねーよ。だったら、おとなしくしてたほうがいい」


    「何でそんなこと言うの？」


    　違和感は限界にまで膨ふくれあがる。


    　だって、いつものつるぎなら、こんなことは言わない。


    　たしかに、彼女はわたしを守ってくれる。


    　でも、ただ甘やかすだけじゃないんだ。


    『がんばれ。ただし、無理だけはすんなよ』って、それが彼女の教えだと思っていた。


    　わたしのできるかぎりで、がんばらせてくれる。


    　それを邪魔する何もかもを、吹き飛ばしてくれる。


    　はるかな空から地上を照らす太陽みたいに、見守ってくれる。


    　それが、つるぎだったはずなのに。


    　哀かなしくて、何がなんだかわからなくて、わたしは情雨じようちゃんのスカートに頭をつっこむと。


    「じゃあ、そういうことで」


    「『そういうことで』じゃないわよ！　きゃー！　きゃああーっ！　何で抵抗感ないのあなた！　ていうかそんなところに顔つっこんでもでないわよ！　はなれて変態！」


    　おや、おかしいな──けっこう情雨ちゃんの好感度は稼かせいだ気がしたから、この程度の行為はだいじょうぶな気がしたけど。


    　フラグがへし折れた音がしたよ。


    「情雨ちゃん、聞いて」


    　わたしはスカートのなかで、暴れる情雨ちゃんのおてんばな太ふと股ももに挟まれたまま。


    「何かがおかしいと思うの、いつものつるぎじゃない──わたし、何が起きてるか確かめたい。今回は、何もかもがふだんとちがうから。終わってから『あのときこうしておけばよかった』って、後悔したくないの。最善を尽くしたいの、わかって情雨ちゃん……」


    「わかるもんか！　はなせ！　ひゃん、どこを押してるのよ！」


    「いや刺激を与えたらでるかなって……」


    「馬鹿ぁっ！　変態！　ウジ虫！　信じてたのに！　やめて、そんなパパも触ったことがないところを指でいじるのやめてよ！　やだぁああああ！」


    　頭をばんばん叩たたかれる。


    　なんだか興奮してきたよ。


    　けれど、脳を刺激されてふと、名案が浮かんだ。


    　わたしはスカートから顔をだして、「ひぐっ……ぐすっ……パパぁ……」と顔を両手で覆おおって啜すすり泣いてる情雨ちゃんに、ぽつりと言ってみた。


    「あの、つるぎは尿にこだわってたけど、考えてみたら体液だったら何でもよかったりしないかな。ちょっと、試してみていい？」


    「何よ、もう。どうでもいいわよ、死ねばいいのよ」


    　ぐすんぐすんしている情雨ちゃんのほっぺに、吸いついた。


    　塩辛い、涙の味。


    　情雨ちゃんがびくっとして、肩を震わせる。


    　安心させるために、頭を撫なでながら、彼女の涙を吸う。


    　女の子の涙は、おとぎばなしでは死者すら蘇よみがえらせる、奇跡の魔法薬だから──。


    「くそっ、もう第三の試練の抜け道に気づきやがったか……」


    　つるぎが、嫌悪感を隠しもせずに舌打ちをした。


    「下手に警戒心を抱いだかれないよう、表面上は穏やかな『プシュケの試練』を選んだのが間違いだったぜ──これなら怪物と連続で戦う『ヘラクレスの十二の試練』か、延々と終わらない『プロメテウスの試練』にしときゃよかった」


    　つるぎはもはや嫌悪感を隠しもせずに、暗い表情でこちらを睨にらみつけて。


    「いいだろう、第三の試練は合格ってことにしといてやる。ただし、第四の試練はおまえらには絶対に突破できない」


    　瞬間だった。


    「ギリシア神話において──プシュケは、第四の試練に失敗する。おまえらも同じだよ。冥めい界かいにある『美の箱』を手にいれたプシュケは、好奇心からそれを開いてしまう。ギリシア神話には何度もこんなモチーフが繰りかえされる、要するにだ、余計な好奇心はもつなってことだよ……。ただの、人間ふぜいがよ」


    　部屋に、何かが充満してくる


    　もやもやとした、画面のなかの謎なぞ空間そのものの──桃色の気体。


    　睡魔が押し寄せて、意識がもうろうとして。


    「美しく眠れ、眠り姫みたいに。プシュケみたいに。目覚めたとき、プシュケは夫の運命の恋人であるエロースに導かれ、オリュンポス宮殿に招かれ──神しん饌せんを口にして、『神々』のひとりになる。ま、そういうことだ」


    　やっぱり、違和感をおぼえる、まるで見知らぬ他人みたいな表情で。


    「運がよければ、寝て起きたら──おまえらの世界は変わってるから」


    　そこで意識が途絶えた。
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    　トロイア地方に辿たどり着いたのは、深夜だった。


    　月明かりが照らす港に停泊した『アルゴー号』から、乗組員たちに混じって、魔王がぽてぽてとでてくる。


    　夜風に吹かれ、その毛皮が波打っている。


    「ひ、酷ひどい目に遭あった……」


    「こっちの台詞せりふよ。あんなのが『最高神』ですって？　この国はどうかしてるわ」


    　わたしと情雨じようちゃんはそんな愚痴を吐きながら、魔王を操作する。


    　つるぎの『プシュケの試練』によって、わたしたちは多大に時間をロスしていた。


    　眠りこけてしまったのである。


    　何日間寝入ってしまったのか、相変わらず日付の感覚がないからわからないけど──たぶん、『強制イベント／トロイア戦争開幕』まで、時間はもうあまり残されていない。


    「ここがトロイア地方──」


    　魔王が周りを見回し、景色を観察する。『イタカ島』とかに比べて、だいぶ質素だ。


    　背の低い山々。


    　広大な土地に、田園。


    　ぽつんぽつんと存在する住居。


    　遠くのほうに、恐ろしく高い城壁に囲まれた、たぶんトロイアの主城が鎮座している。


    　建物は木造の藁わら葺ぶき屋根で、怖こわ々ごわとこちらを見ている通行人は帯おび紐ひもで締めた浴衣ゆかたみたいな服装をしている場合が多い──所持しているのは、反りのある刀など。


    「何か、どことなく和風だね」


    「トロイア地方はアジアに接しているのだもの、その文化が流入してるんでしょ」


    「実際、日本は多神教だし──多神教を応援する日本の神様は、多くがこっちに協力してるんだろうね。何か、神様の濃度が濃いというか、懐かしい感じがするよ」


    「ギリシアだって多神教のはずなのに、何で勝者として一神教を名指ししたのかしら。これは、月つく読よみ呪じゆ々じゆも言ってたけど──考えれば考えるほど、変ね」


    「情雨じようちゃんは、一神教が支配する世界を目指してるんだよね？　どうして？」


    「あたしに宿った『神霊』の能力が、それを求めるからよ。『どうして？』って聞かれても困っちゃうわ、これはパパがあたしに託してくれた夢であり願いなの、死者の望みを叶かなえたいなんて──傍はたから見たら、馬鹿げてるかもしれないけど。パパを愛してたの……」


    　暗い雰囲気を払ふつ拭しよくするみたいに、情雨ちゃんはわたしを見た。


    「あなたの父親は、どんなひとなの？　興味があるわ、あの月読呪々と添い遂げるなんて、えらく度胸がある男よね？」


    「え？　お父さん？　だめ人間だけど？」


    「即答ね。しかも酷ひどいこと言うわね」


    「何か最近さらに人間のくずになってきたよ。自動販売機の下に小銭がないか探している父親に会って、『あ、ささみ！　金貸してくんない？　倍にして返すから、パチンコで！』って言われたときの気分は、情雨ちゃんにはわからないよ。こないだお母さんに会いにいったら、『わたしはごみです』って貼り紙つけたお父さんがトイレ掃除してたし」


    「あははっ」


    　情雨ちゃんが、珍しく声をあげて笑った。


    　いつも、しかめっ面なのに。


    「何だか羨うらやましいわ、そういうの」


    「そう？　あのひと見てると死にたくなるんだけど？」


    「それでも、生きているんだから。それは、素敵なことだわ。わたしだって、パパのぜんぶが大好きだったわけじゃない。喧けん嘩かもした、怖くもあった。でも大好きだった──永遠に喪うしなってから、ようやく気づいたの。愛していたんだって、もう遅かったけれど」


    「そういえば、聞いていいかわからないけど、情雨じようちゃんってさ」


    　ずっと引っかかっていたのだけど。


    「お母さんって、どうしてるの？」


    「知らないわ」


    　情雨ちゃんは素そっ気けなかった。


    「顔も見たことない。名前も知らないわ。お母さんなんて、ほんとにいるのかしら。あたし、わかってると思うけど──まともな人間じゃないのよ。もしかしたら、パパが試験管で薬品を混ぜてつくったのかもね」


    　その言葉に、何も言えず身を竦すくませたわたしに、情雨ちゃんは微ほほ笑えんだ。


    「いいのよ。そういうものよ、『神々』だってそうだもの。家系が決められていて、家族がいる『神々』なんてひとにぎり。多くは、独りぼっちよ。だから、あたしたち『アラハバキ』に集まってきた、どこにも行き場がなくなった『神々』は、孤独なたましいは、お互いのパパとママになったのよ」


    「でも、情雨ちゃん」


    　これは言わなくちゃ。


    「あなたが目的を叶かなえて、この世界の唯一神になったら、あなたのパパでありママだったはずの『アラハバキ』の仲間も、消えるよ。ほんとに、独りぼっちになるんだよ。寂しくないの？」


    「平気よ、お喋しやべりすることができなくても──みんな、あたしのなかで生きつづける」


    　目を逸そらし、自分に言い聞かせるように、情雨ちゃんはそう語った。


    　でも、わたしにはそれが彼女の本心なのかわからない。


    　きっと情雨ちゃんはそういうふうに生きるように、父親に規定され、自分で望んで人生を形づくったのだろうけど。


    　ほんとに、彼女が目的を果たしたとき──。


    　その心は、人生は、報われるんだろうか。


    　他に別の未来があるんじゃないか、本人も自覚してないような。


    　ぴこんぴこん、という電子音が、会話と気持ちを遮しや断だんする。


    　驚いて見ると、画面内で、誰かがこちらに近づいてくるところだった。


    「あっ──」


    　それは、いつもと服装がちがうから、一瞬わからなかったけど。


    「かがみ！」


    　驚いて叫ぶと、それが伝わったみたいに、何やら大胆薄着のかがみは小首を傾かしげて。


    「ふにゃあ。やっぱり鎖さ々さ美みさんですか──何やら気配がしたので、見にきたのですが。えっと、どういう状況なのでしょうか。えらく霊力が弱まってるというか、他の何かと混じってるような、これは……？」


    　目を細めるかがみを、わたしは安心させたくて。


    「あ、いや。いろんな事情があってこんなことになってるけど、元気だからだいじょうぶ。えっと、蝦え怒ど川がわさんわかるよね、うちの議事長（委員長）の──」


    　事情をそれとなく伝えると、かがみは見る見る無表情になって。


    「ふぅん」


    　ちいさな声で。


    「ふたりっきりで何日も……ひとつのベッドしかない部屋で……ご飯を食べてお風呂してお喋しやべりしてゲームして……わたしがどれだけ心配したと……」


    「あ、あの。そういえば、さっきつるぎに会ったんだけどさ！」


    　不可視の圧力をびんびんに感じたので怖くなって、わたしは話題を逸そらす。


    　かがみは、当惑する。


    「姉ねえさんに？　あのひと、急にどっか行っちゃって──たまも、なるほど、お友達の希のぞ美みちゃんとやらに保護されていたのですね。すみません、どうもわたし弱体化していて、思うように動けないのですよ」


    　どうも、『現代のトロイア戦争』が始まったと同時に、かがみは純粋な『神霊』状態にまで還元されたらしい。


    　その際に彼女が受肉するときに基点としている神器『ヤタノカガミ』や肉体に宿った『炎帝カグツチ』などと切り離され、元々のかがみ自身──異国の神に呪のろわれて切り離された『最高神アマテラス』のいちぶ、となったらしい。


    「この状態では、本来の実力は発揮できません。これでも、苦労しているのですよ」


    「そういえば、あたしも淡あわ島しまさま含めて、すべての『神々』と切り離されたわね」


    　情雨じようちゃんがつぶやいた。


    　あれ、とわたしは気づいた。


    　他のすべての『神々』と遠ざかったなら、情雨ちゃんは今、純粋な人間のはずだ。


    　なのに、どうして『改変』ができたんだろ。


    　もちろん人間だって霊能力を鍛きたえれば──あれ、でも霊能力っていうのは自分の『肉体の神』を制御することで発動するものだから、つまりえっと……。


    　ともかく、今のわたしには周りを『改変』することができない。


    　ただの人間のわたしには。


    　じゃあ、情雨ちゃんは？


    　じっと見ていると「何よ」「いや、べつに」と変な空気になって、困った。


    「ま、無事でよかったのです」


    　さらりと告げて、かがみが踵きびすをかえす。


    「では、お元気で。さようなら」


    「へ？　どこ行くのかがみ、一緒に行動しようよ。せっかく再会できたんだし」


    「なぜ？」


    　声も態度も淡々としているのに、何だろう、怖いよかがみ。


    「せっかく蝦え怒ど川がわさんと仲良くやっているのですから、お邪魔してはいけませんしね──ご迷惑でしょう、勝手にやればよろしいのですよ。わ、わたしは姉ねえさんを捜していただけで、あなたのことなんて忘れてましたし」


    「そんな寂しいこと言わないでよかがみ！　あ、かがみ『魔獣使い』になったんだよね！　わたしたちモンスターだから登録できるかも！　そうしたらずっと一緒にいられるし、かがみに飼育されるとか背徳感たっぷりだし……ハァハァ！」


    「あなた近ごろ月つく読よみ先生に似てきてませんか!?　兄きよう妹だいだから!?」


    　飛びついてきた魔王が愛らしかったのか、抱きよせて、ふにゃふにゃと撫なでながら。


    「ま、まったく。仕方ないですね、駄々をこねられても鬱うつ陶とうしいので──登録してやりますから、一緒に行動しましょう。ほんとに、余計な負担ですよ。面倒きわまりないのです」


    　見ていると【カガミの所有物になりますか？　ＹＥＳ／ＮＯ】とすごい選択肢がでてきたので、迷わずＹＥＳッッ。


    「ともあれ、もう城門が閉まっているので、何が目的かはわかりませんが──町には入れませんよ。今日はこのへんで夜を明かす必要があるのです」


    「あ、かがみは『トロイア勢力』なんだよね、あちこち案内してくれる？」


    「手間ばかりかかりますね、あなたというひとは、しねばいいのに」


    　などと言いながらも魔王を抱きしめて、大事に運んでくれるかがみが、わたしは大好き。


    　ふと気づいた。


    　情雨じようちゃんが曰いわく形容しがたい表情になって、「…………」と無言でわたしを見ている。


    「な、なに？」


    　問うと、情雨ちゃんは「べつに」と立ちあがって。


    「夏祭りのときも思ったけど、ずいぶん仲良しなのね──あのときは、あたしを置き去りにしてまで、この娘このところへ行ったものね。まぁいいわ、お風呂してくるから。勝手に親しん睦ぼくを深めているといいわ」


    「う、うん」


    　な、何か怒ってる？　どうして？


    「あ、でもいちおう情雨ちゃんのこと紹介したいっていうか……」


    「必要ないわよ、クラスメイトなのよ？　それに──邪や神がみかがみも、あたしのことなんて知りたくないでしょうね」


    　どういうことだろう？
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     第九話／現代のトロイア戦争


    



    　トロイア城壁の外にある宿屋である。


    　かがみの部屋は一人部屋みたいだけど、魔王はちっちゃいので一緒にいても狭苦しくない。


    　和風のつくりで、畳たたみに襖ふすま、お茶の間にちゃぶ台と、旅館っぽい内装だ。


    　かがみはゲームを始めると同時にトロイア城壁のなかに飛ばされ、そこでしばらく活動してたみたいだけど、行方不明だったたまやわたしを捜していたのだという。


    「というか、『トロイア勢力』に所属しているかぎり、外にでることは必須のようなのです」


    　ちょこんと座ざ布ぶ団とんに正座し、お茶などいれながら、かがみが語る。


    「『強制イベント／トロイア戦争開幕』までに、できるかぎり『アカイア勢力』の妨害をして──各地の英雄を討つなり、邪魔するなりして、開戦させない。それが『トロイア勢力』の当面の目的ですから」


    　引きこもってばかりでは、安あん泰たいだけど、未来はない。


    　何せ神話においては『アカイア勢力』が勝利するのだ──その運命を覆くつがえすには、積極的に彼らの予定を阻はばむ必要があるのだろう。


    「たとえＨヒツトＰポイントをすべて失うなどして死んでも、再復活が可能ですからね。『トロイア勢力』のひとたちは比較的に、『アカイア勢力』のひとたちより復活するのが早いらしいですし──あちこちで精力的に活動していると思うのですよ」


    　そういえば、わたしもいちど死んで、再復活した──みたいな感じなんだよね。


    「あの、それって時間はどのぐらいかかるものなの？」


    「再復活ですか？　さて、そのときの損傷の度合いや死因にもよるようですが。早くて数時間、遅くて数日といったところではないでしょうか」


    　じゃあ、何でわたしは時間がかかったのだろうか。


    　目覚めて情雨じようちゃんと合流したとき、もう八月なかばだったみたいだし。


    「行方不明だった姉ねえさんが、戻ってきてはいないかと──『アカイア勢力』をあちこち巡ってから、帰ってきたところなのですよ。こうして鎖さ々さ美みさんと会えたのは、幸運だったのです」


    　などと語りながら、かがみの視線はちゃぶ台の上で、ぽてんと腰かけている魔王へ。


    　ちいさなお手々で「うんしょ」と湯飲みを傾けている魔王は、その視線に気づいて「？」と顔をあげて、それを見たかがみが「ふにゃあ……☆」ととろけた声をあげた。


    「いように愛らしいのです……♪」


    　そっと魔王を抱きあげて、頬ほおずりしてから、膝ひざの上へ。


    「ちょっと、何するのよ！」と暴れる魔王のぽってりしたお腹なかを、撫なでさする。


    「ふわっ!?」


    　感覚を共有している情雨じようちゃんはびくんってして、顔を真っ赤にする。


    「ななな、何するのよ邪や神がみかがみ！　触っていいなんて許可してないんだか──うにゃっ!?」


    　耳の裏をくすぐられ、けして痛みを与えるほど強くなく、あくまで優しい手つきで全身を撫で回されて……。


    　情雨ちゃんの目つきが、とろんとする。


    「ふわっ、んっ──くふぅっ」


    　甘い吐息が漏もれて、ふらふらと左右に揺れると。


    「むにゅ……」


    　あっさり傾いて、床に頭を預け、すうすう寝息をたて始めてしまった。


    「すう、すう」


    　眠っちゃった……。


    　どんだけ気持ちよかったんだ。今度わたしも撫でてもらおう。


    　思いつつ、風か邪ぜをひきそうだったので、情雨ちゃんの頭をとりあえずわたしの膝ひざのうえに導いて、近くにあるベッドからその身体からだに布団をかけてあげる。


    　夏とは思えないぐらい、室温は快適に保たれているのだけど、まぁ念のため。


    　情雨ちゃんがかすかに身をよじって、わたしの服をしっかと握りしめて。


    「ママ……」


    　ちいさく呻うめいた。


    　口では「パパ、パパ」と繰りかえして、母親のことをちっとも口にださない──その話題に触れると、痛みを堪こらえるような表情になっていた情雨ちゃんだけど。


    　寂しくないわけがないんだ。


    　わたしたちは、まだ親が必要な、子供だもの。


    「じーっ……」


    　うん？　かがみがこっちを見ている。仲間になりたいのかな？


    「何かよこしまなことをしている気配がするのです」


    「そそ、そんなエッチなことなんて考えてないし、してないよ！」


    「なぜ動揺するのですか。毅き然ぜんとしているがよいのですよ。ずるいのです、こちらからはそっちが見えないのは──わたし、独り言してるみたいじゃないですか」


    　無表情のまま、膝を抱かかえてしまうかがみ。


    　あんまり内心を表にださない彼女だけど、付きあい豊富な親友のわたしにはわかるのだ。


    　ははぁん、拗すねているな。


    「かがみ、情雨ちゃん寝ちゃったから──ふたりで話そ？」


    「…………」


    　かがみは押し黙ったまま、口を開かないけれど。


    　不意に画面内にウインドウが発生する。


    【①放っておいてください、今は喋しやべりたい気分ではないのです。②それでは何を話しますか？　話題によっては付きあってあげてもよいのです。③何も言わなくても、わたしの気持ちをわかってほしいのです……】


    「わ、何これ」


    「ふにゃ、選択肢がでてしまったのです」


    　慌あわてて顔をあげて、かがみが律りち儀ぎに説明してくれる。


    「海外のひととでもコミュニケーションがとれるように、話しかけると、適当な選択肢が現れて、擬似的な交流ができるのですよ」


    　まぁたしかに、せっかくのネトゲ（と呼んでいいのか）なんだから、誰とも会話しないで黙黙とプレイするのは寂しいよね。


    　わたしも『八岐大蛇やまたのおろちＳＮＳ』では最初、誰にも話しかけることができなくて、ひとりで延々と作業してるだけでつまんなかったなあ……。


    「良い感じに会話できると、相手の好感度があがったり、特殊なスキルを覚えたり、いろいろと特典があるようですよ。でもまぁ、おまけみたいな機能ですね」


    「わーい、かがみの好感度♪　好感度♪」


    　かがみを連続クリックして選択肢をだしまくり、良さそうなのを連打するわたし。


    「ちょっ、何してるのですか!?　わたしはいま話したくない気分なのです、勝手にそういうことしないでください♥　マナー違反なのですよ♥♥」


    「そんなこと言いながら身体からだは──じゃないや、何だろ、データは正直だよ？」


    「はぁ？　何を言ってるかわからないのです♥　あ、あれ♥♥　自分の語尾に何か不快なものがついてる気がするのです♥♥」


    「んもう、かがみったら──わたしへの好感度が最初からＭＡＸなんだね、ラブＭＡＸなんだね、ちょっとそれっぽい選択肢をいくつか選んだらでれでれになっちゃって！」


    「こ、これはちがうのです♥　何かの間違い、バグです♥♥　うぜぇのです♥♥」


    「か～わ～い～かがみったら、言葉と態度が矛む盾じゆんしてるよ？　つんっ！」


    「ふにゃ!?」


    　画面内のかがみのほっぺをつんってしたら、反応が。指先に、感触。


    　あれれ。


    　さっきまでは、こんなことなかったのだけど──霊力を注いで魔王をつくったときみたいに、わたしのかがみへの純粋な友情っぽい何かが霊力になって、画面内のかがみにイタズラできるような奇跡を起こしたんだね。人生ってすてきだね。


    「な、何か変な、ぷにって……ひゃん!?」


    「うふふ、何だろうこの征服感──かがみの全存在が今、わたしの指先ひとつで思いのまま！　受けとめて、わたしのタッチペン！　そのうち３Ｄになってこっちの世界にきてくれそう！」


    「行けるものなら行って殴なぐりたいのです！」


    「ね、かがみ。ちゅっ、ってしていい？　ほっぺにチュウ、していい？」


    「冷静になりなさい！　パソコン画面にそれをしたら人生お終しまいなのですよ！」


    「るっさいわね……」


    　騒いでいたら、お休みだった情雨じようちゃんが起きてしまった。


    　わずかに目を開き、気まぐれな情雨ちゃんは寝起きが悪いのか、わたしの服をむしゃむしゃと食べようとした。


    「とにかく、わたしはいちおう『トロイア勢力』に属しているわけなのですからね。話によっては鎖さ々さ美みさん──『孤独な予言者カサンドラ』もそうなのでしょう？」


    　まぁ、予告によるとそうなってた。


    「鎖々美さんが混じってるから今は様子を見ていますが、わたしとしては、今すぐこの魔王とやらをどうにかして、『トロイア勢力』の勝利で終えてもよいのですよ」


    「ううん」


    　わたしは、ちいさく首をふった。


    「できれば、甘いのかもしれないけど──どうしようもないのかもしれないけど、それは選びたくないの。たしかに、いちばん簡単に『現代のトロイア戦争』を終わらせるには、お母さんか、情雨ちゃんの命を奪うしかない。だけど、わがままだけど、それは嫌いやなの」


    　だから他に、この不条理な現状を乗りこえる方法があるなら、試してみたい。


    「もちろん、かがみがどうしてもっていうなら、やればいいよ。わたしは、全力で抵抗する」


    「そんな言いかたは、卑ひ怯きようなのですよ」


    　かがみは憮ぶ然ぜんとして、言い訳するみたいに。


    「ギリシアの『神々』の目的がいまいち不ふ明めい瞭りようですし、現状に対してあまり刺激を与えたくはないのです。だからまぁ、見逃してあげるのですよ」


    　あったかい言葉をつぶやいた、次の瞬間だった。


    　空気を劈つんざくような、金切り声が響き渡った。
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    　ゆるい雰囲気は一瞬で途切れた。


    　冷や水をぶっかけられたように、わたしの体温が一気に低下し、心臓がどきどきする。


    　わたしたちは宿の窓を開いて、騒がしい外を見据えた。


    　そして唖あ然ぜんとする。


    　小高い城壁の周りにぽつぽつと並ぶ建物のいくつかが炎上し、得体のしれない怪物や、完全武装した兵隊たちが通行人に襲おそいかかっている。


    　戦場だ。


    　わたしたちが呑のん気きにしているうちに、事態は深刻なことになっていたのか。


    　ぴこんっ♪　と軽やかな音が響いた。


    【メールが届いています】


    　わたしと情雨じようちゃんは顔を見あわせる。


    　以前に届いたメールは、お母さんからだった──もしかして今回も？


    　今何が起きているのかわかるかも！


    　わたしたちは頷うなずきあって、メールを開封。けれど、そこには……。


    【号外】


    　そんな文字が躍っている。


    　メールの相手先は、【ラオコーン通信】となっている。新聞っていうか、メールマガジンみたいなものらしい。


    　その内容を読み進めて、情雨ちゃんが血の気を失う。


    「嘘うそ……」


    【ついに『アカイア勢力』が『トロイア勢力』に宣戦布告。


    『強制イベント／トロイア戦争開幕』が発動しました。勝利条件は以下のとおり。


    ■『アカイア勢力』の勝利条件


    ①『トロイア勢力』の盟主である『運命の王子パリス』から『ご神体』を奪う。


    ②『最終兵器木馬』をトロイア城壁の内部へと移送する。


    ③『トロイア勢力』に所属するすべてのプレイヤーの死亡。


    ■『トロイア勢力』の勝利条件


    ①『アカイア勢力』の盟主である『魔王の娘エレクトラ』から『ご神体』を奪う。


    ②『最終兵器木馬』を破壊する。


    ③『アカイア勢力』に所属するすべてのプレイヤーの死亡。


    ＊なお『現代のトロイア戦争』期限内に以上の勝利条件がひとつも満たされなかった場合、その時点までに『英名』持ちのプレイヤーをより多く討伐したほうの勢力が勝者となります】


    　ほんとうに、トロイア戦争が始まってしまったのだ。


    　ここはトロイアの土地だから、建物を破壊しているのは『アカイア勢力』のものだろう。


    　彼らには、敵対する『トロイア勢力』の相手がモンスターに見えている──討伐するのに良心の呵か責しやくはない。


    　火が、矢が放たれ、刃が躍り、鮮血が噴ふきだす。


    　陰惨な、ゲームとは思えない酸さん鼻びを極きわめる光景が連続する。


    「そんな……どうして!?」


    　情雨じようちゃんが不安そうに、青ざめる。


    「何で戦争が始まったの!?　『アカイア勢力』はすべての土地の領主が参戦しないと、戦争を始められない──だから、希のぞ美みが、『木馬の御ぎよ者しやオデュッセウス』が出兵を拒否しているかぎり、トロイア戦争は始まらないはずよ！」


    「もしかしたら」


    　考えたくないことだけど。


    「希美ちゃんは、誰かを人質にされたのかも。たまとか、あるいは──ご両親とかを。希美ちゃんは強いけど、普通の小学生だよ。本気で脅されたら抵抗できないよ……」


    「そんなの卑ひ劣れつよ。でも──」


    　事実はわからないけど、ありえる話だと思ったのか、情雨ちゃんが歯は軋ぎしりする。


    　そして、おもむろにコントローラを握りしめると、しゃにむにボタンを連打した。


    「ちょっ、どこへ行くつもりですか!?　外は危険なのですよ！」


    　困ったように、かがみが床をぴょこぴょこ跳ねる魔王を追いかける。


    「この宿もどうせすぐに火を放たれるわ！　それに……希美が危険に晒さらされてるかもしれないのよ！　助けに行かないと、あの子のママになってあげるって言ったもの！」


    「今からじゃ無理だよ、ここから『イタカ島』まで船で何日かかったと思ってるの!?」


    　わたしたちを乗せてきた『アルゴー号』も、もう出発してしまっているだろう。


    　それに、たぶん海は『アカイア勢力』の軍船だらけだ。


    　迂う闊かつに漕こぎだせば、穴だらけにされて沈没。


    　もちろんこの世界観に、飛行機なんていう便利な乗り物はないと思うし。


    　歩いていこうにも、アカイアの土地は海を挟んだ向こう側だ、無理がある。


    「何か方法はないの、何か……!?」


    　焦じれて、情雨ちゃんが髪を振り乱し、悔しそうにしている。


    　彼女は、自分勝手なわけじゃない。


    　むしろ、誰よりも他人を大切にしている。


    　学校でも、弱っているひとを見かけたら、無理やり引きずり回してでも問題を解決する。


    　強くて、突破力のある女の子だ。


    　だからみんなが、彼女を愛する。


    　でも、今は──あまりにも無力だ。


    「どうやら、他人の心配をしている場合ではなさそうなのですよ」


    　かがみが背中から彼女の武器だろう、とげとげのついた鞭むちを取りだした。


    　廊下を揺さぶる足音とともに、扉が蹴け破やぶられ、怒号とともに兵士たちがなだれこんでくる。


    　頭のうえにＨヒツトＰポイントなどが表示されているということは、プレイヤーなのだけど、戦争の昂こう揚よう感かんに支配されているのか何なのか──まったく動きに容よう赦しやがない。


    「くうっ……！」


    　かがみが鞭むちを振るい、敵を牽けん制せいするが、彼女は正面切って戦うような職業じゃない。


    「こんな狭い場所じゃあ、魔獣の召しよう喚かんは──」


    　その言葉が終わらないうちに、壁に巨大な火の玉ファイアーボールが炸さく裂れつし、木もく片へんと砂すな埃ぼこりをぶちまけながらわたしたちの部屋が粉々に吹き飛ぶ。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　ギリシア神話には、おおきな戦いが三つある。


    『次世代神』だったゼウスたちが『旧神』タイタン族を駆逐した、タイタンの戦いティタノマキア。


    『神々』として君臨するゼウスとその息子である大英雄ヘラクレスが、『悪神』と化したガイアが産み落とした怪物たちの反乱を制圧した、ギガントスの戦いギガントマキア。


    　そして『神々』として安定し怠たい惰だと享きよう楽らくに溺おぼれた『神々』がゲーム感覚で人類たちを弄もてあそび、すさまじい流血の果てに悲惨な結末を迎えたトロイア戦争トロイア・イリアス・オデユツセイア。


    　ギリシア神話史上、最も複ふく雑ざつ怪かい奇きで血まみれな戦争が、再び始まったのだ。
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     第四部　パンドラ


    


     第十話／天国のパパへ③


    



    　実際の神話、あるいは歴史におけるトロイア戦争の流れは──。


    ①『いちばん美しい女神』を選ぶ。


    ②『アカイア勢力』が各地の英雄・勇士を集め、軍団を編成する。


    ③まず和平の交渉が行われるが巧うまくいかず、トロイア戦争開幕。


    ④トロイア城壁の周りで野戦が繰りかえされ、両勢力に甚じん大だいな損害が出る。


    ⑤『アカイア勢力』の最終兵器木馬によって『トロイア勢力』は全滅し、戦争は終結。


    　という感じになってるわ。


    　本当はそれぞれ膨ぼう大だいにして細かい経緯や、エピソードがあるわけだけど、たったの一か月（八月一日～八月三十一日）ですべての行程をこなさなくちゃいけなかったわけだから、かなりの駆け足になったわ。


    　とくに、『木馬の御ぎよ者しやオデュッセウス』の[image: ]くし名な田だ希のぞ美みが参戦を拒否したせいで、②がかなりもたついてしまったの。


    　だから実際は、かなりガタガタの進行だったのよ。
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    　①は、トロイア戦争の引き金になった事件のこと。


    　三人の美しい女神──ヘラ、アテナ、アフロディテのなかから、たったひとりの『いちばん美しい女神』を選ばなくちゃいけなかった。


    　ひとりを選べば、当然、残りのふたりに怨うらまれる。神の怨みは、呪のろいよ。天災よ、悲劇を生むのよ。そんなわけで、二人の女神に憎まれて、トロイアは滅ぶ運命になる。


    　これがトロイア戦争の発端よ。


    　けど選ばれたひとりの女神は味方をし、協力してくれるから──トロイアも簡単には滅ぼされずに、盛大に人々と『神々』が争うどんぱち騒ぎになってしまうわけ。


    　ちなみに、この出来事は『現代のトロイア戦争』においてはキャラメイクというのに充あてられたわ。神話の始まりと、ゲームの始まりを同調させたわけね。


    　あたしたちは『アカイア勢力』か『トロイア勢力』のどちらかに所属することになって、勝利のために邁まい進しんするようになったのよ。


    　まぁ、『英名』を与えられたものは最初からどちらの勢力に所属するか決められていたし、邪や神がみかがみに支給された魔獣とか──そこここに、ギリシアの『神々』が仕込んだ罠わなが、役目を果たさせようとする圧力が、敷きつめられていたのだけどね。
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    ②が『現代のトロイア戦争』における、いちばんゲームっぽい部分。


    『アカイア勢力』は神話における勝者だけど、だからこそ神話のとおりに行程を進めなければいけないの。各地から英雄を集め、軍団を編成しなくちゃいけなかったのね。


    　逆に『トロイア勢力』は運命どおりになると困るから、負けるから、『アカイア勢力』を邪魔して予定どおりに進ませないのが目的になるわけ。


    　だけど、希のぞ美みの抵抗などもあって、状況は遅々として進展しなかったの。


    　月つく読よみ呪じゆ々じゆをはじめ、あたしたちは『現代のトロイア戦争』の裏に怪しい陰謀が渦巻いていることを薄々察して、争うことなく、協調しようとしていたしね。


    　時間だけが浪費され、今回の出来事を起こしたすべての黒幕は、焦あせったの。


    　そいつの目的は運命を予定どおりに進めて、最終兵器木馬をつくることだったから。


    『アカイア勢力』と『トロイア勢力』が争い、人々が、『神々』が生命力を爆発させるようにして戦うごとに、木馬は強化される。


    　その木馬が、黒幕には必要だったの。


    　だから黒幕はＮノンＰプレーヤーＣキヤラ（人間や受肉した『神々』が操ってないキャラクターのことよ。こないだ下僕に教わった言葉よ）である、つまりこのゲームを管理し運営しているものの手足となって働く存在を、無理やり介入させた。


    　それが希美を脅おどし従わせ、軍団を編成して攻めのぼった『アカイア勢力』の独裁者、弟王メネラオスだし、月読呪々によって非戦の方向でまとまっていた『トロイア勢力』で徹底抗戦を叫び、民衆を率いて血まみれの闘争を始めた老王プリアモスなのよ。


    　この誰も中のひとがいない、意思をもたない操り人形を用いて、黒幕は強引に運命どおりに、予定どおりにお話を進めようとしたの。


    　戦いを避けようとしていた希美や呪々の気持ちを踏みにじって、まさに神様的な強引さでもって、トロイア戦争は開幕させられてしまったのよ。
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    　その後のことは、まだ、あたしにも理解できてないの。


    　気持ちがまとまったら、お手紙にして書くわ。


    　わかっていることは、ただひとつ。


    　今回、本当に──あたしは、何ひとつできていなかった。いいえ、これまでだって。いちどたりとも、勝利したことはなかった。パパ、あたし悔しいの。あらためて今回の出来事を見直してみて、あたしは自分の無力さ、無能さに腹が立って仕方なくなったわ。


    　何かができたはずだった。


    　もう、あたしはパパが死んだころのような、泣きじゃくるだけのお子様じゃなくなったはずなのに。同じだった、変わってなかった、あたしはまた失敗した。


    　そしてまた、大切なものを喪うしなったのよ。


    　もう二度と、負けない。


    　泣きやんだら、涙を拭ぬぐって、立ちあがるわ。


    　そして今度こそ、勝利するために──あたしにできることを、がんばるわ。


    　見守っていて、パパ。


    



    　また手紙を書くわ。

  



  
     第十一話／進擊の木馬


    



    　これは後から聞いた話である。


    　希のぞ美みちゃんの自意識は曖あい昧まいで、ふわふわとしていて、夢を見ているみたいだった。


    　霊能力をわずかに有していた彼女は、ゲーム化された現代にうまく適応できず、その大規模な『改変』を肌で感じとってしまい、酷ひどいストレスと吐き気に常に晒さらされていたのだ。


    　わたしたちの前では健けな気げに、何でもないふうに振る舞っていたけれど、小学生の彼女にとって──変へん貌ぼうした世界で、頼れるものもなく独りぼっちでそんな重圧と戦わなくてはいけなかったのは、どんなにかつらかっただろう。


    　わたしたちに会ったときは嬉うれしさもあって、元気そうだったけれど、別れてから疲れがどっとでてしまった。


    　情雨じようちゃんに共感を抱き、わたしを信頼してくれた彼女は、それでも何か協力できないかと、八方手を尽くして……。


    「う、う──」


    　希美ちゃんは呻うめいて、周囲を見回した。


    　頭が酷く重い。


    　周りは『イタカ島』ではない、見覚えのない、もちろん彼女が慣れ親しんだ天あめ沼のぬ矛ぼこ町でもない、どろどろとした暗くら闇やみだ。


    　松まつ脂やにと、火薬、そして血の臭におい。


    　だんだん目が慣れてきて、希美ちゃんは息を呑のんだ。


    　まるで底無し沼みたいだ。


    　希美ちゃんの手足はぐちゃぐちゃと粘っこい液体に埋まっていて、思うように動かせない。


    　そんな得体の知れない汚お泥でいが充みち満ちていて、右も左も上も下もわからない。


    　奥のほうに、輝きがある。


    　暗い宇宙の太陽みたいに、存在感を主張しているそれは。


    「たま……ちゃん？」


    　なぜだろうか、希美ちゃんにはわかった。


    　なつかしい、友達の気配。


    　たまが頭から爪つま先さきまですっぽりと泥土に覆おおわれ、繭まゆのようになっている。


    「たまちゃん！　たまちゃん！」


    　何度も呼びかけたが、光は蛍ほたる火びのように明滅するだけで、無反応。


    　あのままじゃ窒ちつ息そくしちゃう、泥をかきだして助けてあげなくちゃ──と思ったけれど、やはり手足は動かない。


    「ひっ」


    　思案しているうちに、空間に異変があった。


    　壁のいちぶに波紋が広がり、外から何かが飛びこんでくる。


    　それは血まみれに負傷した、兵隊らしき人物だった。


    「あう……」


    　希のぞ美みちゃんが凍りついて何も言えないうちに、彼は汚お泥でいに呑のまれて消えていった。


    　それで終わりではなかった。


    　ひとり、またひとり、次々と人間がこの空間に放りこまれ──地面に吸いこまれて消える。


    　そのたびに、この空間がちからを得ているのがわかった。


    （食べてる……の？）


    　呑まれていく兵士たちの言葉や姿から見て、どうやらトロイア戦争が始まったらしい、と賢明な希美ちゃんは察する。


    　彼らは、戦死したひと？　ここは地獄？


    　自分も死んで、彼らと同じようにいつか吸いこまれて消える？


    「い、いや──」


    　身をよじったが無駄で、疲れただけだった。


    　希美ちゃんは思いだしてみる。


    　戦争を忌き避ひし、『イタカ島』に引きこもっていた。


    　けれど、両親の身柄を確保していると、何者かに脅おどかされ、アカイア軍に馳はせ参じた。


    　けれど、希美ちゃんは『戦意のないものは軍に必要ない』と、他の英雄豪ごう傑けつたちに捕らえられ──この不気味な空間に放りこまれたのだ。


    　ともあれトロイア戦争は始まってしまった。


    　多くの血が流れる。


    　希美ちゃんが抵抗したおかげで、『現代のトロイア戦争』が終了する期日ぎりぎりの開戦となったが、きっとたくさんの人々が苦しみ傷つく。


    「おーい、もしもーし？　生きてますかー？」


    　不意に、場違いに無邪気な声が響いた。
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    　希美ちゃんは驚いて両目を見開く。


    　目の前に広がっているのは、相変わらず地獄のような光景だ。


    　けれど、そんなものをまるでゲームの背景のようにして、ひとりの青年が立っている。


    　肉食獣を擬人化したような、獰どう猛もうだけれど愛あい嬌きようもある雰囲気。


    　燃える太陽のような髪の色。


    　どちらかというと優しげな顔立ちなのに、浮かんだ笑えみは噛かみつきそうだ。


    　ロックシンガーみたいな格好をしていて、背中にギターケースを背負っている。


    　全体的にファンタジックな『現代のトロイア戦争』の舞台に、まるで馴な染じもうとしていない、マイペースというか──唯ゆい我が独どく尊そんな存在感だった。


    　目をぱちくりとさせる希のぞ美みちゃんのそばで、青年は「くああ」と欠伸あくびをして。


    「どこの国も地獄ってやつは変わんねーな、いや、ギリシア的には冥めい界かいっつうのか──何でもいいけど、辛しん気きくさくてしょうがねーよ。まぁ、俺様には見慣れた感じだけどよー」


    　いししししっ、と歯を見せて笑った。


    　希美ちゃんは何だか、雷にうたれたような衝擊を味わった。


    　それこそ、この地獄に叩たたき落とされたとき以上の、インパクト。


    　胸が震え、体温が高まって、目が潤うるむ。


    　どきどきとして、目を逸そらせない。


    （このひとは……）


    「おい、生きてるか？」


    　ぺちぺちと、ほっぺたを叩たたかれた。


    　まったく優しくないけれど、それは女の子の扱いかたを知らないちいさな男の子みたいな無む頓とん着ちやくさで、むしろ可愛かわいいかも。


    　くすっ、と希美ちゃんは苦笑いした。


    「あなたは、誰？」


    　根本的な問いに、「誰でもいいよ」と青年は眠そうにぼやきながら。


    　ギターケースを下ろすと、あっさりと開いた。


    　内部から、一振りの──諸もろ刃はの剣つるぎが取りだされる。


    　切れ味よりも装飾性を優先させたみたいな、華美な神剣だ。


    　あからさまに凶器だが、不思議と希美ちゃんは怖くなかった。


    （このひとは、わたしを傷つけない）


    「動くなよ、両手両足ちょん切られたくなかったらよ」


    　言葉と同時に、一いつ閃せん。


    　それは『木馬の御ぎよ者しやオデュッセウス』として、侍さむらい少女として件くだんの修行を積んだ希美ちゃんにも視認ができない、凄すさまじい剣けん戟げきだった。


    「わっ」


    　瞬間、両手両足を戒いましめていた泥が弾けるように吹っ飛んで、解放される。


    　血の巡りが悪くなっていた足は痺しびれ、前のめりに倒れた。


    　ふわりと、抱きよせられる。


    　希のぞ美みちゃんは耳まで真っ赤になる。


    （何だろう、この気持ち……）


    　希美ちゃんから見れば、彼は知らないおとなの男のひとだ。


    　初めて会った、自分の嫌いなタイプの、つまり暴力的なひとだ。


    　なのに、苦しいぐらいに鼓動は高まる。


    　身体からだ中の細胞が、このひとに出会えたことを喜んでいる。


    「ひゃわわっ……」


    　そのまま、ぎゅうっと抱きしめられ、大事なもののように頭を撫なでられて。


    　希美ちゃんは照れると、じたばた暴れる。


    「ははは、はなして！　やん！　やです！」


    「うーん、今回のおまえはちっちぇえな。抱きやすいけど骨っぽい、もっと肉食えよ。まぁ、この『英雄神』スサノヲ──おばあちゃんだろうと幼女だろうと男だろうと女だろうと意外とだいじょうぶなほうだからな、安心しやがれ！」


    　むにむにと、背中やら二の腕やらをさすられて、悲鳴をあげる希美ちゃん。


    　発言の意味もわからないし、このひと細身のわりにちからが強いので背骨が折れそうだ。


    　それに気づいて「悪い悪い」とようやく希美ちゃんを解放し、青年は腕組みする。


    「どうしたもんかな。あいつは死んじまったし、こっちの事情には関わるまいと決めてんだけどよー……──何だかんだでクソ親父にいつまでも未練たらたらで、ときどき手助けしてるママと同じように、俺様もこっちの事情からは逃のがれられねーみたいだ」


    　ぺたんと泥土に尻しりもちをついて、乱れた服を直しながら息を荒らげている希美ちゃんを、自分勝手に見下ろして。


    「まぁいいや、おまえを守るのが俺様の義務。ちがうな、役割。うーん、どうも言いかたがギリシア的だな。汚染されてんのかな」


    　どこかが痒かゆいみたいな表情をしながら、青年はぐっと希美ちゃんに顔を近づけてくる。


    「ともかく、姉貴たちは渦中に飛びこんじまってるし、他の『神々』は世界観にとろけてる──人間どもは『改変』を知覚できねーし、霊能力者どもも対応しきれてない……。『根の国』に、蚊か帳やの外にいた俺様がちょちょいと働く必要があんだよ、面倒くせーけど」


    　ポケットに手をつっこみ、大掃除を手伝わされてる不良学生みたいな態度で。


    「今、日本とギリシアが重なってる──そうすっと、どうなると思う？　混じるんだよ、ふたつの神話が。日本列島の土地は分割され、ギリシアの土地にそれぞれ対応させられる。同じ属性をもつ『神々』は、ちからの強いほうが残り、弱いほうは押しのけられる」


    　希美ちゃんには理解しがたいことを、独り言のように。


    「今、ギリシアの『神々』は『守護神』として、混じらずに寄り添っている。けど、たぶんスイッチひとつでやつらは顕けん現げんし、この国を上書きする。ひとりひとりが地方神話の『最高神』クラスの力量をもってる連中だ、日本はぜんぶ踏み潰つぶされて消え失うせちまう」


    　億おつ劫くうそうに。


    「この国にやつらがきたとき、徹底抗戦して追いださなかった──姉貴が弱腰だったおかげで、ギリシアの連中はこの国のすべてに蔓まん延えんしちまった。ほんとにやつらが侵略目的だったら、日本はギリシアの一地方として吸収合併されちまうぞ」


    「きゃあああ!?」


    　素すっ頓とん狂きように、青年の話を聞いていた希のぞ美みちゃんが悲鳴をあげる。


    　恐ろしいものを見たのだ。


    　ふたりの周囲がぼこぼこと煮立つように泡立ち、にゅるりと、全身が闇やみ色いろをした不気味な人形が生はえてきたのだ。


    　手に手に武器をもった、やけに古風な顔立ちと鎧よろい姿の勇士たち。


    「ギリシアにおける黄泉の軍勢ヨモツイクサってとこか──面白えな、最近じゃあ俺様に喧けん嘩か売ってくるやつもいなくなって腕が鈍ってんだ、おまえら遊んでくれんのかい？」


    　言いながら、おもむろに希美ちゃんを「ひょいっ」と小こ脇わきに抱かかえあげる。


    「ひゃ！　ら、乱暴はよして！」とじたばた暴れる彼女を、背中にしがみつかせる。


    「しっかり掴つかまってろよ、怖かったら目を閉じとけ」


    　その意外に広く逞たくましい背中と優しい声に、希美ちゃんは頷うなずくしかない。


    　ぎゅうっと、彼に縋すがりついた。


    「我われは狂戦士大だいアイアース」「拙せつ者しやは神弓ピロクテテス」「儂わしは猪ちよ突とつ猛もう進しんアイネアス」「俺は影武者パトロクルス」「生まれた国はちがえども」「今はただひとつギリシアのために！」


    　時代がかった啖たん呵かを切って、勇士たちが跳びかかってくる。


    　その身体からだは泥そのものだが、間違いなく一級の動き。


    　だが赤毛の青年は怯ひるまなかった。


    「知らねーよ、てめーらの名前なんて。とっくの昔に死んで、冥めい界かいに堕おちた異国の英雄ども──どこの国でも同じだろ、人間は神様に勝てねーんだよ！」


    　跳びかかってきた偉い丈じよう夫ふの斧おのによる一擊を、青年は神剣をがっしり噛かませて防ぐ。


    　あきらかに体重は相手のほうが重いだろうに、その場に踏みとどまって。


    「うおりゃ！」


    　気き合あい一いつ閃せん、敵を真っ二つ。


    　だが多勢に無勢だ、次から次へと勇士たちは跳びかかってくる。


    　青年は舌打ちし、飛来した征そ矢やを鮮やかに切り払った。


    　希美ちゃんを背負っているので激しく回避ができず、その場を動けないのだ。


    　青年は強い、が──まずい状況だ。


    「何かの神の加護を受けてやがんな。くそ、面倒くせーな。まぁいい──逆境はいつもどおりだ、つまりこれまでと同じように、空気読まずに蹴け散ちらしてやんよ！」


    　ばったばったと敵を薙なぎ倒す青年だが、その背後に素早く暗殺者が回りこむ。


    　全身が周りの泥土と同じ色なので、視認しにくい。


    　猟犬の皮をまとった不気味な人物が、刃を口にくわえ、青年に跳びかかってくる。


    「危ない！」


    　希のぞ美みちゃんは咄とつ嗟さに周りの敵から剣を奪い、その暗殺者を斬きりつけて無力化した。


    「おっと、今回のおまえはおてんばだな」


    「今回とか何とかよくわからないです、でも助けてくれたぶん恩返しをします」


    　希美ちゃんは生き真ま面じ目めに語った。


    「下ろしてください。おんぶに抱っこでなくても、自分の身ぐらい自分で守れます！」


    　その言葉に。


    　青年は、とても嬉うれしそうに笑った。


    　何だか懐なつかしい、大好きな映画の、とっておきのシーンを観たような──。


    　上機嫌な態度で、青年は肩を竦すくめる。


    「うーん、俺様はおしとやかな女のほうが好きなんだけどな。ママみたいな」


    「あなたに好かれてもしょうがないから、どうでもいいです！」


    　背中あわせで、彼と一緒に戦う。


    　その昂こう揚ようを悟られたくなくて、希美ちゃんは素そっ気けなくそう言った。


    　青年は喜びに満ちた表情で、目の前の勇士を蹴けり飛ばす。


    「いいね。俺様は肉食系男子だから、そのぐらい跳ねっかえりでも楽しめるぜ」


    　八重歯が目立つ歯を見せて、豪快に笑うと。


    「ちゃっちゃと片付けて、ついでに世界とか救って──そのあと、おまえ俺様の嫁になれよ」


    「何を言ってるかわからないです！　ほら、敵がいっぱいきますよ！」


    　真っ赤になってやたら剣を振るう希美ちゃんを、楽しそうに眺めながら。


    「そうそ、おまえは八岐大蛇やまたのおろちに食わせるには惜しい女だよ──お姫さま」
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    　そのころ。


    　わたしたちは逃げまどっていた。


    　トロイア城壁の周りは悲惨な戦場と化し、蛮ばん声せいと轟ごう音おん、剣と槍やりの鍔つば迫ぜりあいの音が壮大な不協和音を奏でていた。


    　日はすっかり暮れていて見通しが悪く、巨大な怪物が闊かつ歩ぽしているせいで視界が不ふ明めい瞭りよう。


    　ときおり火の矢が宙を走り、一瞬だけ周囲を照らす。


    　まさに、平和な現代日本じゃあ、ゲームの中でしか体験できない大戦争だ。


    　だけど、楽しんでいる余裕はさすがにない。


    　矢や石くれがひっきりなしに飛んでくるし、『守護神』を宿らせておらずレベルも低いわたしたちは弱い──戦争の渦中に放りこまれたらすぐ死ぬ。


    「さがってください、皆さん！」


    　周囲に渦巻いていた兵隊や怪物の群れを蹴け散らして、巨大なまんじゅうが姿を見せる。


    　桃色をした、ぷにぷにの、謎なぞ生物だ。


    　そいつは雑ざ魚こっぽい見た目からは信じられないほどの勢いであらゆる敵を薙なぎ倒し、「グギャアアアア嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼嗚呼ああああああああああああああ!!」とか吼ほえながら暴れまわる。


    　あれ、絶対に桃色のぷにぷにの中に何かいるよね。ちがうの入ってるよね。


    　助かったから、あえて気にしないけど。


    　そんな謎生物のうえに、かがみが座っている。


    「わたしの魔獣なのです──乗ってください、この子、意外と強いのです！」


    「う、うん」


    　得体の知れない生き物に触りたくなどなかったけど、今は四の五の言ってられない。


    　魔王を操作し、まんじゅうのそばに近づかせると、謎の触手が上まで運んでくれた。


    「鎖さ々さ美みさん！」


    　かがみに抱きよせられ、保護される。


    　情雨じようちゃんが呆あきれたように、かがみを「ぐいぐい」押しのけて。


    「仲良しなのは結構だけど、今はとにかく安全な場所まで避難するわよ」


    「はい。……最初はお遊び半分というか、楽しい雰囲気だったのに──けっきょく最後はこうなってしまうのですね。でも、だいじょうぶです。わたしが、鎖々美さんを守りますから」


    　姉や妹がいないぶん、気負ってるらしいかがみに、情雨ちゃんが目を細めて。


    「ずいぶんと、鎖々美さんのことがお気に入りなのね──こんな愚ぐ図ずで、だめなやつのどこがいいの？　理解に苦しむわ」


    「そんな！　鎖々美さんにだって良いところはたくさんあるのです。えっと、たとえば……その、今は思いつきませんが！」


    「そこは思いついてよ！」


    　地味に傷つく！


    「でも、大事なひとです」


    　かがみが真顔でつぶやくと、情雨ちゃんはつまらなそうに。


    「でもね、仲良しなのも大たい概がいにしなさい──いつも二人の世界つくっちゃってるからさ、クラスでは噂うわさになってるわよ。あんたたち付きあってるんじゃないかって」


    「え……そんな、照れるな」


    「なぜまんざらでもなさそうなの、鎖さ々さ美みさん」


    　情雨じようちゃんが怖い顔をした。


    「ふん、変態どもには構ってられないわ。好きなようにしてちょうだい、ただし、あたしを巻きこまないでね」


    「な、何で怒ってるの情雨ちゃん、もしかしてヤキモチ──ぶふう!?」


    　肘ひじ鉄てつを叩たたきこまれた。


    　情雨ちゃんはそっぽを向いて。


    「いい、あんたはあたしの奴ど隷れいなのよ──飼い犬みたいなものよ、だから勝手に発情してつがいにでもなられたら、困るのよ。それだけよ、勘違いしないで」


    　寂しそうな情雨ちゃんに、わたしは何て言っていいのかわからなかった。


    　そんなふうにお喋しやべりしている場合でもない。


    　野戦は大量の兵力を投入しているらしい『アカイア勢力』の優勢に進んでいる。


    『トロイア勢力』の兵士（情雨ちゃん視点なので怪物に見える）は徐々に押しのけられ、城壁のなかに撤退しているものもいる。


    　焼き払われた周りの建物には、一般人らしきひとたちもいたのだけど──槍やりで突かれ、押し倒され、踏みにじられ、金品やお値打ちのものを強奪されていく。


    『八岐大蛇やまたのおろちＳＮＳ』では、敵は邪悪な、でも純粋な、悪竜ヤマタノオロチだけだった。


    　けれど今回は、人間と人間が傷つけあい、争いあう。


    「見なさいよ──だから、人類はだめなのよ。進化しなくちゃいけないの、もうひとつ高みに」


    　情雨ちゃんが独り言みたいに。


    「傷つけあい、憎みあうだけなら、他人なんていらないの。圧倒的に優れた誰かが、たったひとりの絶対者が、統治してやらなくちゃいけないのよ」


    　つぶやいてから、かがみに「あの兵隊を狙ねらいなさい！」などと指示し、情雨ちゃんは襲おそわれている住民を助ける。


    　情雨ちゃんは『アカイア勢力』だから、『トロイア勢力』のものを助けるのは、味方への裏切りになるのだけど。


    「避難しなさい！　ぐずぐずしないで！」


    　そう叫んで、目の前で痛めつけられている誰かを見捨てられないのは。


    　情雨ちゃんの美点だと思う。


    　だけど、その生き様と彼女の目的は、やっぱり噛かみあってないような──ほんとうに、ぜんぶ捨てて頂点に立って、唯一神となることが、彼女の幸福なんだろうか？


    「何よ」


    　見ていると、情雨じようちゃんが睨にらんでくる。


    「矛む盾じゆんしてるっていうんでしょ、『アカイア勢力』を勝たせたいのに、敵を助ける。唯一神になりたいのに、他の『神々』や人間と関わりつづける。そうよ、あたしはまだ完かん璧ぺきじゃない。だけど、いずれ辿たどりつくわ、至高天へね。あたしを説得できると思わないで、重みも輝きもないあんたのただの言葉なんかで」


    「矛盾しててもいいと思うよ、人間だもの」


    　わたしには、巧うまく言えないけど。


    「だけど、その矛盾に情雨ちゃんが傷ついてるなら、可哀かわい想そうだと思うよ」


    　情雨ちゃんはその言葉に応えず、避難民たちを集めて、誘導する。


    　町外れに、立派で頑丈そうな建物があった。あそこなら──。


    　追い立てられた人々を導き、追いすがる兵隊を蹴け散ちらして。


    　その建物、おそらく教会の扉を開き、内部に転がりこんだ。


    　なかは広いとはいえ邪魔なので、かがみが魔獣を収納し、床に降り立つ。


    　戦場の騒動は遠い。


    　このまま、ここに隠れつづけられたら……。


    　満足そうに、肩を寄せあって助かった喜びをわかちあう避難民たちを眺める情雨ちゃん。


    　当たり前にそういう行為ができる彼女に、わたしは憧れ──。


    「待って」


    　違和感が背筋を撫なでる。


    「『魔王アガメムノン』は『アカイア勢力』なんだよね。だから敵である『トロイア勢力』に所属しているものは怪物に見える。なのに、そのひとたちは普通に人間だよ」


    「え……？」


    　情雨ちゃんが目を見開いた、その瞬間だった。


    　避難民たちが信じがたい速度で動き、投なげ網あみを、投なげ縄なわを解き放つ。


    　魔王が絡めとられ、呆あつ気けなく引っさらわれる。


    「あ！　何をするのですか！」


    　叫んだかがみの背後に、こちらは鈍器をもった避難民が立つ。


    　危ない、と思ったがもう遅い。


    　彼女は後頭部をしたたかに打たれ、前のめりに倒れる。


    　何人もがそんな彼女に覆おおいかぶさって、動きを封じられた。


    『炎帝カグツチ』や『神器ヤタノカガミ』と切り離されている今の彼女は弱っている……。


    「悪いな」


    　気楽に語りながら、小柄な人物が姿を現した。


    「ちょっと予想外のトラブルが発生したみたいでよ。木馬を動かしトロイア戦争に幕を下ろすには、おまえの能力が必要なんだよ──『まつろわぬものアラハバキ』」


    　ギリシア風の巫み女こ装しよう束ぞく──絹織りの柔らかな、扇情的ともいえる衣装。


    　手に錫しやく杖じようを持ち、頭には太陽を象かたどった冠かんむりを嵌はめている。


    　目元はうつろで、可愛かわいらしい顔かんばせにも生気がない。


    　でもそれは、邪や神がみ三姉妹の長女──つるぎだった。


    　否いな、そうじゃない。


    「『プシュケの試練』のときも様子がおかしかったけど……」


    　歩み寄ってくるつるぎに、何か異質な気配を感じて、わたしは呻うめく。


    「あなたは、誰？」


    「答える義務はねーよな？」


    　口調だけはつるぎと同じまま、彼女は片手を振りあげて──。


    　そのちいさな手のひらから、凶悪な劫ごう火かが迸ほとばしる。


    　神も人間もまとめて焼き尽くす、神話じみた滅びの炎。
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     第十二話／僕の視点②まつろわぬものアラハバキ


    



    　やぁ、また会ったね。


    



    　時計の針は、ほんのちょっと戻る。


    　まだトロイア戦争が開幕しておらず、それなりに平穏だったころ。


    『スキュロス島』の後宮ハーレムで、僕らは予想もしない人物と面会していた──。


    「話はわかりましたから、落ちついてください」


    　お菓子でもどうですか、と神かみ臣おみがその人物──ミッちゃんとか呼ばれている、本名不明の女性にてきとうにクッキーをあげる。


    　はぁ、と煮え切らない相あい槌づちを打って、謎なぞの魚人にしか見えない彼女はこくりと頷うなずいた。


    　もそもそと食べ始める彼女に、『お菓子処＠キルケ』の椅い子すに腰かけたまま神かみ臣おみが尋ねる。


    「えっと、ミッちゃんさんですよね？」


    「ふえ？　そうですよ、あぁ──ちがう見た目になっちゃってるんですっけ。そのせいで、『アカイア勢力』のお偉いさんにも『敵め！　モンスターめ！』って追い払われて……」


    　しくしくと泣いている。


    　どうやら彼女は『トロイア勢力』の首しゆ魁かいである『運命の王子パリス』月つく読よみ呪じゆ々じゆに命じられ、『囚とらわれの姫』ヘレネとしての役目をもって、戦争を終わらせるためにきたらしい。


    　けれど、相手は取りあってくれずに──。


    　呑のん気きに語りあっているふたりを、玉たま藻もの前まえが凝視して。


    「あなた……」


    　警戒するように身構える。


    　ミッちゃんは苦笑した。


    「あの、だいじょうぶですよ。喧けん嘩かするつもりありませんし、わたし弱いですし。えっと、どこかの神様さんですね？　だとしたら、わたしのお仲間ですね──」


    「あたくしは、誇り高き金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつね──玉藻前と呼ぶがいいですわ！　あなたは？」


    「わたしは……」


    　ミッちゃんは慈いつくしむように、つんと胸を張った玉藻前の頭を撫なでると。


    「もう名乗ることもゆるされない、遠い昔に忘れられた、いえ自分でも思いだせなくなっていた──ただの、ミッちゃんです。もう、ずいぶんと長く、そうでしたから。呪々さまが、ちいさな子供だったころから……」


    「ミッちゃんさん、もしかして──」


    　何か知ってるのか、神かみ臣おみが驚いた声をあげると、ミッちゃんは頷うなずいた。


    「ええ、少しですが、記憶が取り戻せたみたいです」


    　調べによると、このミッちゃんなる人物は強い霊的才能があったせいで『神隠し』され、その記憶と霊力のほとんどすべてを奪われたという。


    「けれど、それは事実とやや異なっていました」


    　遠い目をして、いつも困ったような顔をしたこの女性は、つぶやいた。


    「今のこの奇妙な世界観になって、わたしの記憶を破壊していたある『神々』とも分離して──ゆっくりと、わたしは自分自身を取り戻そうとしています。そして、理解しました。どうして歴代の『月つく読よみの巫み女こ』が、誰よりも呪じゆ々じゆさまが、わたしをそのまま、何もわからない役立たずのままいさせてくれたのかって……」


    　何かあったかいものを包みこむように、自らの胸元を抱きよせて。


    「その恩返しがしたいんです。いいえ、ここでわたしの記憶が蘇よみがえったのも──何かのお導きだと思うんです。そう信じたいんです。だけど、何もできなくて……」


    　悲観的に。


    「まるで、何か巨大な意思にすべてが操られていて、わたしたちじゃあ──それに触れられないみたいな、無力感があります」


    「!?　いけませんわ！」


    　玉たま藻もの前まえが咄とつ嗟さに椅い子すから跳躍し、宙に五芒星セーマンを描いた。


    　彼女がその長い人生のなかで習得した陰おん陽みよう術じゆつの結界が、飛来した石くれを弾き飛ばす。


    　先ほど発した狐きつね火びといい、玉藻前は『神々』だからか、現在の世界観でもある程度──ふだんどおりの能力を発揮できるらしい。


    　ともあれ、現れたのは古式ゆかしき鎧よろいに身を包んだたくさんの兵隊だった。


    　女の園ハーレムに悲鳴が吹き荒れ、物々しい足音が鳴り響く。


    　ミッちゃんも立ちあがって、怯おびえたように身を竦すくませる。


    「いけません──わ、わたしモンスターに見えてるから、討とう伐ばつされちゃうんでしょうか？」


    「どうも、そう単純ではなさそうですわよ……」


    　兵隊たちの攻擊は、あきらかに神臣や玉藻前にも向かっている。


    　舌打ちし、玉藻前が全身から狐火を解き放ち、真横の壁に大穴をあける。


    「こっちですの、逃げますわよ！　ぐずぐずしないで！」


    　その言葉にきょとんとしてから、ミッちゃんが頷うなずき、事態を把握できてないのかあわあわしている神臣の手を引いて逃げる。


    「ありがとうございます、あのその、えっと──おキツネさま！」


    「あなたもキツネと呼びますの？　玉藻前と名乗ったでしょうに！　勘違いしないでくださいね、いつまでもこの島に閉じこめられているだけで他にやることがないから──退屈しのぎ、あひゅっ!?」


    「良い子、良い子」


    　神かみ臣おみが玉たま藻もの前まえの頭を優しく撫なでる。


    「ふやっ、ふやああ、おやめ、ちからが抜けちゃう──ふやああ」


    「おふたりとも、仲良しさんですね♪」


    　のほほんと微笑ほほえむミッちゃんだった。


    「のの、呑のん気きにしてる場合じゃありませんのよ！」


    　真っ赤になって、耳をぺたんこにして、玉藻前がむきーっと怒った。


    　ミッちゃんを見据えて。


    「あなたも戦えませんの？　強いちからというか、可能性を感じますのよ？」


    「いえ、わたしは限定的なので……」


    　ちらりと、ミッちゃんは神臣を見る。


    　神臣は「？」と謎なぞのポーズをとる。


    　それから、ミッちゃんは宙空にとろけている僕を眺めると。


    「いざというときのために、今はお手伝いできません──お役に立てず、申し訳ないです」


    「何もできないなら、きりきり逃げますわよ！」


    　玉藻前に背中を押され、僕らは敵の攻擊を防ぎながら撤退。


    　狭い島のなかでは逃げ回ることもできず、船のひとつにこっそり潜りこんで──けれど、折り悪くトロイア戦争が開幕してしまい、僕らはその軍船で最前線へと送りこまれた。


    　平和な箱庭から、終末じみた戦場へ。


    　短い間だけど互いに言葉を交わし、意見の交換などもしながら。


    　逃げたり戦ったりの、慌あわただしい時間が流れて──。
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    　どれくらい時間が経過したか、わからない。数時間か、数日か、それ以上か──。


    　僕たちは渦中にいた。


    　逃げ疲れ、ぐったりとして茂みの奥に身を潜ひそませた僕らは、奇くしくもそれを誰よりも早く目擊することになった。


    　木馬である。


    　トロイア戦争を終わらせる兵器。


    　異様な存在感だ。


    　外見のデザインは、馬というより竜に見える。


    　ギリシア神話における最強最大の怪物、テュポーン──全高は星々にまで達し、腕を伸ばせば世界の東西の果てに触れるという、規格外の化け物のような。


    　さすがに、そこまで巨大ではないけれど。


    　ちょっとした怪獣じみている。


    　無数の板がでたらめに貼はりつけられ、組みあわされて、乱暴につくられている。


    　巨大な、樹木そのもののようだ。


    　目元のあたりにかがり火が焚たかれ、薄暗いなかその輪郭が垣かい間ま見みえる。


    　見たところ動かすものは誰もいないのに、ゆっくりと前進をつづけている。


    　その周りでは木馬を無事にトロイア城壁内へとぶちこもうとする兵士と、それを阻止しようとする怪物たち──トロイアの兵隊が見える。


    　木馬は見た目以上に禍まが々まがしく、また不ふ可か侵しんで、自らの身体からだを盾たてにしてその進擊を阻止しようとしたトロイアの巨獣が塵じん芥かいのように吹き飛んで消える。


    　同時に、その身体が光の粒子に分解され、木馬のなかに吸収された。


    　見ると周りで戦い、倒れた兵隊たちも同様の末路を辿たどり──木馬に捕食されていく。


    　冥めい界かいだ──僕はそう理解する。


    　討たれた兵隊たちを木馬の栄養として、エネルギーとして取りこんでいるのだ。


    　そうして溜ためこんだ死と怨おん念ねんの凝縮を、トロイア城壁の内部で一気に解き放つ。


    　何が発生するかはわからないけど、人々の生命そのものを大量に集めたものだ──大規模な異変が、あるいは『九く頭ず竜りゆう島』で僕らがやろうとした大破壊以上の災さい厄やくが吹き荒れて、何もかもが滅ぼされる……。


    　それが、最終兵器木馬なのだろう。


    「くんくんくんっ」


    　などと僕がシリアスに考察してるのに、玉たま藻もの前まえは可愛かわいらしく膝ひざをつき、尻しつ尾ぽをふり♪ふり♪しながら鼻を地面に擦こすりつけている。


    　間近で不気味に動く木馬を無視し、荒々しい戦闘も黙殺し、ひたすら忠実に。


    「ふだんは、こんなことしないんですからね。獣みたいなこと──ただ、気配を感じますの。『おじょうさま』の。『トロイア地方』にいたんですわ……」


    「とてもお利口さんですねキツネちゃん！　良い子良い子ですよ、目線こっちで！　『こんこんっ♪』って鳴くとなおいいです！」


    「そのカメラどこから出しましたの!?　もしかして、あたくしをいじめたあの怪しい集団にもらったんじゃ──ていうか、『こんこんっ♪』なんて鳴きませんの！」


    　そういや狐きつねの鳴き声って「ギャーッ」という感じだよね。どうでもいいね。


    「こっちですの！　月つく読よみ鎖さ々さ美みの匂においも、ちょっとしましたわよ！」


    「マジですか!?　あぁささみさん、このような過酷な荒野に放りこまれ、どんなに寂しがっているでしょう！　今すぐお兄ちゃんの愛で物理的に温めてあげないと！」


    　喜びいさむ神かみ臣おみと、ほっとしたような玉たま藻もの前まえ。


    　いちどは正直、『アカイア地方』に戻ろうかとも思ったのだけど──また襲おそわれるかもしれないし、軍船には密航しただけだから片道切符だ。


    『トロイア地方』に情雨じようたちがいるなら、万々歳である。


    「心配ですわ、あぁ『おじょうさま』……。ちゃんとご飯食べてるかしら、服も着替えて、おぐしも自分で整えて──玉藻前は心配で胸が張り裂さけそうですの！」


    「ささみさん、ささみさん、ささみさぁあん……」


    　血相を変えるふたりを微笑ほほえましそうに眺め、ミッちゃんも「呪じゆ々じゆさまもだいじょうぶかなぁ……」とぼやいていた。


    　大急ぎで、暴れ回る兵隊たちとかちあわないよう気をつけながら、移動。


    　必死にちいさな足を動かす玉藻前に、神臣が同類を見つけたように。


    「ほんとに、キツネちゃんはその『おじょうさま』ってひとが大切なんですね」


    「当然ですわ」


    　あ、そうか。神臣は『おじょうさま』＝蝦え怒ど川がわ情雨じようって知らないんだ。


    　自分の生徒だとわかっていれば、弾む話題もあったろうに。


    「あの子は、幸せにならなくちゃ……」


    　玉藻前は言葉を濁して、悲痛な、万の年としを数えた老成した雰囲気で──嘆息する。


    　彼女の心の葛かつ藤とうの意味を、僕は理解できる。


    　だけど、それを僕がここで語るのは、フェアじゃない。


    　いつか彼女と情雨が、向きあうべき問題だ。


    　だけど、それは今すぐじゃないって──僕は愚かにも、油断していた。


    「あれは──」


    　人外の速度をだす玉藻前と、意外と運動神経はいい神臣にだいぶ遅れて、ぜいぜい息を荒らげているミッちゃんが「見てください！」とあらぬ方向を指さした。


    　玉藻前も鼻をくんくんさせて、「あそこから匂においがしますの！」と叫んだ。


    　同時である。


    　みんなが視線を向けた先──平凡な建物が並ぶ城壁外の町並みに、大爆発が発生した。
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    　いくつかの木造建築物が呆あつ気けなく破裂し、無数の破片となって飛び散った。


    　爆風に、「きゃあっ？」とミッちゃんが尻しりもちをつき、神臣はごろごろ転がっている。


    「だ、だいじょうぶですの？」


    　唯一、しっかり立っていた玉たま藻もの前まえがびっくりしていると──。


    　ひゅるるるる、と煙の放物線を描いて、何かが飛来してくる。


    　攻擊か、と思って身構える玉藻前だったが、それは謎なぞの生き物だったので、唖あ然ぜん。


    　耳を立てて、彼女は何かに気づいたように目をはっと見開くと。


    「もしかして、『おじょうさま』ですの!?」


    　素早い動きで跳躍し、空中でやわらかくその生き物を抱きよせる。


    　着地し、心配そうに見下ろすと、その生き物──情雨じようなのかな？　は「ぎろり」と玉藻前を睨にらみつけると。


    　ぱしんっ、とその頬ほおを殴った。


    　痛みはさほどでもなさそうだが、驚く玉藻前に、情雨はきつい口調で言った。


    「どこをほっつき歩いてたの？」


    　冷たい声だった。


    「主あるじが苦難のなかにいたなら、たとえ火のなか水のなか、それがあなたの役目でしょう──こんなに待たせて、今さらどの面つらさげてあたしの目の前に現れたの？」


    　ちらりと、お互いを助け起こそうとして絡まりあって倒れた、神かみ臣おみとミッちゃんを眺めて。


    「ずいぶんと、お友達も増えちゃって──たっぷり楽しんでたから、あたしのことなんて忘れちゃったわけね？」


    　玉藻前は蒼そう白はくになって、手のなかの主を震えながら見下ろすと。


    「も、申し訳……ありません、ですの」


    「ちょっと、そんな言いかたしなくてもいいじゃないですか」


    　ようやく立ちあがり、落ちた仮面を拾いあげてまた装着しながら、神臣がぼやいた。


    「キツネちゃんはずっと、あなたのこと心配してたんですよ」


    「そんなの当然よ、それがこいつの役目よ、存在意義よ。いちいち褒ほめる必要もないわ、結果がともなってないんだから、叱しかってやったのよ。悪い？　あんたに関係があるの？　あたしたちに口出す権利があんたにあるの？」


    「そうですの、『おじょうさま』が正しいですの」


    　玉藻前が、むしろ神臣に余計なことを言うな、という態度で叫んだ。


    「あたくしは、ちからが及ばなかったことを謝罪するべき──『おじょうさま』がご無事だっただけで、本望ですの」


    「卑ひ屈くつね、鬱うつ陶とうしいわ。役立たずなうえに、不快だなんて……え、何よ？」


    　情雨が身じろぎし、キモ可愛かわいい生き物の態度が変わる。


    　そして、聞き覚えのある声をだしたのだ。


    「あの、えっと」


    「その声は──ささみさんですか!?」


    　神かみ臣おみが抜群に反応し、ダッシュで駆け寄ると玉たま藻もの前まえごと変な生き物を抱きよせた。


    「ぎゃーっ!?」と玉藻前と鎖さ々さ美みさん？　の悲鳴が同時にあがる。


    「お、お兄ちゃん、やめて人前なんだから！　恥ずかしいよ！」


    「ほんとにささみさんだ！　あぁんささみさん！　こうして抱きしめているとささみさんに狐きつね耳みみと尻しつ尾ぽが生はえたような問答無用の愛らしさが！　ささみさんったら世界でいちばんお姫さま！　会いたかったですよ！　一万年と二千年前からあなたが好きでしたー！」


    「うるさい触るな変態！　ていうかもっと早く見つけてよこのうすらとんかち！」


    「ふふふ、照れ隠しの暴力も今の僕には甘かん露ろ甘露──もっと殴なぐって！　僕に愛の鞭むちを！　それに再会の言葉がいつも間違ってますよマイシスター、ここは『離れてみて初めてあなたの大切さがわかったの、お兄ちゃん結婚して！』『子供は二十人以上がいいですね！　子供手当をたくさんもらいましょう！』が正しいです、ここテストにだします！」


    「いやぁぁあ、いやああああ、あたくしから離れて、抱きついて腰を振らないで、妙に体温を上昇させないでぇええ!!」


    　巻きこまれた玉藻前が不ふ憫びんすぎる。


    「あ、頭のおかしいこと言ってる場合じゃないんだよ、お兄ちゃん！」


    　まん丸い手で神臣をタコ殴りながら、鎖々美さんが叫んだ。


    「その、つるぎが──じゃなくて、かがみも！」


    「つるぎ先生とかがみさん？　はて、いったい何が……」


    　きょとんとする神臣の正面で、再び大爆発。


    　瓦が礫れきの山を吹き飛ばす、異様な存在が屹きつ立りつする。


    　それはゴキブリをそのまま巨大にして、厳いかめしくしたような、不気味な竜だ。


    　その頭頂には、優雅に腰かけた邪や神がみかがみの姿もある。


    「かがみっ、無事で……」


    「いけませんわ！」


    　飛びだそうとした鎖々美さんを玉藻前が強引に抱きよせる。


    　その行動は正解だった。


    　竜はおおきくおくびを漏もらすと、その大口を開いて強酸のブレスを吐いた。


    　地面が呆あつ気けなくぐずぐずに崩れる。


    　あのまま鎖々美さんが飛びだしていたら、そうなっていたのは彼女だ。


    　見ると、かがみは両目を爛らん々らんと輝かせ、こちらを無慈悲に見据えている。


    　その指先があがって、振りおろされる。


    　再び、強酸。


    「ひいっ──」


    　玉藻前が慌あわてて結界を敷いたが、呆あつ気けなく破片になって散らばる。


    　ものすごい威力だ──鎖さ々さ美みさんが玉たま藻もの前まえに抱かれたまま、悲痛な声をあげる。


    「ど、どうして攻撃するのかがみ!?　わたしたちがわからないの!?」


    「あの目つき、恐らく狐きつね憑つきと同じですわ」


    　臨りん戦せん態たい勢せいになりながら、玉藻前が語った。


    「その身に『神々』を降ろし、超常なるちからを得る技術。ただし、『神々』がその気になれば、肉体は支配され、意のままにされる。おそらく『守護神システム』で彼女に寄り添っていたギリシアの『神々』が、本性を剥むきだしにし、肉体を乗っ取ったのですわ！」


    　僕らはその可能性を考慮し、『守護神』を身につけなかった。


    　他の『神々』と一体化するなど、自分のいちぶを譲り渡すのと同義である。


    　深しん淵えんを覗のぞきこむとき、深淵もまたこちらを見ている──我わが身を削る諸もろ刃はの剣つるぎなのだ。


    「つまり、とうとうギリシアの連中が馬ば脚きやくをあらわしたってことね」


    　情雨じようの声で、変な生き物がつぶやいた。


    「面白いじゃない、映像によるとあのゴキブリみたいなのはティタノティテス──だったわね？　ティタノ、つまりタイタン族……『旧神』でありながら、現役の神でもある『慈母神ティティス』の化身。こんな強大な存在に憑かれちゃあ──邪や神がみかがみといえども、自意識を手放さずにはいられないでしょうね」


    　最初から、そのためにお膳立てされていたのだろう。


    　いざというときに、『神々』に邪魔をされないよう、狐憑き状態にして強制的に自我を奪う。


    　彼女がＮノンＰプレーヤーＣキヤラ──ギリシアの『神々』の手足であり端末であるニンフに誘われ、魔獣使いになったときからもう、この展開は用意されていたのだ。


    「もしかしたら、他のひとたちも……」


    　鎖々美さんがつぶやいた。


    　見ると、戦場で暴れるひとたちも、すべてが正気の目をしていない。


    『守護神』の造反により自意識を支配され、操られているのだ。


    「お、お母さんも、たしか守護神の『虹の架け橋』イリスとかいうのを宿らせてたはずだよ。操られて、無力化されちゃったのかも。あるいは、この戦争に巻きこまれて……たしかお母さんの『英名』は『運命の王子』パリスで、能力値がすごく低く設定されてるって──」


    「他人の心配してる場合じゃありませんわ、逃げないと！」


    　玉藻前が警句を発するが、遅い。


    　またも強酸のブレスが吐きだされる。


    　かろうじて玉藻前が結界で逸そらしたが、外れた攻擊が建物を一軒まるまる溶解させる。


    　戦闘力があるのは、どうやら玉藻前だけだ。分が悪すぎる。


    　おまけに、たぶん敵は邪神かがみだけではないのだ──。


    「かがみ！」


    　けれど、鎖さ々さ美みさんの情感に満ちた声に、かがみが揺れる。


    　彼女は「ぐうっ……」と呻うめくと、さらさらとした黒髪を揺らして、頭を抱かかえる。


    　同時に怪物ティタノティテスも動きを停止させ、錆さびついたようにぎこちなくなる。


    「可愛かわいいのが召しよう喚かんできたと思ったら、その皮をかぶっていただけで、わたしを騙だましていたのですね。まったく……悪い子！」


    　かがみが握り拳こぶしをつくって、ティタノティテスを殴打。


    　ものすごい打擊音が響いて、怪物が地に沈む。


    　暴れ回る巨大ゴキブリを、かがみは果か敢かんに抑えこんで。


    「逃げてください！　わたしの意識がギリシアの『神々』をはね除のけているうちに！」


    　必死に言った。


    　玉たま藻もの前まえが頷うなずき、かがみの名を呼ぶ鎖々美さんを抱きしめたまま踵きびすをかえす。


    　だが、どこに逃げろというのだろう──どこもかしこも地獄絵図だ。


    　まともに意識を保っているのは、どうやら僕らだけらしいのに。


    　火の手があちこちからあがり、城下町にはもう、まともな建物は残っていない。


    　農地は踏みにじられ、あちこちに人々が死し屍し累るい々るい──そして遠くには、迫りくる木馬。


    



    「そう、いいかげん無駄な抵抗はやめるんだな」


    



    　不意に、可愛かわいらしいとすらいえる、甲高い声が響いた。


    「この国じゃあ、こういうの──年ねん貢ぐの納めどきっていうんだろ？」


    　同時に放たれた凶悪な存在感に、全員がそちらを見て、絶句する。


    　炎のなか。飛び散る火の粉を演出のようにまとって、そいつは浮遊していた。


    「つるぎ……」


    　邪や神がみつるぎにしか見えない、けれど西洋風の巫み女こ装しよう束ぞくをまとった彼女を、鎖々美さんが呼ばわる。だが、すぐに首をふって。


    「ちがう、ほんとうに──あなたは何なの？」


    「見てのとおりだよ、今のこの国にはギリシアと日本が重なってる。残るのは、強いほうだ。弱いほうは押しつぶされ、存在を奪われる」


    　胸元に手を当てて、楽しそうに。


    「こいつ──邪神つるぎは『美少女戦士』として、運命に従うほど利益を得られる、という能力にとらわれて、あたしたちに都合のいいように振る舞っちまった。運命に従うってことは、世界のルールを決めた、あたしたちに隷れい属ぞくするってことだ。あたしがこいつを上書きするお膳立てを、こいつ自身がしてくれたんだよ。ていうか……」


    　炎の照りかえしのなか、それでもなお内側から輝きを放って。


    「頭ずが高ぇーぞ、平民ども。あたしはギリシア神話における太陽神、『紅天アポロン』──『最高神』が太陽を司つかさどるこの国じゃあ、あたし以上に偉いやつぁいねーんだろ？」


    　口調だけはつるぎのまま、今回の黒幕は堂々と名乗りをあげたのだ。
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    　戦場の只ただ中なかで、異国の神と向きあっている。


    　周囲から吹き寄せる熱気と煤すすだけで、身体からだ中が穢けがれていく。


    　けれど、つるぎを上書きして乗っ取ったアポロンは、泰たい然ぜんとした態度を崩さない。


    　妙に親しみのある、人間味のある日本の『神々』とちがって──高慢で、だからこそ美しくて、まるで王おう侯こう貴族みたいだ。


    「何が、目的なの？」


    　鎖さ々さ美みさんの問いに、アポロンは眉まゆすら動かさずに。


    「聞かれて素直に答えると思うなよ、おまえらの国とはちがうんだ。人間が神様にタメ口叩たたいてんじゃねーよ。あたしは人間のこと嫌いなんだよ」


    「説明しなさいよ、場合によっちゃあ半殺しでゆるしてやるわ」


    　情雨じようの言葉に、アポロンは片眉を吊つりあげて。


    「威勢がいいねえ、まぁいいや──あたしらは自慢が大好き♪　どうせ今からじゃ現状は覆くつがえせない……説明してやるから、この国の最後を看み取とってやればいいよ」


    　滔とう々とうと語りだした。


    「結局のところ、ぜんぶゲームだ。あたしらは、そういう『神々』だからな。タイタン族、ギガントス族……すべての敵はとっくの昔に滅ぼしちまって、退屈を持て余してる。くだらない人間との恋愛や、遊興で、そんなゲームで、暇ひま潰つぶしするしかねーんだよ」


    　こちらを指さして。


    「ただし、今回のゲームの駒は人間だけじゃねー、おまえら『神々』もだよ。駒はおまえら、働くのもおまえら、景品もおまえらで、利益をえるのはあたしたちだけ」


    　胸元に手を添えて、すこし儚はかなそうに。


    「忘れられ、ゆっくりと信仰を失っていくさだめにある多神教神話──増えすぎて、科学技術を発達させた人類は驕おごり、あたしらに頼る気持ちを失っていった。あたしらは現世に嫌いや気けがさし、徐々に遠ざかって、あるいは衰退しようとしていた」


    　哀かなしそうに。


    「正直、もうじきあたしたちは消滅する──過去にされ、忘れられちまう。そうなると、神話はお終しまいだ。その前に、あたしたちは身の振りかたを決めなくちゃいけなくなった」


    　あたしたちの意見は真っ二つになった、とＶサインをつくって。


    「そのうちひとつの意見で、大多数を占めていた勢力が提案したのが──この『現代のトロイア戦争』だ。ゲームのふりをして、代理戦争のふりをして、『守護神システム』などを利用してその国の人々を、『神々』を侵略し、上書きして乗っ取る」


    「んな……」


    　情雨じようが引きつった声をあげる。


    　悪徳オカルト結社『アラハバキ』の首しゆ魁かいとして、それに似たことを考えたこともあるのだろう、先を越されて怒っているのか。


    　それとも、理不尽にこの国を餌えさ場ばに決めた彼らに、純粋な苛いら立だちをおぼえているのか。


    「昔から、あたしらが繰りかえしてきたことだよ。他の国の神話を吸収し、版図を広げる。ま、侵略戦争だな。とりあえずの、現状維持だ。自分んちギリシアの資源が足りないから、よそから奪う。簡単だろ？」


    　事実、簡単なのだろう。


    　衰えたとはいえ『最高神』だったつるぎを、ただの神であるアポロンが乗っ取っている──その事実ひとつで、日本とギリシアの神話としての格の違いがわかろうというものだ。


    「もうひとつ、主流になった意見として……原げん点てん回かい帰き、というのがある。どんな多神教神話でも、最初は一神教的な性質をもっている。逆もまた然しかりだけど、今は関係ねーよな。あたしらの神話でも、最初は神様はひとりしかいなかった。『産神』ガイアだ」


    　鎖さ々さ美みさんを、あるいは情雨を見据えて。


    「そういう『神々』は珍しくない──そいつらは多神教神話のなかにいて、一神教的な性質をもっている。おまえらでいうところの、『まつろわぬものアラハバキ』だな」


    　その名前をだされて、情雨が引きつった。


    「ギリシアにおける唯一神──実際、ガイアは原点回帰をしようとして、他のギリシアの『神々』を喰くらい吸収し、ひとつに戻ろうとした。これをギガントスの戦いギガントマキアという。当然、その反乱は失敗し、敗北したガイアは幽閉された。でも、その意見を肯定する連中もいたんだ」


    　アポロンはちいさな子供にものを教えるみたいに。


    「あたしらは、分割されすぎた。おまえらみたいに八や百お万よろずってわけじゃねーけど、覚えきれないぐらいたくさんにな。だからこそ、ひとりひとりのちからが弱まり、信仰を失い、忘れられようとしている。だから今こそひとつに再集合し、圧倒的なちからでこの世界に君臨しよう、って意見もでてきたわけだ」


    　一神教と多神教、どちらを選ぶか。


    　ギリシアの『神々』は、協議の果てに──。


    「でも、どっちにするか決めかねてな。ゲームで決めることにしたんだよ、それが『現代のトロイア戦争』だ。ま、『最高神』のゼウス父上が支持した時点で、前者……多神教のまま、他の国を侵略して生き延びる、って方向に決まりそうなんだけど」


    　さらっと言ったが、それは日本の滅亡を意味している。


    「本来なら出来レースでさ、一神教を支持する『アカイア勢力』は負けるはずなの。勝者、なんて名指しされてたけど。あたしらは多神教神話だからさ。ゼウスも頭が固いし、とうてい受けいれられない──木馬は完成せず、英雄は集まらず、アカイアは負けるはずだった」


    　けれど、とアポロンはおおきく手を開いて。


    「あたしはそれを認めない。だから、こうして介入している。だって、太陽神といやあいろんな国で『最高神』として崇あがめられてる──あたしだって、もともとは狭い地方でだけど、天てつ辺ぺんにいたんだよ。『最高神』だったんだよ。その権力を、ちからを取り戻す……」


    　混こん沌とんとした状況になっているのは、こいつの存在があったからか。


    　穏やかに終わるはずだった『現代のトロイア戦争』に異議を唱え、自らの意志をごり押ししている、こいつのせいで──。


    「このまま戦争は激化し、すべての人間は倒れる。巻きこまれた『神々』もな。そいつらの魂は、エネルギーとして冥めい界かいと化した木馬へと吸収される。あたしがそれを捕食し、ちからを得て、最終的に──故郷で踏ん反りかえってやがる、ゼウスを討つ」


    「そんな……」


    　途方もない発言に、鼻はな白じらむ鎖さ々さ美みさんだったけれど、アポロンは自信ありげだ。


    「可能さ。『最高神』も万能じゃない。現在のルールを無視し『神々』を喰くらう『次世代神』──邪や神がみたまはすでに取りこんだ。足りなければおまえだ、『まつろわぬものアラハバキ』。何のために、そんな無力な姿にしてやったと思う？　食べやすいようにさ！」


    　その言葉に、情雨じようは震える。恐怖か、怒りか。


    　ギリシア神話において、『神々』は人間を罰するため、あるいは恣ほしいままにするために動物などの姿に変えて、辱はずかしめる。


    　情雨は、まさにその侮ぶ辱じよくを受けたのだ。
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    「うちの国では代々、『最高神』の父親を息子が倒して下げ克こく上じようし──その地位を奪ってきた歴史がある。今度はあたしの番ってわけだ。わかりやすいだろ？　ちなみに、ギリシアの『神々』は他者の性質を借り受けられる、って能力がある。ゼウスの雷らい霆ていを借りたアテナみたいにな。それを利用し、おまえらの『神々』を捕食する能力をいただく」


    　こちらを指さし、アポロンは呵か々か大たい笑しようする。


    「鉄の時代人間の世界は終わり、あたしの時代がやってくる。もう誰にも止められない……」


    「笑わせるわね、黙ってやられるもんですか。太陽神だからって生意気よ──不可能よ！　だいたい、他のギリシアの『神々』はそんなの納得してるの？」


    　情雨じようの問いに、アポロンは面白い冗談でも聞いたみたいに。


    「おいおい、ギリシアの『神々』が総出で、こんなちっぽけな島国にきてると思ってんのか？」


    　嘲あざけるみたいに。


    「当然、全世界で同時多発的に『現代のトロイア戦争』は行われている。中国、印度インド、エジプト、その他もろもろで……だ。あたしは日本担当なんだよ。太陽神が治めてる国だからやりやすいだろうってな」


    　だから、ここで何をしようともあたしの自由だ、とアポロンは得意げに語った。


    「すべての『現代のトロイア戦争』の結果次第で、ギリシアの方向性を決める。どっちが勝ってもまぁ他の国を押し潰つぶし、侵略はできるから、利益はある。あたしらに損はない。巻きこまれたおまえらは、ご愁しゆう傷しよう様だけどな？」


    「馬鹿馬鹿しい」


    　情雨が苛いら立だたしげに、吐き捨てた。


    「神話において、アポロンはトロイア戦争で敗北した。その屈くつ辱じよくを晴らしたいと、そう思ってるんじゃない？」


    　相変わらず、余計なことばかり知ってるなぁ。


    「いちど負けたゲームに、今度こそ勝つために再挑戦？　子供ね、これだから人格神はだめなのよ！　あんたみたいな負け犬に、あたしの大事なものはひとつだって奪わせない！」


    「うるせーな、餌えさのくせに。おまえらは、黙って従ってりゃいいんだよ」


    　アポロンは毛ほども動じない。


    「てゆーか、『プシュケの試練』で眠らせたはずなのに、何でおまえら活動してんだよ。くそっ、巧うまくいかねーな──キマイラをけしかけたり、いろいろしたのに、結局ここまで辿たどりつきやがって……。遠い異国にいる他の連中、ゼウスとかが、妨害してやがんのかね」


    　浄化、あるいは鎖さ々さ美みさんを、静かに見据えて。


    「おまえらは、危険だ。唯一神を宿す娘と、何の能力もない小娘に見えて──いつも中心にいる、最後の『月つく読よみの巫み女こ』。利用価値はあるが、おまえらに自由に動かれちゃ邪魔だと思って──ゲームが始まる前に襲擊して隔離してやったのに、こうして関わってきやがるとはね」


    「わ、わたしを『殺した』のも、情雨ちゃんを閉じこめたのも──」


    　鎖々美さんが驚いたように、声を荒らげた。


    「あなただったの!?　なんでそんなこと──わ、わたしなんかをそんな、特別扱いして……」


    「なるほどね、『プシュケの試練』のとき、あなたはこっち側が見えているように振る舞ったうえで、マイクをつくったり、あきらかにこっち側に干渉していた……。あんたが、あたしたちの今いる空間をつくったと考えたら納得だわ。ここは、やっぱりあたしの部屋によく似てるだけの──隔離された、特別な空間なのね」


    　鎖々美さんの声を遮さえぎるように、あるいはバトンパスを受けるように、情雨が怒鳴った。


    「木馬の材料とかが足りなければ、あたしたちを使用できるように、自分の管理下にあるこの空間に保存しておいたってこと？　でも、残念ね。そう簡単に保存食扱いされないわよ。あたしたちは魔王をつくり、ゲームに関わり、あんたの裏をかき、その陰謀を叩たたき潰つぶす。運命なんかに屈しない！　不確定要素あたしたちをすぐに始末せず、取っておいたのがあんたの敗因よ！」


    「あたしがなんで安い悪役みたいに、自分の目的とかをぺらぺら喋しやべってると思う？　大逆転なんかありえねーからだよ。ギリシア神話は運命と役目を重視する──それに従い、トロイア戦争を再現し、歴史どおりに木馬を動かしたあたしの行動は神にだって阻害できねーんだよ」


    　異国の太陽神は、面倒くさそうに。


    「お喋しやべりは終わりだ。予定どおりに神話を再現し、あたしは望むものを手にいれる。おまえらは何もする必要はないし、もう悩むことも、苦しむこともない。どうせ全員、あたしにぶっ殺されたうえで──仲良く木馬に喰くわれて消えちまうんだからよ！」


    　表情を冷ややかにして、アポロンが情雨じように狙ねらいを定めた、瞬間だった。


    　轟ごう音おん。


    　と同時に、ゆるやかにトロイア城壁に近づいていた木馬が炸さく裂れつ──四し散さんした。


    　生き物の断だん末まつ魔まじみた破壊音が鳴り響き、瓦が礫れきと木片が散らばった。
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    「何だと……!?　木馬が!?」


    　アポロンが目を剥むいてそちらを見る。


    　僕も視線をそちらへ向けた。砕け散った木馬の奥から、冥めい界かいに送られた魂だろう──どろどろした汚お泥でいのようなものが溢あふれ、遅れて何者かが飛びだしてくる。


    　背中にちいさな女の子を背負った、勇ましい青年である。彼が木馬を破壊したのか……？


    　あれはたしか、『九く頭ず竜りゆう島』でも見かけた、僕らの計画を叩たたき潰つぶした張本人。


    　英雄神スサノヲ。


    　何がどうなって、あんなことに……？


    「あれは、希のぞ美み？　希美ね、生きていたのね！」


    　情雨が喜びの声をあげるが、正反対に、アポロンが思いどおりにいかない子供みたいに。


    「ちっ、運命がうるさいぞ！　天てん秤びんは傾いている、あたしはすべてを手にいれられるはずだろうが！　なぜ、巧うまくいかない──これも運命だとでもいうのか、父上！　ゼウスよ！」


    「い、今のうちですの！」


    　玉たま藻もの前まえが叱しつ咤た激げき励れいし、情雨を抱いたまま、踵きびすをかえして走る。


    　神かみ臣おみとミッちゃんがついてくる。


    　情雨が暴れ、「何よ、逃げていいなんて言ってないわよ！」と騒いだけれど。


    「相手は『最高神』アマテラスを上書きした強大な『神々』ですの、まともにやっても勝ち目なんてありませんわ！」


    「じゃあ、どうするの！　逃げてどうするのよ！　この国はあたしのよ、あいつが奪おうとしてるのはあたしのよ！　盗ぬす人びとを叩たたきださずに逃げるだけなんて気に食わないわ！」


    「ひとつ、方法がありますの」


    　玉たま藻もの前まえの口調が変わった。


    　きいきい甲高いものから、おとなびた、哀しげなものに。


    「……ゆるしてくださいますか？」


    　そう告げた彼女の表情は、すでに覚悟を決めているように思えた。
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    　戦火からやや遠ざかった、どこかの広場だ。


    　こちらはいつでも好きにできると判断したのか、アポロンは崩れた木馬のほうへと向かった──落ちついて話ができるのは、今だけだ。


    　玉藻前は汗を拭ぬぐうと、きちんと背筋を伸ばし、主あるじを地面に置いた。


    　そして、しゃがんで目線をあわせて、しっかりした声音で。


    「あたくしが何をしても、『おじょうさま』は怒りませんか？」


    　静かな口調で、そう尋ねた。


    　情雨じようはやや戸惑ったようだが、意味がわからなかったのか、目を白黒させたまま。


    「何よ、いいわよ。言ってみなさいよ、作戦があるなら聞いてあげる。ただし、みんなでやるのよ。あんた、弱ってるんだから。べ、べつに心配してるわけじゃないのよ」


    「いいえ」


    　玉藻前は揺るがずに、胸に手をあて、真しん摯しに言った。


    「今回ばかりは、あたくしに任せてくださいませ。『おじょうさま』は、待っていてくださればよろしいんですの。すべて、万事解決してみせますから」


    「なんでよ、どうして蚊か帳やの外なのよ。いつもそうよ、あたしをどうして肝心なときに除のけ者にするのよ。あたしは悪徳オカルト結社『アラハバキ』の首領なのよ！」


    　必死に言いつのる情雨に、玉藻前は頷うなずいた。


    「はい。ですから、『おじょうさま』をここで失うわけにはいかないのですわ。あたくしなら、代わりはいくらでもいますもの。帰れぬかもしれない勝負に、危険な博ばく打ちに、最高司令官を同伴するわけにはいかないでしょう？」


    　あくまで部下と上司として語る玉藻前に、情雨は納得しない。


    「どうしてよ、ちがうわよ。伝わってないわよ、あたしが言いたいのは──」


    「淡あわ島しまさま」


    　はいはい。


    　ごめんね情雨じよう、どうやら他に方法がないみたいだ。


    『スキュロス島』からトロイア地方にやってくる前に──僕たちは、話しあった。


    　自分のすべてと引き換えにしても、僕らには守りたいものがあった。


    　立場も性質も異なる僕たちだけど、その点でだけは共通していた。


    　似ていたのだ、放っておけない子供を導き守り育てる保護者として──僕たちは万が一のときに手を携たずさえられるように、意見の統一をしていたのだ。


    　すべてを傍ぼう観かんし、みんなの事情を知ち悉しつしている僕。


    　罪にまみれた秘密を抱かかえ、その贖しよく罪ざいの機会を待っている玉たま藻もの前まえ。


    　記憶をわずかに取り戻し、己おのれ自身を思いだしたミッちゃん。


    　どうでもいい存在として放置され、忘れさられていた神かみ臣おみ。


    　僕たち保護者がちからをあわせ、全員が命をかけることで、いちどだけ成就する奇跡。


    　パズルのピースみたいに、必要なものはすべてここにある──。


    　それを偶然とは思わない。


    　アポロンの陰謀を遠いどこかで察した他のギリシアの『神々』が、僕たちの運命を支え、導いてくれている。


    　ギリシアの連中が運命だの役目だのを重要視しているのは、今さら語るまでもない。
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    　僕たちは、話しあいの結果──決めていた。


    　もし恐るべき陰謀によって、僕たちの守りたいものが踏みにじられようとしているなら、一致団結してそれに抵抗しようと。


    　けれど、相手は偉大なギリシアの『神々』だ。


    　僕たちは、きっと無事では済まない。


    　でも、どうしようもなくなったら──それを選ぶと、決めたんだ。


    　とくに玉藻前にとっては、そうするのは当たり前で、自ら望んですらいた。


    　傾けい国こくの美女は、その呼び名に似合わないぐらいに、滅びゆく国を見捨てられない。


    　優しかったから、手を差しのべた。


    　けれど、わかりあえなかったから──すべての責任を押しつけられ、怪物として追われた。


    　これまでは、失敗しつづけてきた。


    　だけど、今回こそは……。


    　玉藻前を家族として受けいれてくれた『おじょうさま』のために、妖よう怪かいではなく神として、奇跡を起こすつもりなのだ。


    　玉たま藻もの前まえにだけ、その重みを背負わせないために──僕は、情雨じようの身体からだにするりと潜りこむ。


    　その自我をとろけさせる。


    　眠りに誘う……。


    「いやよ、いや──どうしてよ、わからないわ……役目とか、運命とかに何なんで従おうとするのよ。逆らおうとしないのよ。待ってなさいよ、強くなるから。あたしが強くなってぜんぶ引っくりかえしてやるから。自分だけで背負わないで、あたしを置いてかないでよう──」


    「今度こそ、守りたいんですの。ごめんなさい、『おじょうさま』」


    　強制的に眠らされた情雨を、最後にいちど、抱きよせてから。


    　また地面に優しく下ろし、玉藻前は他のみんなに向き直る。


    「アポロンは運命に対抗し、ねじ曲げ、己おのれの欲望を叶かなえようとしておりますわ。けれど、それはとても難しいこと……。邪魔してやれば、覆くつがえすことができるかもしれません。でも、あたくしだけでは無理です。どうか、お願いします、この子たちの未来のために──」


    「水臭いですよ、キツネちゃん」


    　神かみ臣おみが、ゆっくりと仮面を下ろしていく。


    　その素顔をわずかに覗のぞかせて、にっこり微ほほ笑えんだ。


    「僕たち、お友達になれたでしょう？　いっしょに、がんばりましょう」


    　情雨と感覚を共有しているらしい魔王は眠っているから、神臣の姿が、言葉が、鎖さ々さ美みさんに届いているかはわからない。


    　せめて、聞こえていればいいと思う。


    「まだ、ぼんやりとしか思いだせませんが。たぶん、これが僕の役目なのだと思います」


    　もう二度と、会えないかもしれないのだから。


    「遠い昔に、日ひ留る女めさまから頼まれたことは、果たせたと思います。彼女らを、諷ふう喩ゆされた太陽神の影──『月読の巫女ツクヨミノミコ』を、つまり『月読命ツクヨミノミコト』を、見守る役目は、これでお終しまいでいいかもしれません。『最高神のちから』を自らの肉体に幽閉し、民に還元する……その仕組みはきっと、ささみさんが終わらせますしね」


    　実感をこめて。


    「彼女はもう、自分で立って歩けますよ」


    　嬉うれしそうにつぶやいた。


    　自分が用済みになることが、何よりも誇らしいことだというように。


    「えぇっとぉ……」


    　ミッちゃんが心配そうに。


    「鎖々美さま、寂しがると思いますけど──ごめんなさい、他に方法がないんです」


    　記憶を取り戻した彼女の手のひらから、刃が生はえている。


    　手のひらの皮を肉を骨を突き破って、黒々とした、不気味な太た刀ちが。


    「忘れられた太陽のあなたから、わたし──『天てん孫そん降こう臨りん』のニニギノミコトに仕えるため、地上に派遣された露つゆ払はらい役『裁きのいかづち』タケミカヅチが、おちから頂ちよう戴だいいたします」


    　それが、彼女の真名。


    　ギリシア神話の世界観に染まっている今、日本における雷神であるその立場は──『最高神』ゼウスの恩恵を受けて、爆発的に膨ふくれあがっている。


    　彼女が思いだしたという物語を、記憶を、今は多く語るまい。


    　当然、月つく読よみ神かみ臣おみの正体についても。


    　僕がそれを語るのは、やっぱりフェアじゃないから。


    　僕は傍観者であって、解説役じゃないんだ。


    　いつか鎖さ々さ美みさんや情雨じようが、自分のちからで、真実に辿たどりつかなくちゃいけない。


    　今重要なのは、神臣のなかにおおきなちからが隠れていること。


    　ミッちゃんが、それを残らず引きだせるということ。


    「わたしは、主あるじの代わりに血を浴びる、裁きのいかづち」


    　雷光が走り、神臣の身体からだに禍まが々まがしい刃が突き刺さる。


    　肉体も、霊体も、まとめて貫くその稲妻そのものの一擊は──。


    「役目を忘れ、のうのうと生きておりましたが、今こそ義務を果たします」


    　神臣のすべてを吸収し、純粋なちからにまで還元。


    「この国は、わたしが守ります」


    　その溢あふれる輝きそのものの、神臣のちからを抱きよせたまま。


    「あとは、頼みます」


    　そっと、ミッちゃんはそれを玉たま藻もの前まえに献上する。


    「あたくしが裏切るとは思わないの？」


    　玉藻前は微ほほ笑えんで、悪戯いたずらっぽくつぶやいた。


    「これまで、あたくしが──いくつの国を滅ぼしたか知ってますの？　いつもこうやって、みんなの期待を集めて、裏切って、面白半分に王朝を潰つぶしてきたのかもしれませんわよ？」


    「わかりません。けど、信じるものは救われるべきですよね？」


    　裁きのいかづちの言葉に、傾けい国こくの美女は肩を竦すくめる。


    「ええ、肉食獣でも家族は可愛かわいい──せめて、守り抜いてやりますわ」


    　その手のひらを握り、神臣からミッちゃんに流れたちからを、受けとる。


    　電気とは、媒介だ。


    　雷として顕けん現げんした膨大なちからが、玉藻前の霊体に注ぎこまれる。


    　霊的に感電し、その重圧に耐えながら、玉藻前は力強く頷うなずいた。


    「たしかに、受けとりました」


    　その言葉を聞いて安心したのか、ミッちゃんが倒れる。


    　そちらにかるく頭をさげてから、玉たま藻もの前まえは世界に宣言した。


    「今こそ、『現代のトロイア戦争』のルールに則のつとり──『不死身の英雄アキレス』の能力を行使いたしますわ！」


    



    
      †　†　†

    


    



    　今回、日本で起きている出来事は、『紅こう天てんアポロン』の反逆だ。


    　だがそれを他のギリシアの『神々』は遠くから察知し、直接の手出しはできないようだが──アポロンに抵抗するものに、ちからを与えてくれる。


    　今は、玉藻前に。


    「あたくしの、歴史の『改変』能力で、これから過去に飛びますわ。おふた方にちからをいただいたので、単独でも可能なはずですの」


    　それが、彼女の作戦だった。


    「『現代のトロイア戦争』の筋書きは、過去のトロイア戦争の事実に寄り添う。だから、その時代まで戻って、筋書きを変えてきますの。たとえば、アポロンが途中で退場する──とか。囚とらわれの姫ヘレネが救出され、アカイアとトロイアが電擊的に和解して、みんな幸せに暮らしました……とか。強引にでも、ハッピーエンドにしてきますから」


    　過去が変われば、それを下敷きにしている現在も変わる。


    『現代のトロイア戦争』の筋書きそのものが、書き換えられることになるのだから。


    「『不死身の英雄アキレス』は、必ず勝利する。そのために必要なちからを、ギリシアのすべての『神々』から徴収できる。ただし……」


    　メニュー画面に記載された能力の内容を読みあげ、玉藻前は覚悟を決める。


    「能力を行使し、勝利したあと、死ぬ」


    　知ったことか、と前へ踏みだした玉藻前の足を、誰かが掴つかんだ。


    　驚いて見ると、変な生き物──情雨じようだった。


    　重い瞼まぶたを開いて、必死に歯を食いしばって、見あげている。


    　健けな気げで、必死だった。


    「どこへ、行くのよ。死ぬって、何よ。ゆるさ、ないわよ……」


    「淡あわ島しまさま」


    　玉藻前が非難に満ちた表情になったので、言い訳させてもらうと。


    　情雨は、僕らが思った以上に強い子だったみたいなんだよ。


    「いやよ、絶対に認めないわ。命令よ、死んじゃだめよ。誰も喜ばないわよ。逆らったら酷ひどいわよ、地獄を味わわせてやるわよ。あたしがやるったら、やるわよ。後悔させてやるわ、だからお願い、あたしを独りぼっちにしないで……」


    「あたくしが、いなくなっても」


    　死んでも、とは玉たま藻もの前まえは言わなかった。


    「淡あわ島しまさまや、ガルーダくんがいますでしょ？」


    　嫌いや々いやをするように首をふる情雨じよう──再会したときは、嬉うれしさを噛かみ殺すために、あるいはみんなの前で格好つけて、あんな態度だったけれど。


    　ほんとは、誰よりも甘えん坊で。


    　仲間のこと、大事に思ってる女の子だから。


    「あたくしは、いいの。満足してますから。あなたとまた巡り合えた。短い時間だけど、そばにいられた。強く成長してくれたと、わかった。だから、あたくしはいいの……」


    「あなた──」


    　何かの確信が、情雨の全身を貫いた。


    　知的な論理でも、霊感でもない、それは人間として当たり前の肌触りと、直感。


    「まさか」


    　玉藻前は、そんな情雨の揺れる瞳ひとみから目を逸そらして、背を向けると。


    　たまらず零こぼれてしまった、擦すりきれた声で。


    



    「恋しくば／尋ね来て見よ／和泉なる／信太の森の／うらみ葛くずの葉」


    



    　一句、詠よんだ。


    　否いな、暗あん唱しようしたのだ。


    「それが、すべてですわ」


    　語ると、歩いていく。


    　背中が、情雨から遠ざかっていく。


    　もちろん賢明で、勉強家の情雨は、その句のことを知っていた。


    　伝説の陰おん陽みよう師じ、安あ倍べの晴せい明めい──その母親である妖よう狐こ・葛の葉が、人里から離れるときに詠んだ一句なのだ。


    　情雨の表情に、ありありと理解が浮かんだ。


    　推測は確信となり、実感となって、涙になった。


    



    「……ママなの？」


    



    　玉藻前は答えずに、炎のなか、陽かげ炎ろうに揺れる木馬へと歩を進めていく。


    　遠い昔に。


    　安あ倍べの晴せい明めいの逸いつ話わを熟知し、霊的な素養のある人物と妖よう狐こを交配させることでより強力な霊能力者を産めると推測した先代、つまり情雨じようの父は──世を儚はかなみ殺せつ生しよう石せきと化していた金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつねを捕獲し、『アラハバキ』の器としての蝦え怒ど川がわ情雨じようを産ませた。


    　情雨は霊能力者を父とし、妖狐を──神を母として、ギリシア神話の大英雄ヘラクレスのように、強大なる半神として誕生させられたのだ。


    　だから情雨は『改変』ができるし、多くの『神々』を身体からだに宿らせても堪たえられる。


    　本人もそんな自分に違和感を覚えていたのか『自分はほんとに人間なのか？』といつも冗談めかして、けれど真ま面じ目めに悩んでいた。


    　その答えがこれだった。


    「あのひとの死に目にも立ち会えずに、あなたを守ることもできなかった──せめて最後のちからで、幼い月つく読よみ鎖さ々さ美みに取り憑ついて歴史の『改変』を行おうとして、それにも失敗して。あわせる顔がなかった──。なのに、あなたは温かく迎えてくれた、生き恥はじを晒さらしていたあたくしに、あなたのお世話をさせてくれた……」


    　独り言みたいに、玉たま藻もの前まえはつぶやいた。


    「望外の、喜びです。一万年、生きてきて──こんなに幸せな日々はありませんでした」


    「いやよ、いやっ」


    　情雨が身をよじったけれど、僕が強引にでも抑えこむ。


    　それが玉藻前との約束だ。彼女の決意への、僕なりの敬意だ。


    「何もしなくていい、そばにいてほしかったのよ──ママ、ママ、ずっと寂しかったのに！　あなたに気づかなかった！　ようやく会えたのに！　どこへも行かないでよ！」


    　涙をぽろぽろ零こぼして、赤ん坊のように泣きじゃくる情雨に、玉藻前は振り向かない。


    　この温かみを振りきって、彼女はこれから戦わなくてはいけない。


    「泣かないで、あたくしの、世界でいちばんの大好きちゃん」


    　それが、最期の言葉になった。


    「……ママって呼んでくれて、嬉うれしかった」


    　地獄の業ごう火かのなか、崩れゆく木馬の見える戦場へと、九尾の狐は飛びこんでいく。


    　悲痛な我わが子の悲鳴を背負って、今度こそ、汚名を返上するために。


    



    
      †　†　†

    


    



    　この日、世界的に有名なギリシア神話の記述に、変化があった。


    　トロイア戦争では誰も死なず、『神々』は人間の歴史に介入するのを諦あきらめ、神の国オリユンポス宮殿へと退散した──その原因となったのは、どこからともなく現れた美しい獣であったという。


    　歴史は『改変』され、この国の滅びは回避された。

  



  
     第十三話／神様のいない『月』曜日


    



    　日本全土を巻きこんだ（そして全世界で同時多発的に行われた）『現代のトロイア戦争』の事後処理は、関わった人々の記憶の『改変』と、主犯格だった紅こう天てんアポロンの煉獄タルタロスへの封印等々によってひとまずの収束をみた。


    　ギリシアの『神々』は地元へと戻り、日本には再び平和が訪れた。


    　だけど、それは本当に？


    　強引に一神教か多神教か選ぶことを強制されず、これまでと同じように──いろんな神様が共存し人々が自由に生きられる、そんな世界が今日も明日もつづいていく。


    　でも、それは本当に？


    　疑問は尽きないし、わたしにはそれを考察することもできない。


    　全世界的に『神々』の存在感が消えて、邪や神がみ三姉妹を含む多くの『神々』がほとんど人間並みに零落し、戸惑いをおぼえながらも日常に戻ってから数日が経過している。


    　たぶん世界を救ってくれた、今回の物語の中心にいた、わたしたちの保護者の何人かは──まだ、戻ってきていない。


    　お兄ちゃんも。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　これは後から聞いた話である。


    



    　たまの通っている、私立岩いわ永なが小学校。


    　その廊下を歩いていた[image: ]くし名な田だ希のぞ美みちゃんが、背後からすごい勢いでスカートをめくられる。


    「おーっす、希美！」


    「うぎゃあ!?」


    　女の子らしからぬ悲鳴をあげて、希美ちゃんはぷんすかと怒った。


    「ちょっと佐さ藤とう！　何すんのよ！　もう小学四年生だからそういう低俗なことは──」


    「おまえ、眼鏡めがねやめたんだな」


    　希美ちゃんのお説教をするりと無視し、驚いたように目を丸くしているのは、やや気弱そうな眼鏡の男の子。


    　佐藤と呼ばれた彼の言うとおりに、希美ちゃんは度の厚いぐるぐる眼鏡をやめていた。


    　後に聞いた話によると、視力がえらく回復していたのだとか。


    　その理由は、よくわからないけど。


    　佐さ藤とうくんは不安そうに、希のぞ美みちゃんの顔を覗のぞきこむ。


    「何かあったのか？　ほら、おまえ両親と仲悪いじゃん──嫌いやなことでもあったのか？　困ったことがあったら僕に……」


    「うるさいな。べつに仲悪くないのよ、佐藤には関係ないじゃない」


    　つんとそっぽを向いて、でも心配されたのが嬉うれしかったらしく、かるく頬ほおを染め照れ隠しに早歩きになって、希美ちゃんは下駄箱へ。


    　そんな彼女を見てクラスメイトたちが「あれ、誰？　すごい美少女」「希美だって、希美」「うっそ、眼鏡外したらあんなふうになるの!?」などと騒ぎが起きているが、本人は気づいてない。


    「たまちゃん、平気かしら」


    　物もの憂うげに。


    「お見舞いに行きたいな──今日は塾だけど、お母さんにも事情を説明すれば……無理かな」


    　現在、この世界における『神々』は様子がおかしい。


    　つるぎは「全日本規模の、下手すれば世界規模の『改変』が行われたせいで混乱してるというか、後遺症っつうか。そんな感じだと思うけど、あたしもこんな大規模な『改変』は初めてだからよくわかんね」とか言ってた。


    　とくにたまは寝込んだまま意識が戻らず、かなり心配である。


    　寝顔は穏やかで「えへへ、キュピちゃん」とか何とか言ってるから、まぁ死ぬようなものではないだろうけど──わたしも、かなり心配だ。


    　希美ちゃんはしばし携帯電話を見つめ、メールを打っていたけれど、その顔が引きつった。


    　下駄箱を開いて、靴を履はきかえようとして。


    　自分の外履きの上に置かれた、封筒に気づいたのだ。


    「え？」


    　硬直し、しばし考えてから──ぼっ、と希美ちゃんが真っ赤になる。


    「え？　嘘うそ、これって……なんでわたしに？　悪戯いたずら？」


    　素直にラブレターだと思わないところが、この女の子のびみょうに卑ひ屈くつなところである。


    「汚い字！」


    　どきどきしながら中身を確認し、希美ちゃんは苦笑い。


    　そこにはちいさな幼児が書いたような文字で【変な銅像の前で待つ。】とだけ。


    「名前すらないじゃない、やっぱり悪戯かな──こ、こんな馬鹿なことするなんてゆるせないから、叱しかってやらなくちゃ。けして興味があるわけじゃないのよ」


    　誰かに言い訳しながら、大事そうにそっと封筒をランドセルにいれて。


    　希美ちゃんはやや早足で、校庭へと向かった。


    　岩いわ永なが小学校にはひとつ、たいへん目立つ銅像があるのだ。


    　お姫様の銅像らしいけれど、小学生は「宇宙人だ！」、年老いた教師は「土ど偶ぐうかもしれない」、男性教師は「ボト×ズだ！　ボト×ズ！」とか興奮する感じのデザインである。


    　そんな曰いわく形容しがたい銅像の前に、ベンチがあって、そこにひとりの青年が座っている。


    　だらりと腰かけて、長い足を伸ばしている。


    　炎のように赤い髪と、悪戯いたずら小僧みたいな表情。


    　どちらかというと柔らかめの、優しげな風ふう貌ぼうなのに、笑みのかたちで見える歯だけが肉食獣みたいにギザギザ。


    　ふだんの希のぞ美みちゃんなら、けして近づかない相手だけど──。


    　そんな青年の姿を見た瞬間、希美ちゃんは棒立ちになる。


    （──このひとを知っている）


    「お！　きたな希美！　遅ぇーよ！　思わず眠りそうだったよ！」


    「え。あの」


    　知らないお兄さんに、びくびくして、希美ちゃんは後じさる。


    「えっと、誰ですか。なんでわたしの名前──」


    「あ、そっか。記憶を『改変』されてんのか。それでも多少は覚えてんだろ、大規模な『改変』に触れて、おまえの霊的才能は開花したはずだぞ」


    　などと、今の希美ちゃんにはよくわからないことを言って、青年は笑った。


    「ま、いっか。何度忘れられても、また巡り合えればいいんだもん。会えて嬉うれしい、希美。呼びだして悪かったな、ちと後遺症が心配でな──そのぶんだと、元気そうじゃん。俺様、これで大手を振って『根の国』に帰れるぜ。弱ってる姉貴のことも心配だけど、ママを長く放置しとくと拗すねちゃうからな」


    　一方的にそんなことを語る青年に、希美ちゃんは見とれる。


    　なぜだろう、胸の奥が熱い。


    　たましいが、このひとのことを知っている。


    　もちろん、真ま面じ目めな希美ちゃんは恋愛感情なんか知らない。


    　ＴＶや漫画で見ても、まるで他人事みたいで、こんなにどきどきしたことも──ない。


    　でも、その気持ちがどういう種類のものだか、賢明な彼女は理解した。


    （このひとは、わたしの大事なひとだ）


    　あらためて、青年を見る。


    　どことなく怖い印象があるけど、線は細いし、かっこいい。


    　気遣いは足りなそうだけど、その無邪気な笑顔とか、野生動物みたいな自由さに憧あこがれる。


    　きゅんとして、立ちつくしている希美ちゃんに──青年はさらに爆弾を落とす。


    「ま、どうやら世界中がきな臭いし、俺様もたまにこっちに顔出すようにするからさ。今後もよろしく、希のぞ美み。おまえのこと、いつも見守ってるぜ」


    「え、あの。それって、お付きあいするってことですか」


    　こんな年上のひとと、どうしよう、お父さんお母さんにどう説明しよう──と耳まで紅潮して思考を暴走させている希美ちゃんに、青年は小首を傾かしげて。


    「オツキアイっつうのは、よくわかんねーけど」


    　にっこり笑った。


    「要するにだ、おまえは俺様の嫁さんになるんだよ。だいじょうぶだ、怖がることはねーよ、俺とおまえが結ばれることは前世から決まってる。いや遥はるか永えい劫ごうの昔からな──神様が、神話が、宇宙の歴史が俺とおまえの未来を定めたのさ。うん？　なんで青ざめてるんだ？　ちがうぞ、宗教とかじゃない、ちっとも怪しくない、だから俺様と一緒に運命を乗りこえていこうぜ、俺様はおまえの魂を守るためにやってきた『英雄神』スサノヲ……」


    「あの。あの。あの」


    　やばい──と希美ちゃんは思った。


    　一気に目が醒さめた。


    　さっきから何を言っているかぜんぜんわからない──宗教のひとだ。怪しいひとだ。


    　こういうひとには近づいちゃいけないと、希美ちゃんはきちんと教育され、怯おびえていた。


    　警戒心をにじませながら、じりじりと後じさって。


    　涙目になると。


    「ご、ごめんなさい！」


    「へ？　何を謝ってんだよ、俺様のことを覚えてないのを気にしてんのか？　そんなのだいじょうぶだって、いずれ前世の記憶を──」


    「すみません！　ごめんなさい！　わかりません！　さよなら！」


    　希美ちゃんはダッシュで逃げた。


    　青年が「あ、おい」と手を差しのべてきたので、誘ゆう拐かいされる！　と誤解されてさらに速度をあげて、振り向きもせず脱だつ兎とのごとく逃げていく。


    　泣きじゃくりながら。


    「さよなら、わたしの初恋！」


    　希美ちゃんの人生初めての恋は、およそ数十秒で幕を閉じたのだ。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　自習──と男らしく黒板に殴なぐり書きされた文字。


    　当然、二年左組の生徒は慣れているので騒ぎにもならない。


    　もともと午後の授業はひたすら簡単な計算や漢字の練習などをする半分自習のような単純作業だし、この担任教師が授業をまともにやらないのはいつものこと。


    　でも今日にかぎっては、どことなく様子がおかしい。


    　みんなの顔がときおりあがって、窓際に腰かけて外を眺めている彼女──邪や神がみつるぎのことを、心配そうにちらほらと見ている。


    　どれだけてきとうでも、セクハラが多くても、つるぎはみんなに愛されている頼りになる教師だし──何があっても元気で、その姿を見るだけでちからが溢あふれてくる。


    　でも今日は、どんよりだ。


    　どうやら今回、異国の太陽神に乗っ取られてこの国を好き放題にされたことが、生き真ま面じ目めなところもある彼女を落ちこませているらしい。


    　さっきから流れる雲をぼんやり眺めては自己嫌悪に我わが身を抱きよせ、項うな垂だれて「ごめんなさいごめんなさい……もう叱しからないでじいちゃん……アマテラス反省してるからぁああ」とか身をよじっている。


    　そんな彼女の様子がおかしいと、いつもなんやかんやちょっかいをだして元どおりにする、もうひとりの教師──お兄ちゃんも、いない。


    　わたしは計算問題を機械的に解きながら、誰かれ構わず喚わめき散らしたい気分になる。


    　お兄ちゃんがいないのに。


    　なんでこんなに平穏でのんびりしていて──。


    　わたしは学校になんてきて、いつもどおりなふりをして……。


    　手がとまる。


    　涙が溢れてきて、いやになる。


    　泣いてもしょうがないのに。


    　お兄ちゃんが、他の何人かのひとたちとともに姿を消してから──数日が経過している。


    　夏休みが終わり、桜こノの花はな咲さく夜や学園の通常授業が始まっていた。


    　わたしは、ひとまずお母さんの家に身を寄せている。


    　いちど家出したくせに、我ながら厚こう顔がん無む恥ちだ。


    　お母さんは『現代のトロイア戦争』の最終局面で、『守護神』によって乗っ取られ、何もできなくなったらしい──それを恥じ、罪滅ぼしというように、大事なものを失ったわたしを優しく受けいれてくれた。


    　夏休みと同じように邪神三姉妹の自宅にお邪魔してもいいのだけど、つるぎはあんな調子だし、かがみとたまも体調が酷ひどいらしく、起きあがれないぐらいみたい──わたしという、余計な荷物を背負わせるわけにはいかない。


    　自宅は復旧したのだけど、お兄ちゃんがいない広い部屋に、独りでいるのは無理だった。


    　情雨じようちゃんも、学校が始まってからいちども登校しない。


    　何もかも、踏みにじられて。


    　弄もてあそばれて、奪われて。


    　無事に苦難を乗り越こえたはずなのに。


    　わたしたちは、何だか敗北したみたいだ。


    



    　がらっ、と教室の扉が開いた。


    



    「わっ」


    　みんなが同時に顔をあげ、彼女の名前を呼んだ。


    「情雨じようちゃん」


    　それはいつもどおりに毅き然ぜんとした態度の、けれどお化粧で必死にごまかしているけど、目元に泣きはらしたあとが残っている蝦え怒ど川がわ情雨ちゃんだ。


    　颯さつ爽そうと彼女は天使の羽を揺らめかせ、わたしの正面まで、ずかずかと歩いてくると。


    　偉そうに、仁王立ち。


    「何をしてるのよ、捜したじゃない」


    「え……」


    「行くわよ」


    　手を取られ、無理やり立ちあがらされる。


    　無力感に溺おぼれていたわたしは、呆あつ気けなく引きずられる。


    　ざわめきが広がる。


    　わたしは転びそうになりながら、情雨ちゃんについていく。


    　教室を飛びでる。


    　廊下を進む。


    　階段を下りていく。


    「え？　え？」


    　目を白黒させて、わたしは意味がわからない。


    「行くって、あの、どこに？　情雨ちゃん、ちょっと説明して！」


    　情けなくも、わたしは吐き捨てた。


    「もうぜんぶ終わったんだよ、ゲームは終わったんだ──わたしたちにできることなんて何もない。ううん、わたしたちに何もできなかったからみんなみんな……」


    「失敗したから、償つぐなうのよ。いちど喪うしなったから、取り戻すのよ。あたしはずっとそうしてきた。努力して、がんばって、いつかこの世界の頂点に立つ。もう二度とって、そう決めてたのに、また負けた……鎖さ々さ美みさん、あたし悔しいのよ」


    　もう我慢はせずに、頬ほおに美しい涙を伝わせて。


    　上うわ履ばきのまま昇降口を飛びだし、快晴の外へ。


    　走ったことで呼吸を荒らげるわたしに、情雨じようちゃんは立ちどまり、視線をあわせて。


    「思いだしたの」


    　掠かすれきった声だった。


    「『アラハバキ』がいちど、滅んだ日、パパが殺された日──あたしも、『月つく読よみ神社』の連中に取り囲まれて、始末されそうだった……」


    　それは、わたしが夢で共有した、情雨ちゃんの過去の断片。


    　その、結末。


    「そんなあたしを、助けてくれたのが、ママだった。あんまりにも今の姿とちがっていたから、すぐに思いだせなかった。ママは、強かったわ──戦って、暴れて、ちからを磨すり減らして……血ち反へ吐どを垂れ流しながら、必死であたしを逃がしてくれた」


    　ひぐっ、と嗚お咽えつを漏もらして。


    「だから、ママはちからが弱まっていたの。ひとりじゃ何もできないぐらいに。弱々しい、『神霊』になって──あなたの身体からだに取り憑ついて、でも失敗して、また退治されそうになって……。逃げて、隠れひそんで。みじめに……それでも、これまであたしを支えて、守ってくれていたのよう」


    　涙が浮かんだ両目を、意地のように、情雨ちゃんは拭ぬぐった。


    「ようやく巡り合えたのよ」


    　子供みたいに、純粋に。


    「いいえ、そばにいたのに──気づきもしなかったのよ。悔しい、たまらないわ、苛いら々いらするのよ。馬鹿にして、あたしは蝦え怒ど川がわ情雨なのよ」


    　ぎゅっと握った手にちからをこめて、情雨ちゃんはキスできちゃいそうな距離から。


    　真まっ直すぐにこちらを見つめて、堂々と言いはなった。


    「しゃんとしなさい、月つく読よみ鎖さ々さ美み」


    　こちらのすべてを理解して、認めてくれた、絆きずなを感じる声だった。


    「あんたがそんなじゃ、張りあいがないって言ってるでしょ。いいかげんにしなさい、あんたはあたしの宿敵なのよ──同じ目的を共有する、ライバルなのよ。わかったら、元気だしなさいよ。いじけてんじゃないわよ、腹が立つのよ、殺してやりたいわ」


    「うん。ごめんね、情雨ちゃん」


    　元気でたよ。


    　今は、宿敵でいい。


    　だけど、そんなわたしを励ましにきてくれた。


    　手を引いて、一緒にわたしたちの戦場へと導いてくれる。


    　情雨ちゃんなりの、その真剣な気持ちを、わたしは受けとめたい。


    　友達じゃなくてもいい、もっと嬉うれしいから。


    　頷うなずくわたしに、情雨じようちゃんは宣言する。


    「全世界を回るのよ、同時多発的に行われた『現代のトロイア戦争』の真相を探るの。まずは中国、次は印度インド、その次はエジプト──」


    「あの、欠席しすぎると進級できないかもだよ」


    　ただでさえ、わたし一年生のとき欠席しすぎなのをごまかして二年生になったのに。


    「学校ぐらい、何よ。人生の一大事なのよ、勉強はあたしが教えてあげるわ。だから、黙ってあたしについてきなさい。何よ、文句でもあるの？　みんなまとめて黙って行方ゆくえをくらますから、その間の補充要員として、あたしの世話係にしてあげるって言ってるのよ」


    「うん。ふたりで一緒に、なくしたものを探しにいこう」


    　静かな学校のアスファルトのうえで、穏やかな太陽に見守られて。


    



    　わたしたちは、旅にでる。


    



    
      了

    


    


  



  
     あとがき


    



    　こんにちは。日あ日き日らです。


    『非』日常系ゲーム世代的スーパー神話大戦（？）『ささみさん＠がんばらない』の第五弾をお送りいたします。『二年生編（あるいはアラハバキ編）』の中盤戦みたいな感じで、この調子で進行すると鎖さ々さ美みさんそのうち大学生になっちゃいそうな気がします。そして運命の就活編が始まります！（＊始まりません）


    　今回の原稿を書いてるときに、ちょうど世間も受験や就活がやれやれ一段落、ということで海外へと行っていたのですが──帰ってきたら大震災で、事実は小説よりも奇なりを肌身で感じました。被災地の復興と、巻きこまれた方々のすこしでも早い日常への復帰を心より祈っております。がんばれ日本。


    



    ＠『密室』視点（あるいは『傍観者』視点）について／今回もややこしい構成でしたが。それよりも「第五巻はギリシア神話やるぞう！」と決めたのはいいものの資料を集め始めてからその膨ぼう大だいな量にじゃっかん逃げ腰になり、一冊に収めるなんて無理無理！　と弱音を吐きそうになりました。僕は神様ネタ好きなので楽しいからいいのだけど、時間が！　ひい！　まぁ自分で前回無茶ぶりしたせいなので自業自得なのですが……！


    　執筆にあたって、とくに『トロイア戦争全史』（著・松田治　講談社学術文庫）を参考にさせていただきました。アキレスなんて『不死身だけど弱点をつかれて即死したアホの子』ぐらいの知識しかなかったけど、省略されない本来のトロイア戦争では鬼強くて無双シリーズみたいでした。普通に読み物として楽しい作品ですので、興味をもたれたかたは是非是非。


    



    ＠以下、謝辞です／こんな状況のなか最大限に走り回って『いつもどおり』を取り戻そうと努力し、今回も面倒くさい話を精力的に取りまとめてくれた担当の星野さん。そしてＰＣのトラブルなんかも乗り越えて今回も美麗なイラストでこの世界を彩ってくれた絵師の左ひだりさん。および関係者の皆さまに感謝を。


    　もちろん、読者の皆さま。おかげさまで『ささみさん』はまだまだつづきます。次回はこのまま鎖々美と情雨じようのわくわく世界旅行♪みたいなノリになると見せかけて、たぶん中心に据えるのは印度インド神話のみ、テーマは『原点回帰』（あるいは『復興』）ということで、初心に戻って三部構成の短編集、しかしどこかがおかしいぞ……？　みたいな話になる予定～。


    　ではでは、次回もまた『がんばって』まいりましょう。
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